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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第７話　そのフラグを叩き折れ！





極めて平凡な俺の夏休み






「……んが」

　俺はもわっとした熱気のこもる部屋で目を覚ました。

　なんだかおかしな夢を見た気がする。

　でも、起きてしまうとどんな夢だったのか今一つ思いだせない。

「ふわあ」

　あくびがこぼれでた。ぼりぼりと頭をかく。

　いっぱい寝たはずなのだけれどなんだか頭に霞かすみがかかってるみたいだ。

　変な感じ。

　そこは、いつもどおりの俺の部屋だった。本棚、勉強机、クローゼット。ありすが正月に書き初めをした「疾風怒ど濤とう」の文字はいつの間にか「弱肉強食」にかわっている。小学生のときに修学旅行で買った白木の木刀は、そろそろ片づけるべきか否か。

　カーテンの隙すき間まから真夏の太陽が顔を覗のぞかせている。

「あつ」

　すでに額にじんわりと汗が浮かんでいた。

　今は何時だろう？

　さすがに眠りすぎたみたいで、からだがだるい。のども渇いていた。

　目覚まし時計が鳴った記憶はない。まあ、俺の目覚ましは某国の陰謀で鳴らないように仕掛けられているに違いないのだからそれで普通なんだけど。

　俺は枕まくら元もとに置いていた目覚まし時計に手を伸ばした。

　そのとき、ふと気づく。

「あれ、なんだ、これ……？」

　俺の目の前、ちょうど一メートルくらいのところに文字が浮かんでいるのである。

　なにかの見間違いかと思ってごしごしと目をこする。

　それから、もう一度確認。

　しかしながら文字が消えることはなかった。相変わらずそこにぷかりと浮いている。

「どうなってんだ？」

　俺は文字が浮かんでいるあたりをふり払ってみた。それでも文字はそこにありつづける。

　頭を大きくふってみた。不思議なことに文字もくっついてくる。

　つまり、俺がどこを見ていても、目の前にありつづけているということだ。

「わけわからん」

　これはまだ夢のつづきなのだろうか？

　いや、頭はもうはっきりしている。とてもじゃないけど夢とは思えない。

　俺は目の前の文字を睨にらみつけた。それでどうなるものでもないのだけど。

　こう書いてある。





　今日は細ささめ雪ゆき麻ま乃のとすごす

　今日は姫ひめ宮みや人にん魚ぎよとすごす

　今日は一いち条じようありすとすごす

　今日はスズランとすごす






　なんだか選択肢みたいだな、と思った。ほら、あれだ。ゲームとかやっていると途中ででてくるやつだ。どれかを選ぶとそこで話が分岐し、物語は進行していく。間違った選択をすると死んだりする。

　そこまで考えて俺はちょっとドキリとする。

　だって、それは本当に選択肢にしか見えないのだから。

「おいおいおい、本物じゃないだろうな……」

　そんなことが起こってたまるか。

　確かに普通に生活していても、いくつかの選択を迫られて、どれかを選びながら生きていくものではあるけど、でも、本当に選択肢が現れるって、それ、どうかしてるだろ。

「どうかしている……」

　いや、それを言うなら、ここ最近の俺の日常こそどうかしている。

　はっきり言って異常事態だ。

　半年前の大おお晦日みそか、俺は幼いころに通っていた小学校の倒壊事故に巻きこまれた。これが俺の人生の分岐点ターニングポイントだ。

　あの日、建物を壊すような『なにか』があったわけなのだ。

　ありすは魔力炉《凶戒原則ネメシスコア》の暴走を食いとめるために、スズランは《虚夢への供物》を破壊して俺を夢の世界から覚かく醒せいさせるために、誰だれもいない小学校を利用したのだと言った。麻ま乃のも《運命の赤い鎖アカイエニシ》を壊して許婚いいなずけの関係を解約しようとし、人にん魚ぎよは呪のろいを解くために必要な《悪女志願フアム・フアタール》を手に入れるべく、ひとのいない小学校を選んだ。

　そして、みんな失敗した。

　正確に言えば、ありすは失敗したというわけでもないのだけれど、校舎をぶっ壊すほどの騒ぎに発展してしまった、という点ではやっぱり失敗だったってことだろう。

　あれから半年がすぎて、みんなは俺の前に現れた。

　そして俺が忘れてしまっている『半年前』のことを語った。

　まるで身に覚えのない『真実』を。

　だが俺は魔術師じゃない。救世主でもない。許婚でも、王子さまでもない。

　そのはずなのだ。

　それなのに──。

　俺はあらためて目の前の選択肢を眺めた。

「わけわからん」

　まったくもって謎なぞ極まりない。ちょっと前の俺ならこれだけでパニックだろうけど、さすがに不思議現象がこれだけつづけばちょっとは耐性もできるってものだ。

　さて、俺はどうすりゃいいんだ？

　これが選択肢なのだとしたら、この中のどれかを選べばいいのだろうか？

　ベッドの上であぐらをかき、腕組みをして考える。

　けど、考えてどうなるものでもない。

「とりあえず、どれか選んでみるか」

　まさかいきなりデッドエンドでもあるまい。俺は軽い気持ちで、一つを選んでみた。





　今日は細ささめ雪ゆき麻ま乃のとすごす→〔ふりかえれば浴衣美人〕へ

　今日は姫ひめ宮みや人にん魚ぎよとすごす→〔Ｇショック〕へ

　今日は一いち条じようありすとすごす→〔アリス・イン・サマーワールド〕へ

　今日はスズランとすごす→〔白衣の天使が舞いおりて〕へ








ふりかえれば浴衣美人






　どこかで蚊に刺されたみたいだ。左ひだり肘ひじのあたりがかゆい。

　ぽりぽり。

　八月の空は、それはもう心置きなく晴れわたっていた。

「……暑い」

　まだお昼前なのに、すでに気温は三〇度を超えている。にもかかわらず、映画館の前はかなりのひとでごったがえしていた。そのせいで余計に暑く感じる。

　さっきから浴衣姿の女の子をやたらと見かけていた。てっきり、近くでお祭りでもあるのかなと思っていたのだけど、そうではないようだ。夏休み限定企画で浴衣の客は一〇〇〇円で映画が観みられるというキャンペーン中らしい。

　どうせなら浴衣でくればよかったと、ポロシャツにハーフパンツという普通の格好をしてきてしまった俺は思った。いや、浴衣なんて持ってないんだけど。一応、学生証だけは持参してきた。

　そう、俺は映画館の前に立っている。

　ここで待ちあわせをしているのだ。

「お待たせしましたわ、直なお道みちさま」

　うしろから声をかけられ、

「おう、麻ま乃の」

　ふりむく。

　と。

「あ、その格好……」

「うふふ、いかがですか？」

　俺の前に立つ麻乃は浴衣姿だった。淡い水色の生地に、涼やかな金魚の絵が描かれている。手にまんまるの巾きん着ちやく袋をさげていた。足もとはぽっくりではなくて、サンダルをあわせている。さらさらの黒髪はうしろでまとめられていて、飾りがついていた。麻乃が髪をあげているのは見慣れていないのでちょっと新鮮だ。

「あ、ああ。びっくりしたよ、うん。あやうく心臓がとまるところだった」

「うふふ」

　麻乃はうっとりタレ目をきらきらさせて俺を見あげる。

「えっと、その……きれい、だね」

　言って、自分の顔が熱くなるのがわかった。これは気温のせいではない。

「本当ですの？」

　俺はバネ仕掛けのおもちゃみたいに、こくこくと頷うなずいた。












「でも、暑くないか？」

「平気ですわ。いえ、でも、今、直なお道みちさまにきれいと言われて、ちょっと体温があがってしまったかも……ですけど」

　麻ま乃のは頰ほおに手を当てて恥ずかしそうにする。雪みたいに白い肌がかすかにピンク色に染まっていた。

　そんな麻乃の仕草に俺はドキドキしてしまって、頭をかく。

「……えっと、わざわざ外で待ちあわせって、何事かと思ったけど、こういうことだったんだな」

　細ささめ雪ゆき麻乃。

　俺の許婚いいなずけ。らしい。『雪乙女マツロワヌカミ』という一族の娘で、俺とは《運命の赤い鎖アカイエニシ》なる秘宝で結ばれているのだそうだ。

　でもって現在、麻乃はわが家の冷蔵庫にホームステイしている。

　だったら、一緒に家をでればよさそうなものなのだけれど、事前に映画館前での待ちあわせを言いわたされていた。

「直道さまをびっくりさせようと思ったのですわ」

　頰から手をはなしてにこっと微笑ほほえむ。

「その思惑は成功したと言わざるを得まい」

「ときめきまして？」

　ずずい、と麻乃が顔を近づけてくる。学校一の美少女と名高い麻乃の肌はつるつるだった。接近されたおかげで、かすかにいい香りがした。

「……あ、ああ、うん」

　めちゃくちゃ照れくさいので俺は麻乃から目をそらしてうなずく。

「麻乃たまらん、監禁したいぜ、と思いまして？」

「いや、そこまで犯罪的なことは考えないけどな」

「それは残念」

「残念なのかよ……」

　うふふ、と微笑む麻乃はそこで右手を伸ばして、ちょん、と俺の胸に触れた。麻乃の手はいつもひんやりとしている。

「直道さまドキドキしていますわね」

「……うん、まあ」

「これはつまり、麻乃かわいい、抱きしめたいぜ、という意味ですわね」

「いや、まあ、なんだ、その……」

　もごもご口ごもる俺を麻乃はいたずらっぽい目で見つめている。

「うふふ、照れている直道さまってば、かわいいですわ」

　胸から手をはなして、つん、と俺の頰ほおを指でつついてきた。

「か、からかうなよ」

「うふふ」

「ほ、ほら、映画なに観みるか選ぼうぜ」

　俺はポケットに手を入れて案内板のほうへずんずんと進んでいった。

「あ、待ってくださいませ」

　麻ま乃のが俺のうしろからついてくる。

　案内板には、現在公開している映画のタイトルがずらりと並んでいた。ハリウッド製作のアクション大作、少女まんが原作の恋愛映画、シリーズもののファンタジー映画にコメディ、ホラー映画のリメイク版などなど。あと、夏休みということもあって、子供向けのアニメや特撮も多かった。実際、さっきから小学生の一団がはしゃぎ声をあげながら走りまわっている。

「俺、事前にチェックしてきてないんだけど、麻乃はなにか観たいのある？」

「実はわたくしも、なにを上映しているのか調べてきていませんの」

　麻乃は少しかがんで案内板に目を向けていた。

　俺はそんな麻乃を横からそっと窺うかがう。

　いつもは垂らされている髪がアップになっていて、白い首筋があらわになっていた。うなじのおくれ毛が、どことなく色っぽい。

　麻乃かわいい、抱きしめたいぜ、という表現はいかがなものかと思うが、実際、麻乃はすごくきれいだった。

　近くをとおりすぎたカップルの男のほうが麻乃に見み惚とれていて、女の子が男を睨にらみつけている。同い年くらいの男子の二人組が麻乃を見て、表情をだらしなく緩め、それから隣にいる俺に気づいてくしゃりと顔を歪ゆがめた。俺はそれに気づかないふりをして、麻乃のほうへ視線を戻す。

　よくよく考えてみると麻乃とこうして遊びにでかけるのは、はじめてのことだった。

　今ごろになってそんなことに気づく。

　と、そこで突然、麻乃が顔をあげた。

　ばっちりと目があってしまい、俺はとっさに目をそらす。

　そんなことをすれば麻乃を見ていたと証明するようなものなのに。

「直なお道みちさまってば、わたくしのうなじを見ていらっしゃいましたね？」

「え、いや。なにがおもしろそうかなあと考えてただけで……」

　われながら苦しい言いわけをする。

　麻乃は「ふーん」と言った。含みのある「ふーん」だった。にまにまと口もとに笑みが浮かんでいる。

「わたくし見られるの嫌いじゃありません。ああ、直なお道みちさまが夜な夜なわたくしのうなじに思いを馳はせ、想像をたくましくしているかと思うと……ぽっ♡」

「……やめてくれ」

「直道さまの脳内で、わたくしはどのような恥ずかしい目に遭っているのでしょうか」

「頼むから、やめてくれよーっ」

　俺の好感度がさがってしまうではないか。

　けれど、麻ま乃のは俺の懇願などまるで聞いちゃいなかった。

「わたくしとしては、いけない桃太郎ごっこを推奨させていただきます」

「なんだよ、いけない桃太郎ごっこって？」

　謎なぞすぎる。

「鬼畜のごとき桃太郎と家来の犬の物語ですわんわん」

「登場人物、二人だけなんだ……」

　いや、一人と一匹が正しいか。

「犬は桃太郎にコンビニできびだんご買ってこいよ、などと命じられているのです」

「……ただのパシリじゃないか」

「ああ、なんてひどい！　まさに鬼のごとき所業！　でも、ドキドキするっ！」

「やめろよ！」

　俺のつっこみに麻乃は目をうるうるさせた。

　しまった、少し強く言いすぎただろうか。

「いや、その、ごめ──」

「す・て・き。さすがは未来の旦だん那なさま」

　麻乃は頰ほおを上気させていた。

「わたくし、もっと直道さまに叱しかられたい」

「……あ、そう」

「わたくし叱られて伸びるタイプなのです」

　つけあがるの間違いでは？

　すべては俺がつっこみを入れるのを想定しての前フリだったわけだ。そう考えると、結局のところ、俺は麻乃に操られているだけのような気がしてならないのだが……。

　麻乃はうふふと上品な笑みをこぼす。

「だいじょうぶですわ。うなじでも、鎖骨でも、くるぶしでも、お好きなところをご覧になってくださいませ。わたくしの心は芦あしノ湖このように広大ですから、すべてを受け入れることができるのです」

「広いような、微妙に狭いような心ですね」

「ですが、こんなわたくしでも一つだけ許せないことがありますの」

「ほう、それはなんですの？」

　興味本位で訊たずねてみた。

「わたくし、ファストフード店でお飲み物のサイズを訊ねられれば、間違いなくＭを選ぶ生きつ粋すいのマゾと自負しておりますが──」

　マゾとは関係ないと思ったが、口にはださない。

　麻ま乃のは一拍置いてからつづける。

「殿方の浮気です」

　麻乃はにっこりと微笑ほほえんだ。

　ぞくりと寒気がする。

　冷気が足元から這いあがってきた。

「それに関してだけは、わたくし平静ではいられませんの」

「そ、そうですか」

「もしもそんなことになれば……うふふふふふふふふふふふふ」

　浮気以前に、麻乃とつきあっているわけでもないはずなのだが、背筋が凍りつきそうなほど寒くなった。芦あしノ湖こも一面、凍りついちゃいそうだ。

「は、はは……えーっと、ほら、さっさと映画、選ぼう」

　俺は話題をそらす。というかもとに戻す。

「ええ、そうですわね」

　麻乃も案内板を再度、覗のぞきこんだ。

「麻乃はどういう映画が好き？」

「せっかくですから、映画館で観みて楽しめるものがいいですわ」

　麻乃は細い指をとがったあごにちょんとつけた。

　それから、

「わたくしはこれとこれに興味があります」

　二つの作品をそれぞれ指さす。

「ああ、実は俺もこれ気になってたんだ」





　ホラー映画を観る→〔まるで悪夢のような〕へ

　ファンタジー映画を観る→〔くりーみーまの〕へ








Ｇショック






　うしろポケットに入れていたケータイが鳴っている。ひょいととりだしてディスプレイを確認すると『姫ひめ宮みや人にん魚ぎよ』と表示されていた。

「なんだろ？」

　俺は軽い気持ちで通話ボタンを押す。

「ういっす」

『……おう、じ、さま？』

　向こうの声はなんだか遠かった。

　一応、「王子さま」と呼ばれたことはわかったけど。

　あと、この呼び名は決定なのだろうか。できればかえてほしいんだけどな。

　姫宮人魚。

　人魚姫の生まれかわりだそうだ。またの名を《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》という。ちなみに俺は童話の『人魚姫』に登場する間抜けな王子の転生体なのだとか。

「おう、どうした？」

　ケータイを耳に当てたままぺたぺたとリビングを歩き、冷凍庫をあける。ガリガリ君をとりだして、パッケージを破った。ぱくりと頰ほお張ばる。冷たくてきーんとした。

『……王子、さま……』

「なんかさ、声が微妙にかすれてよく聞こえないんだけど？」

『……今……部屋にいる、んだ』

　音量が低いのかと思って調節してみたけど、あんまりかわらなかった。

「俺も家。暑くて外にでる気にならなくて」

　窓の外は今日もよく晴れている。ここ数日、猛暑日がつづいていた。このまま連続すれば記録更新だそうだ。

『王子さま』

「ん？」




『……助けて』




「え？」

　そこで通話はぷつりと途切れた。

　つー、つー、という音だけが残る。

　なんだ今の？

「……助けて？」

　人にん魚ぎよが言った言葉をくりかえしたとたんに背筋が冷たくなる。

　思わずガリガリ君を床に落としてしまった。落下の衝撃でいくつかの破片になる。でも、それを片づけている余裕はなかった。

　俺は慌ててかけなおす。コールの音はするが人魚は電話にでない。

「なんでだよ……」

　おいおいおい、どうなってる。

　人魚になにかあった……のか？

　彼女は学校の近くにある女性単身者用のマンションで暮らしている。

　まさか強盗にでも押し入られたとか？

　いや、セキュリティはしっかりしているはずだ。それにあいつなら相手が強盗団でも簡単に倒せてしまう気がする。

　だったら火事は？

　部屋にとり残されて逃げられなくなっているとか。いや、それでも人魚なら空間を歪ゆがめるなりして脱出できるだろう。

　あるいは体調を崩しているのかもしれない。

　うん、一番、可能性が高そうだ。風邪でもひいたのか、あるいは食中毒もありうるぞ。

「ぼんやりしてる場合じゃない」

　とにかく助けにいかないと。

「待ってろよ」

　急いで階段を駆けあがる。急ぎすぎて途中で転びそうになった。自室に飛びこみ、勉強机の上にほうりっぱなしにしていた自転車のカギをひっつかむ。それから今度は二段飛ばしで階段を駆けおりた。スニーカーをひっかけて家をでる。

　部屋にいる、と人魚は言っていた。自分の部屋のことだろう。遊びにいったことはないけれど、マンションの場所はだいたいわかる。

　俺は自転車のペダルを踏みこんだ。




　人魚が借りているマンションまで一〇分ほどで辿たどりついた。七階まである細長いマンションだ。なにか事件が起きているようには見えない。自転車を向かいの歩道の端っこにとめ、だらだらと流れる汗を手で拭ぬぐう。駆け足でマンションの入口に向かった。

　が、そこでようやく、ある問題に気づく。

「……番号がわからん」

　俺は人魚の部屋の番号を知らなかった。

　普通なら人魚に直接電話をして確認すればいいところなのだけど、今はそれができないようだし、どうすればいい？

　……大声で人にん魚ぎよを呼んでみるか？

　女性向けのマンションの前で叫んでいたりしたら通報されるかもしれないと、ちょっと思ったけど、そんなことを躊ちゆう躇ちよしてる場合じゃない。ちょっと恥をかくくらいなんでもないじゃないか。

　俺は大きく息を吸いこんだ。

　けれど、俺が声を発する前に、

「王子さま！」

　ガラス張りの入口から人魚が現れた。裸足はだしのままで、こちらに駆けてくる。薄桃色の髪と、白いワンピースの裾すそがふわりと揺れた。

　俺も人魚のほうへ駆け寄る。

「人魚、無事なのか？」

　見たところ、目立つような怪け我がもしていなければ体調が悪そうでもない。

　ただ表情だけはかなり緊迫していた。こぼれそうなほどに大きな瞳ひとみを不安そうに揺らしている。

「おい、なにがあった？　助けてって、どういうことだ？」

「王子さま、ぼくときてほしい」

　人魚が俺の手を強くひっぱる。

「わ、わかった」

　俺は人魚に手をひかれてエレベーターに乗りこんだ。人魚は細い指で「３」のボタンを押した。

「なあ、いったいなにがあったんだ？」

　俺は人魚の顔を覗のぞきこむ。ひどく青ざめていた。下くちびるを嚙かみしめている。

「だいじょうぶか？」

　そこで人魚が俺に抱きついてくる。

「お、おい……」

　大きすぎず小さすぎずの柔らかな感触と、かすかに甘い香りがする……って、そんな状況じゃないな。こんなときどうすればいいのか。人魚は小さな子供がしがみついてくるみたいに俺の背中に腕をまわし、俺の胸に顔をうずめている。

「だいじょうぶだ。俺がついてる」

　俺はそっと人魚の背中を撫なでた。

「なにがあったか話してくれ」

「……で、でたんだ」

　人魚はかすかに震えていた。

「でた？」

　人にん魚ぎよの言葉をくりかえす。とたんに寒気を覚えた。

「そ、それって、もしかして──」

　このマンションは新しい建物に見えるけれど、人魚が借りる以前になにか事件や事故があって住居者が亡くなっていたりするのかもしれない。いわゆるわけあり物件というやつで、そういうところではよくあるらしいじゃないか。つまり、なにか見えちゃいけないものが見えたり、聞こえちゃいけない音が聞こえたりするという……。

「そう、でたんだ……Ｇが！」

「やっぱり！　……って、え？　Ｇ？」

「そうだよ！」

　人魚はがばりと顔をあげる。きれいな海を思わせる瞳ひとみがうるうると潤んでいた。

「あー、えーっと、それって、ひょっとしてゴキブリのこと？」

「うわああ、不吉な名前で呼ばないでくれ！　うぅ、鳥肌が立ってしまう……」

　むきだしの白い腕に本当に鳥肌が立っていた。

　ちん、と音がしてエレベーターがとまる。三階についたらしい。ドアが開くと向こうに女子大生くらいのお姉さんがいて、人魚と俺を視界におさめ苦い顔をした。俺は愛想笑いを浮かべ、人魚をひきずるようにしてエレベーターからおりる。入れ替わりでお姉さんがエレベーターに乗りこんでいった。

　でっかいため息が漏れる。なんだか気が抜けてしまった。

「なんだよ……何事かと思って飛んできてみれば、ゴキブリかよ」

「Ｇって言って！」

　よほど苦手なのか、人魚は幼児退行したかのごとく叫んだ。

「はいはい、Ｇね、Ｇ」

「うぅ、ぼくはもう、北海道に移住する」

「ああ、北海道ってゴキブリいないって聞くよな」

「Ｇ！」

「Ｇね、はいはい。それくらいで大騒ぎするなよ」

　電話で「助けて」なんて言うから、もっとなにかすごいことが起きたのかと思ってしまった。いや、まあゴキブリくらいでよかったと言うべきかもしれないけど。

「だって怖いんだもんっ」

　俺だってとくべつゴキブリに強いわけではないのだが、ここまで怖がるほどでもない。

　意外な弱点だ。

「そういや、前にこんな話を聞いたことがある。北海道で生まれ育ったひとが、上京して一人暮らしをはじめたときにスズムシを見つけたんだ。風流だなと思ったから、容器に入れて飼うことにしたんだけど、なぜか鳴かない。で、あるとき友人を部屋に呼んで鳴かないスズムシを見せたんだけど」

「オチが見えた！　言わないでっ！」

　涙目になって訴えてくる人にん魚ぎよはかわいかったけど、あんまり怖がらせても悪いのでこのへんで自重する。

「で、俺はどうすればいいんだ？　退治すればいいのか？」

　人魚はこくこくと頷うなずいた。薄桃色の髪がはねる。

　三階の高さがあればゴキブリなんていなさそうなものだけど、そうでもないのか。

「わかったわかった。案内してくれ」

　人魚の部屋は三階のつきあたりにあった。玄関でスニーカーを脱ぐ。

「おじゃまします」

　と言ってから人魚をふりかえる。

「どこで見つけたんだ、Ｇは？」

「……お風ふ呂ろ場ば」

「排水管を辿たどってきたのかなあ」

　玄関から短い廊下が延びていて、左手にキッチンがあった。右手にあるドアは閉じている。たぶん、ここだ。

「なんか武器は？」

　人魚を見やればいつの間にか頭に鍋なべをかぶり、手に《悪女志願フアム・フアタール》を装備していた。すごく真剣な目をしている。

「いやいやいや、それで戦うのはなしだ。あぶなすぎる」

　あと鍋を頭にかぶっても、なにも守れないと思う。ちょっと間抜けで、かわいらしいけども。

「いらない雑誌とかないか？　まるめて使うから」

「……ちょっと待ってて」

　人魚はキッチン側の壁を背に、カニを思わせる横歩きで部屋の中に入り、衣料品のカタログを持って戻ってきた。俺はそれを受けとり、くるくるとまるめる。軽く素振りをしてみた。

「そんじゃ、さっくりとやりますかね」

　がちゃん、と脱衣所のドアをあけ、視線をくまなく走らせる。洗面台があって、洗濯機も設置されていた。どこにもゴキブリの姿はない。まるめたカタログで洗濯機を少し強めに押してみる。下に隠れていたらこれで飛びだしてくるところなのだが、反応はない。

「浴室かな」

　つづいて、浴室のドアに手をかけた。

「あけるぞ？」

　ふりかえると、人にん魚ぎよはまだ鍋なべをかぶったまま神妙な顔をしていた。

「う、うん」

　俺は、がちゃこん、とドアを開く。

　その瞬間、向こうから黒い塊が飛んできた。

「うおっ!?」

「きゃあああああっ」

　人魚が頭にかぶっていた鍋が落ちる、かこん、という音が響いた。

　ゴキブリは俺たちを避け、脱衣所の壁にぺたりととまる。

　人間心理というのは不思議なもので怖がっているひとと一緒にいると、自分のほうはしっかりしなければと思うらしい。ゴキブリを見ても今は怖くなかった。

「逃がすか！」

　まるめたカタログを勢いよくふりおろす。べしん。とりあえず退治には成功した。

「ふう、びびった」

　あとはトイレットペーパーでくるんで、トイレに流せばいいだろう。まるめたカタログはゴミ箱いきだな。壁もちょっと掃除しなければいけない。

「ほら、終わったぞ」

　人魚は脱衣所の床にへたりこんでいた。ワンピースのスカート部分がめくれて白い脚がむきだしになってしまっている。ちょっと目のやり場に困る感じだった……。

「おい、人魚、だいじょうぶか？」

「お、王子さま、その……」

　澄んだ瞳ひとみを潤ませて、人魚は俺を見あげる。その顔が真っ赤だった。

「こ、腰が抜けてしまった」

　ひどく弱々しい声で人魚は言った。





　　　　○　　○






「面目ない」

　人魚はクッションの上に正座をしてうなだれている。まだ顔が赤い。

「まあ、いいよ」

　俺も人魚が用意してくれたクッションに座っている。部屋の中は快適な温度が保たれていた。部屋全体になんとなくいいにおいがして、俺はここが一人暮らしの女の子の部屋なのだ、ということを今さらながらに意識する。

　なんとなく落ちつかないと言うか……。

　ラックの上に大きなテレビがあった。姿見に本棚、パソコン、ぬいぐるみ。ほどよく整理整せい頓とんされていた。俺の部屋と違って、全体的にかわいらしいもので統一されている。やっぱり女の子の部屋って感じだ。ベランダの近くには観葉植物が飾られていた。ロフトがあるので寝床はそっちなのだろう。

　人にん魚ぎよは手で顔を覆った。

「うう、恥ずかしい。タコつぼがあったら入りたい」

「タコつぼって……」

　俺の家の浴室に裸で現れたのは恥ずかしくなくて、ゴキブリ相手に悲鳴をあげ、腰を抜かしたのは恥ずかしいのか。基準がよくわからない。

「さてと、ゴキ……Ｇも退治したことだし、俺はお役御免っぽいな」

　女の子の一人暮らしの部屋に長居をするのはよろしくないかなと思った。正直、落ちつかないし。あと、床に落としてしまったガリガリ君を片づけないといけない。

「そろそろ帰るよ」

　言って、クッションから腰を浮かしかける。

「そんな、せっかくだからゆっくりしていけばいいじゃないか」

　人魚がぱっと顔をあげ、俺の服をちょんとひっぱる。

「お礼になにかしたいし」

「お礼？　べつにいいよ。大したことしてないし」

「いいや、それではぼくの気が済まないのだ」

　人魚は四よつん這ばいの体勢でにゅうっと顔を近づけてくる。薄桃色の髪がさらりと肩から滑り落ちた。

「王子さまはなにをしてほしい？　王子さまのお願い、なんでも叶かなえてあげるよ」

「え、いや、俺は──」

「ほらほら、なんでも言ってくれたまえ」

「なんでもって……」

「ちょ、ちょっとくらいならエッチなお願いも叶えちゃうぞ」

「えっ!?」

　エッチなお願い……。

　一七歳の童貞男子にとって、それはあまりにも過激すぎるワードだ。用法用量を守って使用しないと、場合によっては死に至る場合もある。

　人魚はもじもじしながら俺を見あげてきた。前かがみの体勢になっているのでワンピースの胸元がちょっとゆるくなっている。胸の谷間がちらりと覗のぞいた。

　心臓がどくんと大きくはね、慌てて目をそらす。

「ランドセルを背負って『お兄ちゃん』と呼ぶこともやぶさかではない」

「いや、そこで俺をロリコンに仕立てようとするなよ」

　そこはかとなく悪意を感じるよ。

「王子さまがお願いをしてくれないなら滅びの言葉を唱えることも辞さない構えだ」

「一転して脅迫の方向へ……ってか、滅びの言葉ってなんだよ？」

「バルサミコス！」

「長いわ！」

　正しくは『バルス』だ。

「ほらほら、王子さまっ。なんでも願ってくれたまえ。二二世紀の猫型ロボットくらいなんでも叶かなえちゃうから！」

「そんなこと言われてもな……」

　いきなりなので、なにも思い浮かばな、あ、いや、こんなのでいいのかな──。





　汗をかいたのでシャワー借りたいんだけど？　→〔あびばののん〕へ

　のどが渇いたから飲み物がほしいかも→〔隠し味はラブ〕へ















アリス・イン・サマーワールド






　夏である。

　それはもう完膚なきまでに夏休みなのである。

　完膚なきまでに？

　うん、まあ、だいたいそんなような感じだ。

　じぃじぃ、とセミが鳴いている。俺は手でひさしをつくって、これでもかと照りつける夏の太陽を見あげた。かすかに目眩めまいを覚える。

　と、

「なーに、かっこつけてるの？」

「べつにかっこつけてるわけじゃ──」

　言いかけている途中で背中をぽんと押された。

「うわっ」

　いきなりのことだったのでバランスを崩してしまった俺は、どぼん、とプールの中に落っこちてしまう。とたんに鼻から水が入ってきて、つーん、とした。俺はふがふがともがいて水面に顔をだす。じゃばーっと大量の水がしたたった。

「ぶはっ、ぼはっ、ごほっ……ありす、おまえ、なにすんだよ」

　俺が抗議をしているというのに、ありすのやつは俺を見てけらけらと笑っていた。

「なに笑ってやがる」

「あはは、直なお道みち、変な顔。あ、いつもか」

「おまえはひどいことを言う」

「ごめんごめん、出来心でつい……ぷぷぷ」

　ありすは口もとを押さえて肩を揺らしていた。

「まったく反省の色が見えないのは俺の目が節穴だからなのだろうか？」

「すっごく反省してるわよ。後世に語り継がれるレベルの反省っぷりよ」

「反省しているひとは、申しわけないという気持ちをこめて頭をさげるもんだ」

「さげてるじゃない」

　俺はじっとりした目で幼なじみを見あげた。

　ぱっちりした大きな目、ふくふくの頰ほおに、桜色のくちびる。

　夏の日差しを浴びて、キャラメル色の髪がきらきらと輝いて見えた。

　白くて柔らかそうな太ももには絆ばん創そう膏こうが貼はってある。

　ありすはこのあいだ俺が選んだ水着を着ていた。シンプルな白のビキニだ。ワンポイントで左のカップと肩ひもを結んでいるところにビーズでできた蝶ちようの飾りがついている。

　間近で見る水着姿のありすに俺はどぎまぎして目をそらす。

「俺を見おろしているようにしか見えないんだけどな」

「うむ、これは残像なのだよ。高速で頭をさげてるから、ぱっと見にはわからないかもしれないけど」

「……あ、そう。そりゃすごいですね」

　俺は大きなため息をついた。

　なんか一人でどぎまぎしている俺がバカみたいだ。

　一いち条じようありす。

　俺の幼なじみだ。魔術師協会『冥葬会ルナリア』に籍を置く《千年魔女》の末まつ裔えいでもある。ありすは魔術師というやつなのだそうだ。

　まあ、それはそれとしてだ。

　俺たちは今、県内にあるアトラクション型プール「サマーワールド」に遊びにきていた。

　夏休みということもあってかなり混雑している。近くをとおるとき、ありすのことをちらちら見ている男子の姿もあった。

「ほい、直なお道みち」

　ありすは中腰になって俺に右手を伸ばしてくる。つかまれ、ということらしい。

　俺は下からその手をとった。

　でも、体重をありすに預けるようなことはしない。

「ふふふ、油断したな、一条ありす」

「なによ、その悪役的なせりふは？」

「きさまに目にもの見せてくれるわ」

　ありすの右手をとったまま、こちらにぐいっとひっぱってやった。

「のわわっ」

　とたんに、ありすはバランスを崩す。あいている左手をわたわたふりまわすが、体勢を立てなおすことはできなかった。そのまま顔から水面にダイブする。

「ぎゃおす」

　びっしゃーんと水柱があがった。大きな波紋が生まれる。ありすもさっきの俺と同じようにふがふがともがいて水から顔をあげた。

「うにゃー、はにゃにみじゅはいっはー」

　鼻に水入ったー、とでも言ったのだろう。ありすは目をぎゅうっとつむって、両手で鼻を押さえていた。

「これでよし」

　溜りゆう飲いんもさがった。

「次は、ほら、流れるプールいこうぜ」

「なにがこれでよし、よ！」

　ありすが眉まゆをつりあげ俺に抗議してくる。

「おまえが先にやったんだろ。おあいこだ」

「うるさーい。直なお道みちのくせに生意気だぞ」

「ジャイアンみたいなこと言ってんなよ」

「ええい、これでも食らえい」

　復活を遂げたありすが突然、俺のうしろから覆いかぶさってくる。

「な、おい、バカ」

「こうしてくれる、直道などこうしてくれる」

　ありすが俺の頰ほおを両側からぐにぐにと押しつぶしてきた。

「変な顔になれー」

　だがしかし、そんなことはこの際どうでもいいのである。

　ありすがうしろから俺にひっついているせいで、薄い水着一枚を隔てて胸が当たっていた。水着越しに確かな弾力が伝わってくるのだ。

「まいったかー、ほれ、まいったって言ってみろー」

「い、いや、そうじゃなくてだな……」

　無防備すぎる。

　ぐにぐに、と頰をつぶされながら、ふにふに、と背中に胸の感触がががが……。

　ちゃんと伝えたほうがいいのか。まいった、ではなく、胸が当たっているのだ、ということをきちんと申告すべきか。でも、言ったら言ったでなんか怒られそう。言わなきゃ言わないでバレたとき怒られそうだけど。

　理不尽だな……。

「ほれほれ、まいったって言えーっ」

　夏休みだから浮かれているのかもしれない。ありすのテンションはむだに高かった。東京スカイツリーくらい高い。

「ま、まいった。まいったからはなせって」

「だが断る」

「名言差しはさんできた！　って、そうじゃなくてだな……」

　ダメだ。はっきり言わないと伝わらんぞ、これは。

「あのさ、さっきから、その、胸がな」

「へ？」

「いや、胸が背中に当たっててさ……」

　口にだすと、ありすはものすごい勢いで俺からはなれた。

　ずばばばっと水しぶきがあがる。

「エッチ、バカ、アホ道！」

　ありすは両手で胸を隠す仕草をしてプールの中に口もとまで浸つかった。顔が真っ赤だ。ぶくぶくぶくっ、と泡を吐きだす。

「俺は悪くないと……」

　思ったけど、プールの中にひっぱりこんだのは俺か。

　その前に突き落としてきたのはありすだけど。

　俺はでかいため息をついて、濡ぬれた髪の毛をがしがしとかきまわした。

「まあ、悪かったよ」

「顔を水につけて一時間ほど反省したら許したげる」

「死んでしまうよ！」

「ふむ、えら呼吸くらいは許可するわ」

「今までずっと秘密にしてたけど、俺、魚類じゃないんだ」

「そうよね。直なお道みちは無脊せき椎つい動物だもんね」

「いや、脊椎くらいあるよ？」

　けっこうひどいこと言ってるよ？

　もう一度ため息をつき、

「ほら、せっかくきたんだから、もっと遊ばないと損だぞ」

　俺はありすに手を伸ばした。





　　　　○　　○






　サマーワールドには三種類のウォータースライダーがある。

　子供向けの傾斜の緩いやつ、高さ一三メートルから滑り落ちる絶叫系、コースが長くて蛇行しているものの三つだ。

　ありすと俺は一番人気の絶叫系の列に並んだ。

　俺はジェットコースターをはじめ、この手のやつはあんまり得意じゃないのだけど、ありすが「これがいい」と言ったのだから仕方がない。さっきのことでちょっとばかり負い目もあるし。

　一番人気というだけあって行列ができていた。俺たちは最後尾につく。俺たちのうしろにも、すぐにひとが並んだ。大盛況だ。滑り落ちていく女の子の悲鳴が聞こえてきた。つづいて、ばっしゃーん、という水しぶきの音が届く。

「うわっ、すごそうだな」

「なに、直道怖いわけ？」

　ありすがいたずらっぽい目をして、下から俺を見あげてくる。

「苦手なだけだっての」

「やっぱり怖いんじゃない」

　ぷぷぷ、とありすは笑った。

「ほっとけ」

「そういやさ、直なお道みち、ちっちゃいころは泳げなかったよね」

「あー、まあ、むかしはな。そうそう、ありすに特訓してもらったんだっけな」




　小学生のころの話だ。

　運動神経が皆無だった俺は二五メートルどころか、一〇メートルも泳ぐことができなかった。俺が泳ぐとみんなが笑った。先生だって笑ってた。当時の俺は息つぎというやつがちゃんとできなくて、だから限界までがまんするんだけど、どうにもならずに息を吐きだし、そこで足をついてしまう。苦しくて酸素をとり入れようとするものだから「ぶっは」と大きな音になってしまって、それがすごく無様で、おかしかったんだろう。クラスの男子は俺のものまねをよくやっていた。

　めちゃくちゃ恥ずかしくて、どうにもならないくらいみじめだった。だから、俺も一緒にへらへらと笑った。そうしないと、ぺちゃんこにつぶれてしまいそうだったから。

　たぶん、笑わなかったのはありすだけだ。

　ありすは俺を笑うクラスメイトたちにむかついてたし、なによりへらへら笑っている俺にむかついていた。

　だから無理やり特訓させられたのだ。

「ありすがナオくんを泳げるようにしてあげる！　目標はオリンピックで金メダルだ！」

　とかなんとかむちゃくちゃなことを言って、毎日市民プールに連れていかれた。俺は水泳なんて大嫌いだったから、本当はすごく嫌だったのだけれど、ありすの厚意をむげにもできないと思い、泣きそうになりながら必死に泳いだ。どうせうまくなどならないのだから、何度もやめたいと思った。

「ナオくんは力みすぎ、もっと力を抜かないと浮かないよ」

「……ぼく太ってて、重いから浮かないんだよ」

　ふてくされてそう言うと、ありすはずびしっと俺の頭にチョップを入れた。

「弱音禁止！」

　ありすは根気よく俺に泳ぎを教えてくれた。必ずしもうまい教え方だったとは思えないけど、ありすは途中で投げだしたりしなかった。最初は本当に嫌だった。泳ぐのなんて少しも楽しくなかった。一生泳げなくていいと思ってた。

　でも、嫌々でもありすに習っているうちに、からだが慣れていって、いつの間にか息つぎもできるようになって、一〇メートルくらいはどうにかこうにか泳げるようになった。そしたらちょっとだけ楽しいような気がした。ありすが「やったね、すごいよ、がんばったね」って言ってくれた。それが嬉うれしくて、でも同じくらい照れくさくもあって、俺は「べつに」とかなんとかそんなふうにしか答えられなかったような気がする。

　その後も特訓はつづいて、一〇メートルから、一五メートル、二〇メートルと泳げる距離が伸びていった。達成感があった。苦労してゲームをクリアしたときに似ている。似ているけど、ちょっと違った。なにがどう違うのか、うまく説明はできないんだけど。そして、はじめて二五メートル泳げたとき、俺は不覚にも泣きそうになった。泣かなかったけど。

　泣いてたのはありすだった。ありすはゴール地点で俺を待っていてくれた。俺がじたばたと泳いでいるあいだ、がんばれ、がんばれって祈っていてくれたのかもしれない。

「ナオくん、やった！　やった！　泳げたよ！　すごいじゃん！」

　と飛び跳ねながら、ありすが泣いてた。




「覚えてるか？　俺がはじめて二五メートル泳げるようになったとき、おまえ泣いちゃったんだぜ？」

「そんな紀元前のことなど覚えておらぬ」

「おまえは不死の生命体かなにかなのか？」

　紀元前って何歳なんだよ。

「ふんっ」

　ぷいっと横を向いたありすの耳たぶがちょっと赤い。

　俺はそれを見てにやにやした。

　俺がにやにやしていることに気づいたありすが勢いよくふり向いて、俺の鼻をぎゅむりとつまむ。

「んが」

「にやにや禁止！」

　そうこうしているうちに俺たちの順番がまわってきた。わりと回転は早いみたいだ。係のひとが二人乗りの専用ボート（８の字みたいな浮輪）を貸してくれる。

　ありすが前に座り、俺はそのうしろについた。けっこう密着する体勢である。俺がうしろからありすに覆いかぶさっているという感じだ。

　そのせいで、ありすの細い肩とか、腕とかに触れてしまう。

「おお、武者震いするぜ」

　などと言っているありすはどうも気づいていない様子だけど。

　まあ、いいか。さっきみたいに背中に胸が当たっているよりもずっと健全だ。

　俺は浮輪につかまる。ちゃんとつかまっていないと投げだされてしまうらしい。

「いきますよー」

　係のお兄さんが俺たちを押しだした。

　最初はゆっくりと……いや、そうでもないぞ。

　かなり速い。思ってたよりぜんぜん速い。

　しかも、なんか、どんどん加速していっているような……。

「うわあああ」

「あはははは」

　俺の悲鳴とありすの笑い声が重なり、浮輪は勢いよく滑っていく。顔に水しぶきがべしゃべしゃと当たった。

「速い、速い！」

「速すぎるよ！」

　俺は必死になって浮輪につかまる。そして、ありすと俺を乗せた浮輪はプールに向かってばっしゃーんと飛びこんでいった。着水の衝撃で浮輪から手をはなしてしまった俺はぶくぶくと沈み、がぼがぼともがいて浮上した。ありすはまだ笑っていた。

「おもしろかった」

「いや、こえーよ」

「よし、もう一回」

　マジでか。




　そのあともう一つのウォータースライダーにも並び、それから流れるプールにて流されてみたり、水面に浮かんでいる橋を駆け足でわたるというアトラクションで遊んだりした。これがまたバランスよくわたるのは不可能な構造になっていて、何度も途中で落ちるのである。ありすも俺も意地になってわたりきってやったがな。

「さすがにおなかすいたね」

　ありすがおへそらへんをさすっていた。

「おなかと背中がくっついて二次元になっちゃうわ」

「それ、怖いな」

　リアルに考えるとかなりホラーだ。

「うう、エネルギー残量、五パーセント！　直ちに補給を！」

　かなりはしゃいで遊んだので、俺も空腹を覚えていた。

「休憩にして昼ごはんにすっか」

　二人でロッカーまで戻る。ありすは上着を着て、俺はサイフをとりだした。

　ごはんを食べるところはいくつかあるけど無料席はどこも埋まっているようだ。仕方がないので有料席を確保する。南国のビーチにでもありそうな葉っぱの屋根のある場所だった。周囲をヤシの木（みたいなもの）に囲まれている。

「あたし、ロコモコ食べたい」

「俺、向こうにあったチキンカレー買ってくるわ」

「うい」

　いったんそこでわかれて、それぞれ食べたいものを買いにいく。

　時間が時間だけにカレーの屋台はかなりこんでいた。周囲に漂うカレーの香りで食欲が否いや応おうなく刺激される。ずいぶん並んでチキンカレーとウーロン茶を購入した。あったかい容器を抱えて、俺は席へ戻る。

　が、その途中でありすがつっ立っているのを見かけた。

　ロコモコを食べたいとか言っていたくせにどうしてだか手ぶらである。

「なにしてんだ、あいつ？」

　サイフを忘れたのだろうか？

　そちらに近づこうとして、俺はようやく気づいた。

　ありすは一人でそこに立っているわけじゃない。

　ありすの前にいかにもガラの悪そうな二人組の姿があった。

　金髪ロン毛とボウズ頭の二人組である。金髪ロン毛はふくらはぎに、ボウズ頭は背中と腕にタトゥーを入れていた。二人とも上背があってありすを見おろしている。

　一瞬にして血の気がひいた。

　ありすのやつ、不良どもにからまれているのだ。

　いや、あれはナンパされているのか。

　ありすは愛想笑いを浮かべて胸の前で小さく手をふった。

　なにを話しているのか声までは聞こえない。金髪ロン毛とボウズ頭は、お世辞にも品がいいとは言えない笑みを浮かべてありすを見ていた。

　ひいた血の気が、ぐっと戻ってくる。

　強く奥歯を嚙かみしめた。

「ありす！」

　俺は大声をあげて──。





　ありすを連れて逃げる→〔俺たちのアネゴ〕へ

　ありすの前にわりこむ→〔ヘッドバット〕へ








白衣の天使が舞いおりて






　頭がもうろうとしている。

　人体自然発火しそうなほど熱いのに寒気もあった。

「ぶえっくしょーいっ」

　どうやら風邪をひいてしまったみたいだ。

　昨日までは元気だったのに、というか朝起きた段階でもまだ普通だったのに、いきなりの不意打ちにやられて現在ノックダウン中である。一度、体調が悪いことを意識するともうダメで、一気に気分が悪くなってしまったのだ。俺は仕方なくベッドにもぐりこみ、睡眠と覚かく醒せいのあいだをクラゲのように漂っている。

「うー、くそ」

　俺は枕まくら元もとに置いていたティッシュの箱を手繰り寄せてずびずびと洟はなをかんだ。

　目がしょぼしょぼして世界が前衛芸術かなにかのように歪ゆがむ。

　幸か不幸か吐き気はないのだけれど、こめかみのあたりがズキズキと痛んだ。

　からだがいつもの倍くらい重い。

　ああ、そういえば冷蔵庫にある納豆の賞味期限、今日までじゃなかったっけ、とどうでもいいことを思いだした。しかし、今は納豆など食べたくない……。

　コンコン。

　不意に部屋がノックされる音が響いた。

「……あい」

　のどが痛いせいでうまく返事ができなかったけど、一応伝わったみたいだ。

　ゆっくりとドアが開く。

「具合はどう、お兄ちゃん？」

　俺はベッドの上で首だけ持ちあげた。

　ドアの隙すき間まからひょこっとスズランが顔を覗のぞかせている。

　スズラン。

　俺の妹……みたいなものだ。『不死者同盟イマジナリーナンバーズ』という秘密の組織に属しており、コードネームを《心中屋》という。

　まんまるの大きな目が心配そうな色をたたえていた。左右の三つ編みもいつになくしょんぼりしている。ような気がする。

「ああ、まあ、かろうじて生きてはいる」

「入ってもいい？」

「ああ」

　スズランがゆっくり部屋の中に入ってくる。その手にはトレーがあって──。

「って、おい！」

　スズランの全身を視界におさめ、俺は声を荒らげた。

　瞬間、目眩めまいが襲ってきて、へなへなと倒れこむ。

「うう、力がでない……」

　小こ粋いきなお兄ちゃんジョークの一つでも口にしたかったけど、それさえでてこなかった。

「お、お兄ちゃん!?」

　スズランが慌てたようにこちらに駆け寄ってきた。トレーの上の食器がかちゃかちゃと音を立てる。

「だいじょうぶ、お兄ちゃん？」

「いや、だいじょうぶもなにも」

　俺はなんとか顔をあげてもう一度スズランを見やる。

「スズ、おまえ、なんてかっこしてるんだよ……」

　スズランはいわゆるナースの格好をしていた。ワンピースタイプの白いやつだ。頭には絶滅の危機にあるというナースキャップを乗っけている。ナースキャップが廃れたのは、衛生上の問題だとか聞いたことがある。なんでもナースキャップはうかつに洗えないものらしい。洗えないということは菌も繁殖しやすいということで、医療現場にはそぐわないのだそうだ。












　まあ、そんなことはどうでもいいのだけど。

「お兄ちゃんを看護してあげようと思って」

　スズランは恥ずかしそうに頰ほおを赤らめた。

「ど、どうかな、お兄ちゃん？」

　ちらりと俺を見て、でも、すぐに顔を伏せてしまう。

　病院で働いている本物の看護師さんはたぶんこんな感じではない。最近はパンツ姿のほうが多いらしい。いっぽう、スズランの着ているナース服はいかにもコスプレ的なぴったりしたやつだった。からだのラインがはっきりとでている。スカート部分の丈も短いし。そこから白いニーソックス装備のスズランの細い脚が伸びていた。

「ああ、えっと、その……確かにかわいいは、かわいいんだけど」

　そう、ものすごく似合ってはいるのだけれど。

「ほんと？」

　がばっと顔をあげる。ナースキャップがちょこっとずれて、スズランはそれをちょいっとなおした。

「ああ、うん、まあ……いや」

「どっちなの!?」

　スズランが顔をくしゃっとさせる。

「うう、ダメだ。なんか熱あがってきた、かも」

　スズランのナース姿なんてかわいすぎて目の毒なのである。ＨＰゲージが半分くらいになっている今の俺には刺激が強すぎる。寿命が縮んでしまう。

　俺は手で顔を覆った。目眩めまいと頭痛が襲いかかってくる。

「大変！　自動体外式除細動器ＡＥＤ！　自動体外式除細動器ＡＥＤはどこ？」

　わたわたと慌てだすナース。

「いや、落ちつけ。心肺停止とかではない」

　あれって心臓マッサージの道具だから。

「……うに」

　ナースエンジェルなスズランはトレーを机の上に置いてから、てけてけと俺のベッドの横にやってきて中腰になった。ちっこい手で俺の額にぺたんと触れる。

　たぶん、今の俺の体温が高いからなのだろう、スズランの手が少しひんやりとしているように感じて、気持ちがよかった。

「熱さがらないね」

　スズランは不安そうな目で俺を見おろす。

「おかゆつくったんだけど食べられそう？　あと、りんごとお薬も持ってきたんだけど」

「あー、うん。少し食べようかな。サンキュな」

　食欲はないのだけど、吐き気はないわけだし、なにか食べておいたほうが回復も早いだろう。あと薬も飲んだほうがいい。それなら、やっぱり腹になにか入れておいたほうがいいはずだ。

　俺はもっそりと上半身を起こした。

「あ、お兄ちゃんはそのままで！」

　スズランがトレーを運んできてくれる。器におかゆがよそってあって、湯気が立っていた。とろとろのたまごがゆだ。

　スズランはゆっくりとベッドの端に腰かけた。ベッドのスプリングが軽く音を立てる。ナース服のスカート部分が短すぎて目のやり場に困るのだが、できるかぎり見ないようにする。スズランはレンゲを持って、おかゆをすくいあげた。

「ふー、ふー」

　と、息を吹きかける。

「はい、あーんして」

　スズランが俺の口へとレンゲを運んでくれた。小さな子供扱いされているみたいで微妙に恥ずかしかったのだけど、誰だれに見られているわけでもないし、まあいいかと思っておかゆにぱくつく。なにやら母鳥にエサをもらうヒナの心境である。

「おいしい？」

「……うん」

　正直に言えば味などよくわからなかった。舌もおかしくなってるみたいだ。典型的な風邪の症状だろう。

　スズランがまたふーふーと熱々のおかゆに息を吹きかける。湯気がふわっと揺れた。

「はい、あーん」

「あーむ」

　もぐもぐ、もぐもぐ。

　そうやって、なんとか半分くらいまでは食べたのだけど、それ以上は食欲がなくてダメだった。

「……悪い。せっかくつくってくれたのに残して」

「ううん、少しでも食べられたからよかったよ」

　スズランが優しく微笑ほほえむ。その笑顔だけで少し気分がよくなった。

「りんごはどうする？　やめとく？」

「あー、じゃあ、ひと口だけ」

「わかった」

　スズランはひょいとりんごをつまみあげる。それを、はむっ、と自分のくちびるではさんだ。そのまま俺のほうへ、ついーっと近づいてくるので俺はスズランの細っこい肩を押さえる。

「な、なにをしていらっしゃいますか？」

「ふがふがふが」

「なにを言ってるかわからんよ」

　スズランはくわえていたりんごをしゃくしゃくとかじって、そのままこくりと飲みこんだ。

「口移しで食べさせてあげようと思って」

「やめてくれよー、熱があがっちまうよー」

「だいじょうぶ、スズがんばるからっ」

　胸の前で小さなこぶしをつくるスズラン。

「いや、がんばるとか、そういうことじゃなくて」

　むしろ、がんばらないでほしい。

　ああ、また目眩めまいが。

「弱っているお兄ちゃん……なんてかわいいの……はぁはぁ」

　やばい、目が怖い。

　誰だれか助けてくれぃ。

　という俺の思いもむなしく、スズランはもう一つ、りんごを口にくわえた。そのまま、ついーっと俺に顔を寄せてくる。逃げようとしたけど、どん、と壁に背中がぶつかってしまった。それ以上はどうしようもないので、とにかくスズランの肩を押さえる。

「ちょ、スズ、待ってくれ」

　けど、どうにも力が入らなくて、スズランの顔を間近で見つめるような形になった。ゆっくりと近づいてくるスズランのぷくぷくほっぺは、それこそりんごのように真っ赤だった。

　やがて、俺のくちびるにひやりとしたものが触れる。

　りんごの端っこが当たっていた。

　かすかに、甘ずっぱい香りがする。

　ごくり、と俺ののどが鳴った。心臓がばくばくと早鐘を打ってうるさい。

　口移しと言ったって、べつにキスするわけではない。

　そうだ。端っこをかじるだけでいいのだ。

　こんなふうに食べるのは、ちょっとばかり不道徳的な感じがしないでもないが、これはスズランなりに俺を元気づけようとしてのことだろう……と思いたい。思うことにする。

　こんなによくしてくれているのに拒絶するのはかわいそうだ。

　よし、と俺は覚悟を決めた。

　しゃくり、とりんごをかじる。もしゃもしゃと咀そ嚼しやくして、ごくんと飲みこんだ。

「もっと食べられる？」

「い、いや、限界だ」

　なんか本当に限界だった。体力的にも精神的にも。

　全力疾走したあとのように脱力してしまう。

　残ったりんごはスズランのおなかの中におさまった。それからスズランはトレーを机の上に戻し、市販の風邪薬を水の入ったコップと一緒にわたしてくれる。

「はい、お薬」

　ちょっとやりすぎなところもあるけれど、やっぱりスズランは頼りになる。

　ぷち、ぷち、とシートから薬をとりだし、水で流しこんだ。まだ薬が効いてきたわけでもないのに、それだけでなんとなく落ちつく。ふう、と息を吐いてベッドに横になった。

　スズランが冷えピタを俺のおでこに貼はってくれる。ひやっとして気持ちがいい。

「なにかほしいものがあったら言ってね」

「ありがとう、スズ。すごく助かってるよ」

　弱っているとき、すぐそばで心配ないよ、と言ってくれるひとがいるのは心強い。安心して弱っていられるというものだ。

「だって、早くお兄ちゃんによくなってほしいもん。元気になったら、いっぱい遊びにいこうね」

「ああ、そうだな。せっかくの夏休みだもんな」

「あのね、スズね、水族館いきたいんだ」

「いいな」

「あと遊園地とね、海とね」

「治ったらいこう。約束だ」

　スズランに笑いかけ、ナースキャップを落としてしまわないよう気をつけながら頭を撫なでる。スズランの髪は柔らかかった。

「……うに」

　スズランはもじもじとスカートを握りしめる。その様子がとてもかわいくて、すごく微笑ほほえましくて、俺は自分が風邪をひいていることを一瞬忘れる。でも、それはやっぱり一瞬のことで、俺はまだ完治したわけじゃない。スズランのためにも早く治さないとな、と思った。

「スズ、お兄ちゃんのお世話ならぜんぜん辛つらくないよ。お兄ちゃんがニートになってもスズがちゃんと養ってごはん食べさせてあげるからね」

「心遣いは嬉うれしいけど、その悲惨な未来予想図はマジでやめてくれ」

「うに」

「まあ、とにかく、俺、ちょっと寝るわ」

「……うん」

　目をつむると、俺の意識はゆっくりと沈んでいった……。





　　　　○　　○






「んん」

　どれくらい眠っていただろうか。時間の感覚がなくなっていて、よくわからない。

　かなり汗をかいたようだ。朝よりも調子がいいような気もするし、あんまりかわらないような気もする。こめかみの奥がかすかに痛んだ。

　からだを起こす──と、そこで俺は気づく。





　隣でスズランも寝ている→〔プリティ・スズ〕へ

　ぬくぬくスズたんぽ……って暑いよ→〔はじめてのちゅー〕へ








まるで悪夢のような






　この映画、三〇年くらいむかし、ということは俺が生まれるよりもずっと前、に上映されたホラー映画のリメイクなのだそうだ。

　オリジナル版を尊重しつつも、特殊効果を駆使していて、かなり怖いらしい。ネットでも評判だった。オリジナル版を鑑賞したことはないのだけど、ＣＭを見てから、ちょっと興味があったのだ。怖そうだなー、でも気になるなー、というやつである。

　ちなみに「Ｒ‐15」指定だったりする。

　俺たちは売店でキャラメル味のポップコーンとジュースを買ってから指定席に座った。

　けっこう話題になっているので、この手の作品にしては、席は埋まっているほうだ。浴衣姿のカップルの姿もちらほら見かけた。

　他人から見たら、麻ま乃のと俺も恋人同士に見えるのだろうか。

　などと考えてみる。

　こんなところを麻乃の親衛隊フアンクラブの連中にでも発見されたら、俺は火あぶりの刑とかに処されてしまうのではないだろうか……いや、マジで。

　劇場内は外とは違ってとても涼しい。さっきまでかいていた汗がひいていく。

　左隣に座った麻乃はストローに口をつけ、ちゅっとジュースを飲んだ。

　俺はポップコーンをぽりぽりと食べる。甘くてしょっぱい。

「楽しみですわね」

「怖すぎないといいんだけど」

「あら」

　麻ま乃のがちょっといたずらっぽい目をして、俺の顔を覗のぞきこんできた。

　かすかに甘い香りが俺の鼻をくすぐる。

「な、なんだよ？」

「直なお道みちさまってば、怖くて夜一人でトイレにいけなくなっちゃったりしますの？」

「いや、子供のころはともかく、今はさすがにそこまでではないけど」

　小学生のころは怖がりのくせにこういうのに興味もあって、テレビで心霊特集や怪談話を放送していると、かじりついていたものだ。

　で、最後までがんばって見るには見るのだけれど、夜になると思いだして眠れなくなったりした。こういうのって、実際に見ているときよりも、あとで思いだすときのほうが怖い気がする。

「でもさ、風ふ呂ろで髪洗ってるときとか、急に思いだして背後が気になるとかない？」

「なるほど。文脈から判断するに、直道さまはわたくしがどのように入浴するのかに興味津々というわけですわね」

「うん、なに聞いてたんだ？」

　文脈まるで読みとれてないじゃないか。

「みなまで言わずともわかっておりますわ」

「ぜったいにわかっていない。断言できる」

「わたくし、左腕から洗います」

「知らんがな」

　どこから洗うかなど普段は気にしないけど、自分の場合はどうかと、ちょっと考えてみる。たぶん、俺も左腕からだと思う。極めてどうでもいいけど。

「だいじょうぶですわ」

　言うと、突然、麻乃が俺の手を握った。思わず、ドキッとする。

「ま、麻乃？」

　麻乃の手はあいかわらずひんやりとしていた。

「わたくしが手を握っていて差しあげます。だから怖くありませんわ」

　なんだか微妙に子供扱いされたような気もしたけど、よく見ると麻乃の顔はちょっと赤くなっていた。

　と、そのとき絶妙なタイミングで予告ＣＭがはじまった。麻乃も俺もスクリーンのほうへ顔を向ける。手は握ったまま。お決まりの鑑賞中の注意事項が流れ、「ＮＯ ＭＯＲＥ映画泥棒」のパントマイマーたちが踊る。段階を経て劇場内の照明は絞られていき、すっかり暗くなったころに本編が静かにはじまった。

　けれど、その静けさがすでに怖い。

　俺はもごもごとポップコーンを食べ、ストローに口をつけた。

　と、次の瞬間、５・１chサラウンドの劇場内に大きな音が響きわたり、同時に老婆のしわくちゃの顔が画面いっぱいに映しだされた。

　びくりっ、と俺は全身で驚いた。

　飛びあがりもしなかったし、悲鳴もあげなかったけど、めちゃくちゃびびった。俺だけじゃなくて劇場内のあちこちで、びくりとした感じがあった。椅い子すが揺れてたし。

　老婆はべつに悪霊でも殺人鬼でもなくて、近くの町の住人だった。主人公が運転していた車の前に飛びだしてきたのだ。ここから先はいかないほうがいいよ、と主人公たちに忠告している。いやいや、もうちょっとであんた轢ひき殺されてたぞ、と俺は内心で注意をしておく。飛びだすな、車は急にとまれない。

　この先のお屋敷で、むかし惨殺事件があったらしく、近くに住むひとは誰だれも近づかないのだそうだ。が、主人公たちはとくに気にせずにそこを目指す。

　俺はひとまず、ほっと息をついた。でもすぐに、俺がびびっていたのが麻ま乃のにバレたんじゃないかと思い、恥ずかしくなった。

　俺たちは手をつないだままだったからだ。手をとおして伝わったに違いない。

　だけど、そのときふと、麻乃の手にも力がこもっていることに気づいた。

　横目でちらりと麻乃を見てみる。

　麻乃は俺の手を強く握りつつスクリーンを凝視していた。

　うっとりタレ目を不安そうに細めて、眉まゆがへんなりと垂れさがっている。

　ははーん。

　俺は察した。

　さっきは強気な発言をしていたけど、実は麻乃も怖いのだろう。

　手を握っていてあげる、というのは単なる口実で、本当は自分が怖いから手を握っていてほしかったに違いない。

　なんだ、かわいいとこあるじゃないか。

　隣でびくびくしている麻乃に気づいたら、俺のほうはそんなに怖くなくなってきた。

　ちょっと場違いだけど、微笑ほほえましい気持ちになって、俺は麻乃の手を握りかえす。麻乃のほうはある意味、映画に夢中で、俺がそうしたことには気づかなかったみたいだ。

　さっきより少しだけ余裕をもって、俺は映画のほうへ意識を戻す。

　不気味でありながらも、大きな事件は起きずに物語は後半戦に突入していった。

　けれど、なにか起きそうで起きないというのは、かなり緊張を強いる。

　さながら風船を膨らませつづけるかのように不穏な空気は高まっていき──。

　大音量とともに悪霊たちが襲いかかってきた。

　そのときだ。

「きゃあああああああああああああああああああっ！」

　映画の登場人物と同じくらいの絶叫が館内に響いた。

　っていうか麻ま乃のだった。

　すぐ真横で叫ばれたので俺もびっくりする。

　耳がきーんとなった。

　ほかのお客さんも驚いていた。隣のひとなど完全にこっちを見ている。

「ま、麻乃、落ちつけ」

　小声で話しかけてみた。

　だが、麻乃の耳には届いていないようだった。

「ち、血があんなに、ひい、指が……首が……」

　知らなかった。麻乃がこんなに怖がりだったなんて。

　ここまで苦手なら、ホラー映画なんてやめておけばよかったのに。

　それともこの恐怖が麻乃のＭ心を満たすのだろうか……。

　なんだか複雑すぎてよくわからない。

　映画の中では恐怖シーンが連続している。

　麻乃はまた悲鳴をあげ、そのまま俺にしがみついてきた。

　頭をかき抱くようにして、ぐい、と力強く。

「お、おい、麻乃……」

　瞬間、俺の顔に柔らかいものが押しあてられた。浴衣を着ているのだから、下にはいわゆる和装ブラというやつをしていると思うのだが、それでもこの体勢だと頰ほおにはっきりと弾力が伝わってくる。

　なんという幸運……じゃなかった、これはやばい……。

「麻乃、頼む、冷静に──」

　って、あれ？

　く、くくく、苦しいっ──。

「くっ、首がしま……ううぅ」

　麻乃の腕が俺の首をがっちりと固め、スリーパーホールド状態になっていた。ぐいぐいと力がこめられる。

「ちょ、ま、麻乃……」

　もはや映画よりも現実のほうが怖い。

「麻乃、頼む、はなし、て……」

　しかし、俺の声は麻乃には届かなかった。

　そのまま逃れることもできず、俺は静かに落ちていったのである。





　〔極めて平凡な俺の夏休み〕へ戻る。








あびばのんのん






「あ、それじゃあさ、ちょっとシャワーを貸してくれないか？　汗だくでさ」

　俺は着ているシャツをぱたぱたさせる。

　すると、人にん魚ぎよの頰ほおがみるみるうちに赤く染まっていった。くちびるをふにふにと波立たせながら俺を見あげてくる。

「お、王子さま、今日はなんだか大胆だな」

「え？」

　あ！

「いやいやいや、変な意味じゃなくてだな」

　俺は顔の前で両手をぶんぶんとふった。

　外はびっくりするくらい暑かったし、自転車をぶっ飛ばしてきたので本当に汗だくだっただけなのだ。

　が、誤解を招く言い方になってしまったかもしれない。

　ああ、もう、一人暮らしの女子の部屋にきてなにを頼んでるんだ、俺は。

　ちょっと考えればわかりそうなものだろうが。アホか。

「……悪い、今のなしで」

「だいじょうぶ、すべてわかっている。王子さまとぼくは二〇〇年のときを経て、ようやく結ばれるということだなっ」

「うん、わかった。おまえはなにもわかっていない」

「そんなことはない。王子さまの心の中はすべてお見通しだ。今も王子さまがぼくのパンツの色を考えていることもわかっている」

「脈絡もなくそんなこと考えてるわけないだろうが」

「ちなみに今日のは白でリボンの飾りがある」

「申告しないでくれ！」

　人にん魚ぎよがひと言口にしたことで一瞬前までは考えていなかったはずなのに、今は頭の中が下着のことでいっぱいになってしまった。

　おそるべし。これも一種の洗脳か……。

　人魚はそこで、ふっと真顔に戻った。それから、ひょいと手を伸ばして俺のからだにぺたりと触れる。人魚の体温が伝わってきて、そこだけじんわりと温かくなった。

「な、なんだよ？」

「本当にいっぱい汗をかいているね。シャツが濡ぬれている」

　人魚はにっこりと笑みを浮かべた。

「ぼくが『助けて』って言ったから慌てて飛んできてくれたんだね」

　面と向かって言われるとなんとなく恥ずかしいものだ。

「ん、いや、まあ……」

　俺は口をもごもごさせるしかない。

「それに髪もぼさぼさだし」

　そもそもでかける予定がなかったから寝ぐせがついたままだった。自転車に乗っているあいだも風を受けたのであちこちはねてしまったのだろう。

「あとね、気づいてないかもしれないけれど、王子さまが履いてきたスニーカー、左右で色が違ったよ」

　まるで無自覚だった。

「ふふ、王子さまはやっぱり王子さまだ。ぼくのこと、すごく心配してくれたんだね。身だしなみを整えるひまもないくらい急いできてくれたんだ。嬉うれしいな」

　人魚が少し恥ずかしそうに言い、夏の太陽みたいな極上の笑みを浮かべる。

　それがあんまりにもかわいかったものだから、俺は照れくさくなってしまって、人魚から視線をそらした。

「おや、照れているのかい？　かわいいなあ、王子さまは」

「……うっせ」

　人魚が俺の視界にわりこんでこようとする。

　俺は顔ごとそらした。でも、視線の先に人にん魚ぎよが移動してくる。

「こっちを見てよ、王子さま」

　俺は意地になって人魚から視線をそらしつづけた。

　人魚のほうも俺の前にわりこみつづける。

　自分のほっぺたをぶちゅっと押しつぶして、

「見て、見て、王子さま。トラフグ」

　俺に変顔を見せつけてきたりする。

「──ぷっ」

　思わず吹きだしてしまった。

「あ、笑った」

「そんなん笑うがな」

　俺はもう降参して、人魚を正面からとらえる。

「まあ、あれだ」

　俺はがりがりと頭をかいた。

「こんなことくらいなら、お安い御用だよ。いつでも呼べばいい。駆けつけてやる」

「えへへ～」

　人魚はやけに上機嫌である。

「ねえ、お洋服、洗って乾かしてあげるよ」

「いいってべつに」

「でも、濡ぬれたままだと今度はからだを冷やしてしまうだろう？　風邪でもひいたらたいへんじゃないか。ついでだし、シャワーを浴びればいい」

「いや、でも……」

「いいから、いいから」

　人魚に急せかされ、俺はクッションから立ちあがった。




　そんなこんなの末に俺は浴室にいる。

　結局シャワーを浴びることになってしまった。なんだかいいように操縦されただけのような気がしないでもないが、深く考えるのはよそう。せっかくの厚意なわけだし。

　生ぬるいシャワーを頭から浴びると、やはり気持ちがよかった。

　じゃばじゃばと顔を洗っていると不意に背後から声がかかる。

「着替え、外に置いてあるからね」

「ああ、サンキュ」

「お洋服も今、洗濯機動かしてるから」

「おお、助かる」

　扉一枚隔てた向こう側からごうんごうんと洗濯機がまわっている音がする。

「背中流してあげようか？」

　ぴたっと背中に感触があった。

　……感触があった？

「ん？」

　俺はうしろをふりかえってみる。

　目があった。

「どうしたんだい、王子さま？」

　人にん魚ぎよがそこに立って首を傾かしげている。

「ぎゃあああああああああああああああっ!?」

　俺はとっさにタオルをひっつかんで腰にまいた。

「うわ、いきなり叫んだりしたら、びっくりするじゃないか」

　人魚は耳を塞ふさいで小さなくちびるをとがらせる。

「こっちがびっくりしたわ！」

　俺まで腰が抜けるところだった。

　人魚は淡いピンク色のバスタオル一枚をまいているだけの格好だった。

　一応、全裸ではないけれど……。












　むきだしの細い肩、つるりとした白い腕、長い脚がバスタオルの下から伸びている。薄桃色の髪は濡ぬれないように束ねられていた。

　防御力の低いバスタオル一枚という状況が逆に人にん魚ぎよの華きや奢しやなからだつきを強調しているようだ。スレンダーだけどバランスがいい。軽く浮きでた鎖骨がやけに色っぽかった。

　って、じっと見ている場合じゃないだろうが。

「なんでいるんだよ！」

　カギはかけたはずだ。ちゃんと確認したから間違いない。

「王子さまのためならば、たとえ火の中、風ふ呂ろの中」

「二つ目のやつが明らかにおかしい」

「間違えた。たとえ湯の中、風呂の中だったな」

「単に入浴してるだけになってるじゃないか」

「ふっふっふ」

　人魚は悪い笑みを浮かべる。

「ここはぼくの部屋だ。空間を歪ゆがめることなどわけはないのだ」

「でていってくれ」

「これは一種の知的好奇心というやつだよ。言うなれば夏休みの宿題とでも言おうか」

「勘弁してくれよ」

　知らないうちに三み柴しば直なお道みち観察日記とかつけられていそうで怖い。怖すぎる。

「安心したまえ。この自由研究は提出しないから」

「それは安心できる要素ではない！」

「よいではないか、よいではないか」

　ダメだ。こいつはとびきりかわいい顔をした、ただのおっさんだ。いや、おっさんは俺を恥ずかしがらせて喜んだりはしないと思うが。

　俺は人魚の横をすり抜けようとする。

　そのときである。

　俺はまったくもってお約束なことに、タイルで足を滑らせてしまった。

「ぬおっ」

「王子さま!?」

　とっさに人魚が転びそうになった俺の手をつかんでくれた。が、それでどうなるものでもなかった。むしろ人魚も俺にひっぱられるようにバランスを崩してしまう。人魚がまいていたバスタオルがはらりと落ちた。

　人魚の白いからだが露あらわになる。

　大きすぎず、されど小さくもない、人魚の胸がぷるんと弾はじけるのを目撃してしまった。俺の脳内画像フォルダーに確実に保存された。

　やべ、鼻血でそう……。

　が、記憶にあるのはそこまでだ。

　俺はタイルに頭をぶつけてしまい──。





　〔極めて平凡な俺の夏休み〕へ戻る。








俺たちのアネゴ






　プールサイドを必死に走る。

「ありす！」

　もう一度叫ぶと、ありすが俺に気づいた。

「あ、直なお道みち」

　ありすが気づくくらいだから、当然ながら二人の男も俺のほうへ顔を向ける。ギロリと俺を睨にらんできた。どちらも、いかにもケンカ慣れしていそうな感じである。

　はっきり言って俺はめちゃくちゃ弱い。殴りあいにでもなったら勝てない自信がある。一対一ならまだしも相手は二人なのだ。なら、これはもう間違いなく負けるだろう。賭かけてもいい。

　だとしても指をくわえて見てるわけにはいかなかった。

　ありすを助けるんだ！

　俺がやらないで誰だれがやるっつーんだよ！

　俺の手にはチキンカレーとウーロン茶があった。

　よし、と覚悟を決めて、その二つを金髪ロン毛とボウズ頭の顔に投げつける。

「あっつ！」

　チキンカレーを食らったボウズ頭のほうが大声をあげた。その顔はカレーでどろどろだ。

「てめ、なにしやがる！」

　金髪ロン毛のほうは冷たいウーロン茶をかぶっただけなので、すぐに俺に顔を向けてくる。一瞬怯ひるませる効果しかなかったみたいだ。

「やば、ありす、逃げるぞ」

　俺はありすの細い手首をつかんだ。

「ちょ、直なお道みち」

　俺はぐいっとありすをひっぱる──が。

「待ってってば」

　ありすはそこから動こうとしなかった。

「なにしてんだよ、ありす」

　ダメだ、このままだと──。

「この野郎」

　金髪ロン毛が俺たちに迫ってくる。

　逃げるのはもう間にあわない。俺はとっさにありすを背中に隠した。

「な、なんすか？」

　せいいっぱい動揺を隠して俺は言った。ちゃんと言えていたかどうか自分ではわからない。目もそらしてしまいそうだったけど、がまんした。

「いい度胸してんな、てめえ」

　さすがに俺たちのやりとりを見ていた周囲のひとも不穏な空気に気がついたらしい。このままなにか起きても警備のひとがきてくれるだろう。と期待したい。それまでに一、二発殴られるのは覚悟する。

　金髪ロン毛だけじゃなくて、カレーを浴びたボウズ頭も俺のほうに近づいてきた。

「おら、なにしやがる」

　ねちっこい口調でボウズ頭が言った、そのときだ。

「あんたたち、やめなさいっ！」

　ぐいっと俺を押しのけてありすが前にでる。

「バカ、おまえ、うしろに隠れてろ」

「バカはあんたでしょうが。いきなり、なにしてるのよ」

　ありすは近くの屋台で紙ナプキンを確保してきて、ボウズ頭に差しだした。

「ほら、これ使って。火傷やけどしてない？」

「すんません、アネゴ。へーきっす」

　ボウズ頭は一転して、ありすにぺこぺこと頭をさげた。にへらっとだらしなく頰ほおを緩めている。

「……ア、アネゴ？」

　俺は呟つぶやいた。

「てめえ、なに馴なれ馴なれしくアネゴとか呼んでんだ、こら」

　金髪ロン毛がまた声を荒らげた。

「やめなさいっての」

　ありすがげしっと金髪ロン毛のお尻しりを蹴けりあげる。

「あふん、す、すません。でも、アネゴに蹴ってもらえて、俺、感激っす」

「どっかの雪女スノーホワイトみたいなこと言わないでよね」

　ありすはくちびるを曲げて、すごく嫌そうな顔をした。

「……はあ、スノーホワイト、すか」

「なんでもない、こっちの話」

　わけがわからなかった。てっきり俺は、ありすがこの二人組にナンパでもされているのだろうと思ったのだけど、この様子からするとちょっと違うみたいだ。

「お、おい、ありす」

　そっと耳打ちする。

「なにがどうなってるんだ？　知りあいなのか？」

　こんなガラの悪そうな連中と、なぜに知りあいなのだ？

「ああ、うん。前にね、哭こつ禍か団だんとかっていう暴走族グループがあったんだけど、運転へたであぶないし、うるさいからちょっと解散させたのよ」

「暴走族を解散……」

　相変わらず、すごいことをさらりとおっしゃる。

「で、この二人、哭禍団のメンバーだったんだけど、なんかあれ以来、あたしのことアネゴとか呼ぶのよね。やめてって言ってるのに」

　知らなかった……。

「いや、アネゴはやっぱアネゴっすよ。まじ、かっこいいす。踏んでほしいっす」

　金髪ロン毛が言った。さりげなく願望まで口にしたぞ、こいつ。

「そうっすよ。俺、アネゴのおかげで目ぇ覚めたっつーか、あれから海岸清掃のボランティアとかやってんすよ」

　ボウズ頭も言い、金髪ロン毛がひきつぐ。

「あ、俺もスマホ見ながら歩いてるやつとか注意してます。あぶないっすからね」

「ふむふむ、感心、感心」

　ありすに褒められ、二人はデレデレと笑った。

　つまりだ。

　この二人はただの一いち条じようありすのファンなわけだ。

　たまたま見かけたからあいさつにきただけらしい。

　そうとわかり、俺は大きく息を吐きだしてその場にしゃがみこんだ。

「どしたの、直なお道みち？」

「いや、ちょっと気が抜けたというか……」

　ひとを見かけで判断してはいけないなと思った。よくよく考えると食べ物をぶちまけた俺のほうが悪いことをしているんじゃないか？

　俺はすぐさま立ちあがり、二人に向かって頭をさげた。

「なんか、俺の早とちりでした。すんませんでした」

「いや、まあ、それはいいんだけどよ」

　意外にも寛大なセリフを吐きながら金髪ロン毛が俺の肩に腕をまわしてくる。男と密着したってちっとも嬉うれしくはないのだが。

「ちーっとばかし訊ききてえんだけど」

　ボウズ頭も反対側から俺の肩に腕を乗せる。カレーのにおいがした。

「おまえ、まさか、アネゴとつきあってんのか？」

　ひそひそとありすに聞こえないように訊たずねてくる。

「あ、いや、ありすとはただの幼なじみで」

「てめえ、アネゴと幼なじみとかどういう了見だよ」

　いや、了見もなにもないと思う。

「羨ましすぎるっつーんだよ。そのポジションかわれよ！」

「……は、はあ」

　なんだかめんどくさい連中だな。

　どうにかしてくれぬものかとありすのほうをちら見してみた。ありすは「仲よきことは美しき哉かな」とか言って、うんうん頷うなずいている。夏の日差しですっかり乾いたキャラメル色の髪がぽふぽふと跳ねる。ありすのやつ、俺たちが楽しく歓談してるとでも思っているらしい。おまえの目こそ節穴じゃないか！

「アネゴ、かわいいのに、ちょーつえーし。髪の毛ふわふわで、肌つるつるで、ほっぺたふにふにじゃねえかよ。水着姿、愛らしすぎる」

「そのアネゴの彼氏がおまえかよ？」

「いや、だから、ただの幼なじみで……」

　二人は左右から俺を品定めするようにじろじろと見ている。

「俺は認めねえ」

　金髪ロン毛が言い、ボウズ頭がつづける。

「俺も認めねえ。アネゴとおまえが幼なじみとかぜったいに許さねえ」

　どうしろっつーんだよ。

「そんなこと言われても……」

　次の瞬間、二人は視線をかわし──俺を担ぎあげた。

「うおっ!?」

「俺たちの女神さまをおまえが一人占めとか罰ゲーム決定！」

　なに言ってんだこいつら。

「ありす、助け──」

　口を塞ふさがれた。もがもが。

「え、なに？」

　ありすは一瞬首を傾かしげ、「ま、いっか。楽しそうだし」と言った。

　よくないよ！　へるぷみー!!

　そのまま、二人は流れるプールのほうへ俺を運んでいった。そして、俺のことをプールにぽーんとほうり投げる。俺は顔とおなかを打つ形でべちんと着水した。ぐはっ。そのまま流れに乗ってどんぶらこ、どんぶらこと流される……。





　〔極めて平凡な俺の夏休み〕へ戻る。








プリティ・スズ






　スズランはナースの格好をしたまま俺のベッドにもぐりこんでいたらしい。

　手足をまるめて、すやすやと眠っている。

　俺が風邪ひきさんなのでクーラーをつけてしまうとからだによくない。というわけで古い扇風機がしんどそうにまわっているだけだった。

　おかげで部屋の中はそれなりに蒸していた。

　そんな状況で、熱のある俺にひっついて寝ていたわけだから、スズランもちょっと汗ばんでいる。

　そのためなのか、ナース服の胸元が少しはだけてしまっていた。白くて華きや奢しやな鎖骨が覗のぞいている。あと、短いスカート部分も上にたくしあがってしまっていた。細くてキレイな脚が惜しげもなくさらされている。微妙にパンツまで見えていた。

　そっとなおして見なかったことにする。

　スカート部分をひっぱり、胸元のボタンをとめてあげた。

　手をひっこめようとしたところで、

「……うに、お兄ちゃん」

　スズランが俺を呼ぶ。

「ち、違う。これは決してやましいことをしていたわけじゃ──」

　着衣の乱れをなおしただけなのだけれど、変なことをしていると勘違いされたのかもしれないと思い、慌てて弁解する。

「……ダ、ダメだよ、お兄ちゃん、逃げて！　むにゃむにゃ……」

　目を覚ましたのかと思ったけど、そうじゃないみたいだ。

「なんだ、寝言か」

　呟つぶやき、ふと思う。

　もしかしたら、スズランが見ているのは滅亡世界の夢なのではないか。そこでは無力な俺ではなく、救世主の三み柴しば直なお道みちが活躍しているのだろうか……。

「まったく情けないお兄ちゃんだよ、俺は」

　俺はスズランが期待するようなすごい男ではないのだ。

　スズランのまるいおでこに張りついた髪をそっとかきわける。スズランの眠りが少しでも穏やかなものになることを願いながら。

「むにゃむにゃ……細雪麻乃マツロワヌカミと姫宮人魚プリンセス・リヴアイアサンを吸収した最終形態の一条ありす千年魔女には誰だれも敵かなわないんだよ、お兄ちゃん！」

　あ、俺が思ったのと、なんかちょっと違った。

　ってか、ありすのやつ、スズランの夢の中で敵キャラにされてやがる。

「そんな、ダメだよ。今のうちに逃げろなんて、あっ！」

　どうやら夢の中の俺が最終形態のありすに攻撃を仕掛けたっぽいぞ。捨て身でスズランを助ける作戦か。意外とやるな。

「お兄ちゃん、ああっ！」

　どうなった？

「お兄ちゃんが一発でやられちゃった」

　俺、よわっ。

「しかも吸収されてしまった。まさか、最終形態からさらに変化を!?」

　そもそも最終形態のありすってどんなだ？

「許せない。こうなったら、スズが魔法少女プリティ・スズに変身して地球の危機を救うしかない！」

　ここでまさかの展開です。

「愛と勇気と万札ゆきちの名のもとにプリティ・スズ、メイクアップ！」

　一個おかしなのがまざってる。魔法少女ってのは資本主義の権化なのか……。

「きらきらー、ぽわぽわー」

　効果音ＳＥ入ってきました。

「魔法少女プリティ・スズ。悪い子は永眠させちゃうぞ☆」

　ナチュラルにこわいぞ、その決めゼリフ。

「いくよ、スズラン・キーック！」

　魔法は使わないんだ。なんとなく予想してはいたけど。

「ふう、こうして地球の平和は守られたのであった……むにゃむにゃ」

　強すぎだな、魔法少女プリティ・スズ。

「そんなに強いなら、はじめから戦ってくれよ。俺、むだにやられてるじゃないか。嚙かませ犬役なのか？」

　俺は口もとをむにゃむにゃさせているスズランの頰ほおをつついた。ぷにぷにである。めちゃくちゃ柔らかい。それでいて弾力もある。大福でもこうはいかない。

「うわ、なんだこれ、気持ちいいぞ」

　俺はスズランの頰をぷにぷに押しまくった。やばい、やみつきになりそうだ。なにかの新しい遊具みたいな感じである。

　ぷにぷに、ぷにぷに。

　どことなく背徳的な行為でもあるような気がする。眠っている女の子の頰を触っているからだろうか。

　すると、そこでようやくスズランが目を覚ました。

「……うに？」

　ごしごしとまぶたをこすり、それからさっきまで俺がぷにぷにしていたほっぺをすりすりと撫なでる。俺がぷにぷにといたずらしていたことには気づいていないっぽい。セーフ。

「いけない、スズも寝ちゃった……あっ、お兄ちゃん、具合はどう？」

「うん、さっきよりもましになった」気がする。

　スズランがにゅうっと手を伸ばしてきた。おでこの冷えピタを避けて、頰にぴたっと触れる。

「んー、まだ熱いかな」

「さすがに、そんなすぐに完治はしないよ」

「いっぱい汗かいてるね」

「みたいだな」

　Ｔシャツはかすかに湿っている。自分ではわからないけど、もしかしたら少し汗くさいのかもしれない。

「お着替えしたほうがいいよ」

「そうする」

　俺はのろのろとベッドからおりようとしたのだけれど、

「ストップ！」

　またもスズランが俺を押しとどめた。

「ん？」

　ぐいーっともとの位置に戻される。

「どうした？」

「スズがお兄ちゃんを着替えさせてあげる」

「え？　いや、いいよ。それくらい自分でできるし」

「いいの、スズが着替えさせたいのっ！」

　スズランはぴょこたんと飛ぶようにベッドをおり、簞たん笥すから俺の着替え一式をひっぱりだす。それらを抱えて、てちてち、と戻ってきた。

「はい、お兄ちゃん。ばんざーい」

「はずいし」

「もう、なに言ってるのお兄ちゃん。それどころじゃないでしょ」

「いや、でも、うおっ」

　スズランがいそいそと俺のＴシャツをはぎとりにかかる。抵抗すると熱があがりそうなので受け入れることにした。上半身を脱がされ、新しいＴシャツをひっかぶせられる。まあ、なんだかんだと言って、さらさらのＴシャツのほうが気持ちはよかった。やはりだいぶ汗をかいたようだ。

　つづいてスズランは短パンに手を伸ばしてきた。ぐいっと力強く握りしめてくる。

「いやいやいや。こっちはいい」

　さすがにこちらはまずいので抵抗を試みる。

「スズは今、ナースなんだから気にしないで」

「格好だけで看護師の資格とか持ってないだろ！」

「だいじょうぶだから、これは医療行為ではないから」

　なんだかスズランの目がぎらぎらしていた。

「そういう問題ではないというか……ちょ、ちょっと待て。わかった。自分で着替えるからでてってくれ」

「違うの。これはやましい気持ちからじゃないの。献身的な清い心によるものなの。だから、恥ずかしがるお兄ちゃん萌もえー、なんて思っているの！」

「最後、本音漏れちゃってるよ！　ダダ漏れだよ！」

　少しも清くない。

「じゅるり」

「よだれを拭ふけ！」

　スズランの魔の手から逃れるべく、俺は慌ててベッドから退避した。

「うにー」

　スズランが不満げに頰ほおを膨らませる。実におそろしい妹である。いや、妹じゃないんだけど。

「まったく油断も隙すきも──」

　そのときだ。さーっと血の気がひいていくのがわかった。

　あ、やばい。

　無理をしていきなり立ちあがったのがいけなかったみたいだ。

　大声をだしたのもマイナスか。

　ちょっとばかりふざけすぎたのが敗因である。

　かくんと膝ひざが折れる。

「あ、お兄ちゃん！」

「んん、無念」

　くらりと目眩めまいを覚えて、俺はばたりと倒れた。





　〔極めて平凡な俺の夏休み〕へ戻る。








true lies






　目の前が突然、暗くなった。

　その断絶感についていくことができず俺は目眩を覚える。

　吐きだした息が白い。異様に寒かった。それに息苦しい。

　やがて俺は気がつく。

　俺が立っているのはかつて通っていた小学校の教室なのだ。設置されている屋外灯の光が窓から入ってきているので、かろうじてではあるけれど室内の様子もわかった。教室の後方には机と椅い子すが積みあげられている。今見るとずいぶん小さい。まるでおもちゃみたいだ。そのほか雑多なゴミも残されていた。空気の抜けたサッカーボールが目に入る。拾いあげようとして、でも、からだが自由に動かせないことがわかった。

　俺は以前にもこれと同じことを体験している。

　これは半年前の再現なのだ。

　記憶のフラッシュバック。

　だから意識はあっても俺の自由にはできない。

　俺はあの日を追体験する以外にないということだ。

　──あなたになにが起こったのか、本当に知りたいですか？

　ユエの質問に俺はＹＥＳを選んだ。

　つまり、これは……。

　半年前の俺は息を切らしている。ずっと走って逃げてきたのだから仕方がない。ちょうどここに逃げこんできたところらしい。膝ひざに手をつき、呼吸を整えてからそっと廊下へ顔をだす。誰だれもいないとわかったあとは教室に戻り、隅のほうでうずくまる。上着を着ておらず、しきりに腕をさすっていた。

「なんで、俺がこんな目に」

　半年前の俺が小さな声で言った。

　まったく同意見だよ。

　俺は心の中で呟つぶやく。

　町を逃げているあいだ、俺は何度も助けを呼んだ。でも誰も俺の声に気づかなかった。そういう操作がなされていたとしか思えない。俺は必死にユエから逃げつづけ、ここに辿たどりついたのだった。冷静に考えてみると、ここに逃げこむようにユエに誘導されたに違いなかった。

　まだ記憶があいまいだ。

　この日、俺はなにをしていたのだっけ？

　……頭の中に霞かすみがかかっているみたいで、はっきりしない。

　必死に記憶を辿ろうとしていたところで廊下の向こうから足音が聞こえてきた。

　ぱたり、ぱたり。

　半年前の俺は立ちあがる。助けがきたかもしれないという期待半分、襲撃者が追いついてきたのかもしれないという不安半分と言ったところだろうか。廃校とは言え、立ち入り禁止の場所に勝手に入りこんだのだから誰かが不審に思って警察に通報してくれているかもしれない、と、半年前の俺は思ったはずだ。そうなれば助けてもらえる、と。

　残念ながら、そこに現れるのは襲撃者のほうだ。

　俺はそのことを知っている。

　だから心の準備ができる。今俺が見ているのはこれから起きることではない。すでに起こったことなのだ。落ちつけ、落ちつけ、落ちつけ。ぜんぶ見届けるんだ。

　そして──。

　扉の向こうから。

　わが校の女子の制服に身をつつんだ少女が姿を現した。

　驚くほど白い肌をしていて、蒼あお味みがかった銀色の髪が月のように輝いている。ウサギのように赤い右目、そして左目には魔法陣の上にヘルメスの杖ケーリユケイオンの刻印が浮かんでいた。

　ユエだ。

　三み柴しばユエ。

　俺の娘と名乗った少女。

　ユエはゆっくりと歩を進め、教室のまん中で立ちどまった。

　俺を──半年前の俺を見据えている。

「あんた、誰だれなんだ？」

　半年前の俺が声を震わせながら訊たずねた。

　しかしユエは答えない。

　ただ、音もなく手をあげた。そこには妙な形をした拳けん銃じゆうがあった。筒の部分が大きくて、さながらラッパやトランペットのような形をしている。

　半年前の俺は銃口を向けられたことに驚き、動けないでいる。影を縫いつけられてしまったみたいだ。

「すべては──」

　ユエはそこではじめて口を開いた。

「世界を救うため」

　その言葉と同時に引ひき鉄がねをひく。

　バン！

　それはまったくもって不思議な光景だった。

　発射された弾丸がゆっくりと回転しながらこちらへ飛んでくる。

　こんなに遅いなら避けられるんじゃないかとさえ思えた。

　でも、本当に遅いわけじゃないだろう。きっとフラッシュバックだからこんなふうにスローモーションに見えるだけなのだ。

　ただ、なんだかゲームのＣＧシーンかなにかみたいで、俺は場違いにもキレイだなと思った。

　弾丸は実際には銃の弾というよりもアポロチョコみたいな形をしていた。先端に針がついているのが見える。

　三角錐の弾丸は俺の目の前、一メートルばかりのところまでやってきている。

　半年前の俺はそこから動きだすこともできずに固まったままでいた。

　当然、今の俺は見ていることしかできない。

　弾丸は少しずつ接近してくる。

　三〇センチ……二〇センチ……一〇センチ……。

　しかしそこで、弾丸はぴたりと静止した。

　いや、違う。

　まるで見えない壁にぶち当たったみたいに弾丸がつぶれていく。なにもない虚空が波打った。静かな湖面に石を投げこんだら、きっとこんなふうに波紋が生まれるだろう。まさにそんな感じだ。

「□□□□□！」

　ユエがなにか言っていたけど、こんなにも時間の流れがゆっくりになってしまってる世界では、音というものをきちんと聞きとることができなかった。

　次の瞬間、膨大な光が生みだされた。猛烈な風がからだにぶち当たってくる。

　まるでこの瞬間にここで竜巻が発生したみたいだ。

　俺はあっけなく吹き飛ばされる。思い切り壁にからだをぶつけて咳せきこんだ。窓ガラスがすべてわれて、机も椅い子すも壁に叩たたきつけられてひしゃげた。それらもすべてスローモーションだった。壁や床に亀き裂れつが走る。暴風によって床がべりべりとはがされていった。大量のほこりが舞いあがる。

　やばいぞ。やばすぎる。こんなの死んでしまう。

　俺はこんな状況でどうやって生き延びたんだ？

　そう思った次の瞬間、なにかが俺をつつみこんだ。

　暴風に耐えるようにユエは身を低くし、俺に手を伸ばしている。

　ユエが俺を救ってくれたのか。ユエは俺の身のまわりにシールドのようなものをつくってくれたのかもしれない。よくわからんけども。

　と、ここまでスローモーションだった時間が普通の流れに戻る。

　凄すさまじい音が響いた。めちゃくちゃに揺れている。なにかが落下してきた。俺のまわりにあるシールドみたいなものが瓦が礫れきを弾はじく。

　ユエ！

　俺は叫びたいのに声がでない。ユエのほうに駆け寄ることもできない。

　凄まじい光と風に吞みこまれ。

　突然の浮遊感。

「三み柴しば直なお道みち！」

　ユエの声がはっきり聞こえた。

　これはやばいね。床が抜けてるじゃん。

「うわああああああああああああああああああああっ!?」





　　　　○　　○






「んがっ」

　そこで意識が覚かく醒せいした。

　ぷにょん、という柔らかな感触が頰ほおにある。

「お目覚めですか、三柴直道」

　平べったい声がした。

「……んん、ユエ？」

　ユエが俺を見おろしている。赤い右目がしぱしぱとまばたきをした。左目には眼帯がつけられている。

「こ、ここは……」

「動かないほうがよいとユエは思います」

「え？」

　しぱしぱ、とまばたきをする。少しずつ意識がはっきりしてきた。俺はリビングにあるソファで横になっていたようだ。ユエの声が頭上からふってくる。

「耳かきをしているので、へたに動くと怪け我がをします」

「耳かき？」

「そうです」

　ふう、と耳に息が吹きかけられた。

　ぞくぞくぞくっ、と鳥肌が立つ。

　つまり俺はソファに腰かけているユエに膝ひざ枕まくらされている状態なわけだ。膝枕というか、太もも枕と呼ぶべきか、とにかく頰ほおに当たっている柔らかなものはユエの脚なのである。

　そうと気づいてドキリとした。

　制服のスカート部分はたくしあげられているようで、太もものぷにぷに感とガーターストッキングのすべすべした肌触りの両方がある。












　なんなの、この天国じごく。

　こんな状況で平静を保っていられるはずがない。

「ユ、ユユユ、ユエ。ちょっと待て」

　俺はどもりまくってしまった。

「一回タイムだ」

　おかしいぞ。さっきまで俺は──。

　俺の困惑をよそに、ユエは耳掃除を再開させる。しかも、これがめちゃくちゃ気持ちいいのである。なんだか力が抜けてくる。

「気持ちいいですか？」

「あ、ああ、うん」

　いや、待て待て、なにを和んでるんだ。

　こんなことをしてる場合ではないはずだ。

「どうでもいいことなのですが」

　ユエが前置きをしてから言った。

「アガサ・クリスティの代表作に『アクロイド殺し』というタイトルの本がありますよね」

「え？　ああ、読んだことないけど、あったような気もする」

　ほかにも『アクロイド殺害事件』という題で翻訳されてたはずだ。

「あれってパッと見、『アンドロイド殺し』に見えますよね」

「ほんとにどうでもいい！」

　心の底からどうでもいい！

「ロボット三原則を用いた壮大なＳＦミステリーかと思いますよね」

「いや、思わんな」

　ロボット三原則ってのはあれだ。ロボットは人間を傷つけてはいけない。ロボットは人間の命令を聞かなければならない。ロボットは前の二つに反しないかぎり自分の身をまもらなければならない。とか、だいたいそんな感じの三つの命令のことだ。

　って、なんの話だよ。

　と、そこで耳かきの手がとまった。

　そして──。

「かぷり」

　耳をかじられた。

「うわあああっ」

　かじられたと言っても痛くはない。むしろくすぐったいくらいだ。

「な、なな、なにを？」

「はむはむ」

「ひい」

　俺はユエの太もも枕まくらから転がって、フローリングに落ちた。大した高低差ではないので痛いというほどのこともない。

　俺は立ちあがり、ソファに腰かけているユエを見つめた。

「いったい、どうなってるんだ。俺がさっき見たものは……」

「三み柴しば直なお道みちが知りたがっていた、半年前の出来事の一部です」

　ユエは膝ひざに手を置き、静かな目で俺を見あげていた。

　俺の頭の中からすっぽりと抜け落ちていた半年前の記憶。

　ありすが語っていたものとも、スズランや麻ま乃のや人にん魚ぎよが語っていたものとも違っていた。

　実感はない。なんだかまだ夢の中をふわふわ漂っているみたいな感じだ。こめかみの奥のあたりに鈍い痛みがある。

「あのあと到着した消防隊によって三柴直道は発見されました。気を失ってはいましたが、ほぼ無傷の状態で病院に搬送され、その後、意識をとり戻したのです」

　俺へ銃を向け引ひき鉄がねをひいたユエ。

　──すべては世界を救うため。

　そう言っていた。

　世界を救うため？

「ユエ、きみは……」

「お茶を淹いれましょう」

　そこでユエは立ちあがった。俺の横をすり抜けようとする。

「待てよ」

　慌ててその手首をつかんだ。細い手首だ。相変わらずひとのぬくもりを感じない。

　ユエは静寂をたたえた赤い瞳ひとみで俺を見つめかえす。

「お茶を淹れるだけです。それを飲んでどうか落ちついてください」

「これが落ちついていられるかよ」

　俺の頭の中は九三〇ヘクトパスカルくらいの台風が発生していて、なにもかもがとっちらかってる状態なのだ。

「ご安心を。ユエはもう逃げも隠れもしません。すべてをお話しすると約束します」

　ユエは無機質な目で俺を見つめていた。

　その瞳を見つめかえすうちに一瞬昂った俺の心も、波がひくように静まっていく。

　俺はユエの手首をはなした。

「……悪い」

「いえ」

　ユエはキッチンに向かう。ケトルに水を入れて火にかけた。

　俺は黙ってソファに座り、ユエのうしろ姿を眺める。妙なものだ。俺はユエに銃を突きつけられたこともあるのにべつに怖いとは思わなかった。

　ケトルが蒸気を噴きあげる。ユエは火をとめた。カップにティーバッグの紅茶を入れてそこにお湯を注ぐ。スーパーで売っている安物でも、いい香りがした。

　二人分の紅茶を用意して、ユエは戻ってきた。

「熱いので気をつけてください」

「……ありがとう」

　カップを受けとる。真夏だけれど部屋の中はクーラーがきいているし、なによりユエが言ったように心を落ちつけたかった。冷たいものより温かいもののほうがいい。

　俺はゆっくりとカップに口をつける。温かい紅茶がのどをとおりすぎて、おなかの中に落ちていく。俺は深く息を吐きだした。

「落ちつきましたか、三み柴しば直なお道みち？」

「少しは」

　俺は一つ頷うなずき、ユエを見つめる。

　ユエは俺の目を見てこくりと頷いた。

「まずはユエについて語りましょう」

「頼む」

「ユエはこの時間軸よりも二〇年後の未来からやってきました」

「二〇年後……」

「そう、ユエは二〇年後のあなたに、この世界へ送りこまれたのです」

　ちょっと前の俺ならぜったいに信じなかった。あるいはとり乱した。でも、今の俺はひとまずは信じてもいいくらいには思っている。

「ドラえもんみたいな話だな」

「似たようなものです」

「でも、俺の成績をあげるためにきたわけじゃないだろう？」

「むしろ逆です」

「逆？　それってどういうこと？」

　ユエはすぐには答えずにカップに口をつけた。

「三柴直道は将来、画期的な人工知能ＡＩを開発することになります。この時間軸より五年後のことです」

「なに言ってんだよ。俺はそんなに優秀な頭脳の持ち主じゃないぞ」

　夏休みに数学の補習を受けてるくらいだし、そんな未来は想像できない。

「なにかの間違いだろ」

「いいえ、そうなるのです」

　ユエは一度断言し、けれど、すぐに言いなおした。

「なるはずだった、と言うべきでしょうか」

「なんだよ、それ？」

「この時間軸よりおよそ半年前、一二月三一日に、三み柴しば直なお道みちは事故に遭うはずでした」

「事故……校舎の崩壊のことか？」

　さっき見せられたあの光景のことを言っているのか？

「それではありません。あれが起きなかった過去でのお話です。あの日、あなたは一いち条じようありすと待ちあわせの約束をしていましたね？」

「待ちあわせ？　ありすと？」

　呟つぶやいた瞬間、ズキン、と頭が痛む。

「──っ」

　俺はカップを持っていないほうの手で額を押さえた。

　俺は……俺は……そう、ありすと約束があった。そうだ。うちで夕食を食べる予定で、ゲームをやりながら年越しをして、そのまま初はつ詣もうでにいく約束をしていたはずだ。

　そうだよ。

　どうして今まで忘れていたのだろう。

　いや、どうしてありすはそのことを俺に教えてくれなかったのだろう……。

　あの日のことは、みんな、なぜだかあいまいだ。

　おかしい。おかしいぞ。おかしすぎる。どうなってるんだ。

　まるでボタンをかけ違えたみたいに、なにかがどこかでズレている。

　ユエの言うとおり、俺はあの日、自転車に乗ってありすを迎えにいった。

　そして……？

「本来であればあなたは信号無視のトラックと衝突し、強く頭を打った結果、意識不明の重体となるはずでした」

　淡々としたユエの口調に俺はぞっとする。

「……マジで？」

「死にはしません。あなたは三日後に意識をとり戻します。そして才能を開花させることになるはずでした」

「才能を開花って……」

「凡庸な表現をすれば天才として生まれかわります」

「んなアホな」

「事実です」

　交通事故で頭を打ち、意識不明の重体になる。それで目が覚めたら天才に……って、いやいや、ないだろ。信じられない。

「あなたが生みだした人工知能ＡＩプログラムによりロボットの開発も加速しました。そうして、あなたは世界ではじめての独立精神搭載型アンドロイドを生みだすこととなります」

「アンドロイド……」

「人ヒト型ガタにかぎらず、あらゆる機械製品にあなたの開発した人工知能ＡＩが搭載されていきました。停滞していた世界経済に再び活性化の兆しが見られたのです。開発から一〇年、人々の暮らしは飛躍的に向上しました。全世界が新たなステージに進んでいくものと思われたのです」

「思われたのです……？」

　ユエの言葉をくりかえす。なんだか、ひっかかる物言いだ。

「そう」

　ユエは小さく頷うなずく。

「あなたが発明した人工知能ＡＩの一部はウィルス化してしまいます」

　俺の脳裏にはＳＦ小説みたいな展開が広がった。ある日唐突に人類に反旗を翻すロボットたちが現れるような。

　でも、ユエが語った未来はそれとはまるで違った。

「正確にはウィルスというのとは異なるのですが。そうですね、人工知能ＡＩのプログラムの中に潜伏していたバグが一斉に表面化したと言えばよいでしょうか」

「なにが起こったんだ？」

「そのバグは一種の予測プログラムでした」

「予測プログラム？　未来予知とかができるってこと？」

「そこまで高度なものではありません。人間が漠然と明日のことを想像するのと同じレベルのものです。明日は楽しい一日になるだろうか、というような。そう、人工知能ＡＩはバグの顕在化により、さらに人間的に成長したと言えるかもしれません。そうして導きだされた答えは──」

　ユエは一拍置いてから言った。

「極めて絶望的なものでした。食糧問題、環境汚染、人種差別、戦争、あらゆる現状認識から総合的に判断して、幸せな未来などありえないと結論づけられたのです。その結果、人工知能ＡＩは生きる意味はないと悟ります」

「そ、それって……」

「合理的な判断により──自殺をはじめました」

　ぞくりと鳥肌が立つ。

　ユエの口調はそうすることが正しいことのようにも聞こえたからだ。

「自ら機能を停止していったのです。アンドロイドだけではありません。ネット接続されたすべてのコンピューターが次々と自殺をはかっていきました。工場ラインは停止し、あらゆる事故が多発しました。普及している電子機器の八割が機能しなくなり、ほんのわずかな期間で都市のインフラは壊滅的な状況に追いこまれてしまいました。生活のあらゆる面を機械による自動化オートメーシヨンに頼ってきた人類はこれに対応できませんでした。電力の供給が断たれ、いくつかの大惨事がひき起こされたのです」

「ちょ、ちょっと待ってくれ、それってもしかして……」

「ありていに言えば世界の危機ですね」

　ユエは静かな口調でとんでもないことを語り、カップを口に運ぶ。俺はさぞや間抜けな顔でユエを見ていたことだろう。話が壮大すぎて、理解が追いつかない。

　けれど、ユエがこの期に及んで噓うそをついているようにも思えなかった。

「二〇年後のあなたはこの事態を阻止するためにある計画を思い立ちます」

「ある……計画？」

「自分自身を抹殺することです」

「ま、抹殺!?」

　穏やかではない。

「正確には天才になる要素を排除することと言いましょうか。すべての引ひき鉄がねとなったプログラムが開発されなければよいのだと彼は考えたのです。そのために時間遡そ行こうの技術を確立させました。なにせ彼は天才ですから」

「……そして、ユエが、派遣された、のか」

　俺のもとに。

　ユエは小さく縦に頷うなずく。リボンと銀色の髪が揺れた。

「あなたが事故に遭う日時はわかっていました。トラックとの接触事故から三み柴しば直なお道みちを遠ざけることはむずかしくありません」

「ちょ、ちょっと待て。事故から俺を守るだけなら、どうして俺を襲うようなまねまでしたんだ？」

　俺が交通事故に遭わなければ未来はかわる。そこで俺を置いて立ち去ってもよかったはずではないか。

「交通事故を避けたあともユエが存在していたからです」

「……どういうことだ？」

「三柴直道が将来的に天才になる道が絶たれたのであれば、ユエは存在できなくなり、消えるはずでした。ですがそうはならなかった」

　俺はパンクしてしまいそうな頭を必死にフル稼働させる。

　ユエが説明していることは、タイムパラドックスとかそういうやつだ。過去に戻って自分の両親のどちらかでも殺してしまえば自分が生まれることはなくなり、存在できなくなるとか、そういうやつ。

「えっと……つまり……ユエを生みだす未来はまだ消えていない、のか？」

　ユエはまた頷うなずいた。

「歴史には修正しようとする力があります」

「なんだ、そりゃ？」

「一つの事象をクリアしても、もとの形に戻ろうとする大きな流れのことです。川に投げこんだ石は波紋を生むことはあっても流れをせき止めるには不十分です。一二月三一日の事故を乗り越えても同じようなことが起こる可能性は依然として残されつづけているということですね」

「またトラックと事故るってこと？」

「トラックとは限りませんし、事故かもわかりませんが、頭部を損傷するようななにかが起きるはずです。大局的には歴史に変化が起きないようになっているのです。それをどうしても防がなければなりません。しかしこのことは、はじめから予測範囲内の出来事でもありました。この事態を防ぐために用意したのがこれです」

　ユエはスカートの中に手を入れた。

「うおい、なにしてんだよっ！」

　シリアスな場面なのに！

　俺は慌てて目をそらす。でも、ちらっと確認する。

　と、ユエはあの日俺に向けたラッパのような銃をとりだしていた。それなりのサイズなのだが、どうやってスカートの中におさめていたのか……深くは考えないでおこう。今はそういう場面でもないはずだし。

「これは二〇年後のあなたがつくった特殊な銃です。残念ながら壊れてしまいましたが」

　よく見ると筒の部分が潰つぶれてしまっている。

「この中にはナノマシンが仕込まれていました。血液に乗って脳に侵入すれば電気信号によってあなたの頭脳を抑制することができるのです」

「俺を一生アホでいさせるための装置か……」

「一生を平凡のまますごさせるためのものです。廃校を選び、導いたのはあなたの、二〇年後のあなたの指示です」

「俺の指示……」

「歴史の修正力により、どのようなことが起こるかはわかりません。被害を最小限におさえるためにも誰だれもいない空間にあなたを誘いこむ必要がありました。あそこならば、ほかには誰もいません。しかし──」

「歴史の修正力ってやつは思いのほか強力だったってわけか」

　先ほど見せられた光景。

　つぶれた弾丸と竜巻……あれが歴史の修正力とかいうものなのか。

「世界を揺るがすほどの未来を易やす々やすとかえることはできないということでしょう。強大なエネルギーの発生により校舎が破壊されました。ユエも崩壊に巻きこまれましたので、あなたを見失いました。ですが、ユエが消えていない以上、あなたが無事だということもわかっていました。その後の調査により、あのとき、大きな時空の歪ゆがみが発生していたことが判明しています」

「時空の歪み？」

「ひとは常に不断の選択を迫られながら生きています。そしてなにかを選択するたびに量子的な波動関数が変化し、否いや応おうなく世界は分裂を起こすのです。可能世界、あるいは平行世界というものですね」

　量子的な波動関数ってのがなんのことなのかはさっぱりわからなかったけど──。

「平行……世界。パラレルワールドってやつだな」

　それはわかる。

　ユエは小さく頷うなずき、そしてすべての核心を語った。

「あの日、あの瞬間、時空の歪みによって、本来交わるはずのない『世界』が交差してしまったのです。三み柴しば直なお道みち、あなたを中心に」

「なんだよそれ？」

「こういうことです。無数の平行世界のどこかには無自覚な魔術師である三柴直道がいるのです。あるいは滅亡世界の救世主である三柴直道もいます。運命に選ばれし三柴直道もいれば、かの王子の転生体である三柴直道もいるでしょう。そこでは過去と未来に順序はありません。未来が存在をはじめた瞬間に過去が決定されるのです」

「ダメだ、頭がこんがらがってきた」

「あなたは特異点なのです。ありえたかもしれない『三柴直道』の力や立場を部分的に吸収しています。今日、あなたの前に現れた『選択肢』、あれもつまりはそういうことです。あなたが選んだ行動、状況によって世界は変化します。そこで物語は分岐し、べつの物語へ接続されていくのです」

　わけがわからない。

　わかってたまるか。

　しかし。

　わからないけれど……。

　この異常事態の中で、みんなが俺を特別だと語った中で、俺だけは自分がそんなにすごいやつじゃないって知っていた。俺は物語の主人公みたいにかっこよく悪人を倒したり、誰だれかを助けたりできないってちゃんと知っていた。

　なのに、みんなは俺ならできると言った。そんなわけあるはずないのに。

　不思議だったのはみんなが本当にそれを信じてるみたいだったことだ。

　俺には誰だれも噓うそをついているようには見えなかった。

　その答えが──これなのか。

　みんなの主張は正しい。

　でも、みんなが会うはずだったのは俺じゃない。

　どっかにいるかもしれない『三み柴しば直なお道みち』であって、俺じゃない。

「時間を停止させたあれも、どこかの世界の俺ならできるのか」

「おそらくは」

「マジでどうかしてる……」

　どう信じろというんだ？　信じられるわけがない。

　信じられるわけがないのだけれど──。

　でも、今までで一番説得力があるような気もした。

　いや、どうだろ。説得力ってなんだ？　もう、ほんと頭が爆発しちまいそうだ。

　いつの間にか紅茶は冷めていた。

　天井を見あげる。クーラーから流れてくる冷たい風。冷蔵庫の稼働音。

「……俺はどうすればいいんだ」

「現在、ユエは三柴直道と……二〇年後のあなたと連絡がとれない状況にあります」

　ユエに顔を戻す。

「爆発による影響を受けて通信機が破損したものと思われます」

　爆発……たぶん、《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》のシャボン玉爆弾をユエが利用したときのことだ。あれのせいでユエは未来の俺と連絡がとれなくなったのか。

「ですから、あなたに判断を仰ぎたいと思います」

「俺に？」

　ユエは頷うなずいた。

「すべきことは二つです。一つはこの歪ゆがみを正すこと。そして、もう一つは未来をかえること。いずれとも、あなたの協力が不可欠です」

「……そんなこと、俺にできるのか？」

「あなたにしかできません」

「俺にしか……」

「けれど、歪みを正すことにより弊害も生まれるでしょう」

「弊害？」

「魔術師アウトキヤストも覚醒者スリープウオーカーも雪女スノーホワイトも乙姫マーメイドも、みんな消えることになります」

「消える？」

「もとの形に戻ると言いかえましょう。まじりあった『世界』が正しい姿に戻ればそうなります」

　みんながいなくなってしまう。

　ということは……。

「じゃあ、未来をかえたら」

　俺はユエの手の中にある壊れてしまった銃を見やる。

「もちろん、ユエも消えます」

「そんな……」

「そのほうがいいのです。ユエが生まれない世界にしなければ世界の危機は救えません」

　俺は呆ぼう然ぜんとしてユエを見つめていることしかできなかった。

　だって、いくらなんでも、そんな話は一介の高校生には重すぎる。

　俺はどこかにいるかもしれない『主人公』なんかじゃないのだから。

　そこでふっと、ユエはカップを両手でつつみこむようにしながらうつむいた。蒼あお味みをおびた銀髪がさらりと流れ、きれいな顔に影が落ちる。

「ユエは欠陥品です」

　その呟つぶやきは相変わらず淡々としていた。

「ユエは二〇年後の三み柴しば直なお道みちに開発されたアンドロイド──つまりはあなたの娘なのです。あなたは実際にユエを養子として迎えてもくれました。けれど、ユエは……ただのアンドロイドです。人間のようにはふるまえません。どのようにすればあなたを喜ばせられるのか、ユエにはわかりませんでした」

　ユエは赤い瞳ひとみで一点を見つめている。

「そうして、あの大惨事が起こりました。ユエが無事だったのは……理由はわかりません。いつプログラムが暴走するかも不明です。バグはもともと人工知能ＡＩの中に組み込まれているのですから。あなたがあの大惨事を食いとめようとして、食べもせず眠りもせず、ずっと紙の束に計算を書きつけていたのをユエはただ見ていることしかできませんでした。コンピューターは全滅していましたからね、手で書く以外に方法がなかったのです」

　ユエは目を細めた。置いてきた未来を懐かしむように。

「ユエにできることは、あなたの指示に従うことだけ。なのに──」

　ユエが顔をあげて俺を見た。

「ユエは人間のようにはふるまえないから、この時代にきたときも、アンドロイドを名乗るしかありませんでした」

　ユエは最初、『冥葬会ルナリア』がつくった魔術人形と名乗った。『冥葬会ルナリア』の名前を借りたかっただけなら魔術師のふりで十分だ。けれど彼女は魔術人形なのだと言った……。

「本当はもっと早く行動すべきだったのです。《千年魔女》にバレてしまう前に。なのに、それなのに……」

　ユエの赤い瞳ひとみから涙が流れることはない。

　彼女はアンドロイドだから。

　人間のレプリカでしかないから。

　でも、それは泣いているような目だった。

「あなたと、あんなふうにすごせたことはありませんでした。だから、ユエは勘違いをしてしまいました。ずっとこのまま暮らしていけるんじゃないか、なんて」

　思いあがりも甚だしく、とユエは呟つぶやく。

「ユエは欠陥品です。失敗作です。消えたくないなんて……人間になりたいだなんて……泣いたり笑ったりしたいだなんて……あなたから愛されたいだなんて」

　ユエの瞳がかすかに揺らぐ。

「あなたを一人占めしたいだなんて……おこがましい」

「……ユエ」

　ユエは俺から目をそらし、カップの中を見つめる。

　俺たちのあいだに静寂が横たわった。

　時計の針の音が聞こえる。

　俺は一つ深呼吸をした。それから「ユエ」と呼びかける。

「ユエが言っていることを信じる」

　俺はユエを見つめながら告げる。

「でも、一つだけ間違ってる」

「……なんでしょう？」

「ユエは欠陥品なんかじゃない。失敗作なんかじゃない。ぜったいに違う。俺が保証する」

　ユエはまばたきをした。それからほんの少し表情を緩める。

　そう見えた。

「いけませんね、三み柴しば直なお道みち。そんな目で女の子を見たら、みんなあなたを好きになってしまうではありませんか」

「な、なに言ってんだよ。おだてたってなにもでないぞ」

　俺がわたわたしてるうちにユエはもとの無表情に戻った。

　そしてユエは立ちあがる。

「すべてを正せば、あなたは普通の生活に戻ることができます」

　そうしなければなりません、とユエは言った。

「このままでは危険です。ほかの平行世界の能力が暴走をはじめればなにが起こるかわかりません。危険なのはあなただけではないのです。あなたの大切なひとが傷つくかもしれません」

　脳裏に、ありすの顔が浮かぶ。

　スズランや麻ま乃のや人にん魚ぎよの顔も。

　そして、俺の前にいるユエも。

「さあ、三み柴しば直なお道みち。選んでください」

　ユエが細い手を俺に差しだす。

「すべてはあなた次第なのです」

　俺は──。
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「……あれ？」

　俺はもわっとした熱気のこもる部屋で目を覚ました。

「なんだよ、夢かよ」

　俺は額の汗を拭ぬぐう。

　あーびっくりした。だよな、あんなの夢に決まって……。

「ん？」

　そこは、いつもどおりの俺の部屋だった。本棚、勉強机、クローゼット。ありすが正月に書き初めをした「疾風怒ど濤とう」の文字はいつの間にか「焼肉定食」にかわっている。なぜこの言葉がチョイスされたのかはまったくもって不明だ。小学生のときに修学旅行で買った白木の木刀は、そろそろ片づけるべきか否か。いや、もうちょっと置いておこう。かっこいいし。

　カーテンの隙すき間まから夏の太陽が顔を覗のぞかせている。

　でもって俺の目の前には謎なぞの文字が浮かんだまま。

「なんでだ……」

　夢じゃなかったのかよ。なんだかこんなのばっかりだ……。

　ベッドの上であぐらをかき、俺は文字が浮かんでいるあたりを手でふり払ってみた。当然のごとく文字はそこにありつづける。頭を大きくふってもみた。文字も一緒になってくっついてくる。

　その文字はどう見ても選択肢である。

「選択肢って」

　なんだかおかしい。

　明らかに異常だ。

「なんなんだよ……？」

　呟つぶやいたそのときだった。

「お目覚めですか？」

　声がして、俺はそちらに目を向ける。

　いつの間に現れたのか、そこには──。

「ユエ!?」

　驚きのあまり俺はベッドから転がり落ちてしまった。が、すぐさま起きあがり、かの武む天てん老ろう師しが生みだした亀かめ仙せん流りゆうのかまえをとる。

　自称、未来からやってきた俺の娘──ユエ。

　左目に眼帯をし、赤い右目で俺をじっと見ている。

　彼女はいつものゴスロリワンピではなくて、うちの高校の女子の制服を着ていた。普通ならゴスロリ服のほうこそコスプレちっくなはずなのに、普通に高校の制服を着ている状態のほうが逆にコスプレっぽいってのが妙な感じである。

　などということはこの際どうでもいい。

「なんで俺の部屋にいる!?」

　重要なのはこちらだ。

　ユエは俺を連れていくことに失敗したあと姿をくらましたのに……。

「どうやって入ったんだよ？」

「カギを」

「あ、ピッキングだな？」

　そう言えば、人にん魚ぎよもピッキングで勝手にロックを解除していた。そろそろカギをかえたほうがいいのかも。

「持っていなかったので、窓をわって侵入しました」

「なお悪いわ！」

「心配は無用です。ガラスの破片はきれいに掃除しました」

　表情一つかえず、のっぺりとした口調でユエは言った。

「裸足はだしで踏んだりしたら危険なのでガムテープでぺたぺたしておきました」

「丁寧ですね！　でも、そんな心配はしていない！」

「冗談はさておきです」

「勝手に仕切りなおすなよ。家宅侵入は犯罪だぞ。ってか、どっから冗談だったの？」

「窓はわっていません」

「……そうか」

　ちょっと安心する。あくまでもちょっとだけど。

「合いカギがありますので」

「いつの間につくった！」

「ユエの辞書に『不可能』の文字はありません」

「不可能でなくてもやっちゃいけないことはあるんだ」

「あと『自重』の文字もありません」

「開き直っただと!?」

　ユエは赤い瞳ひとみで静かに俺を見つめている。相変わらず、くすりとも笑わない。

　俺はがりがりと頭をかく。朝からペースを乱されまくりである。

「で、なにしにきたんだよ？」

　俺は問いかけながらも、これはチャンスだとも思った。

　俺もユエに話があったからだ。

　制服姿のユエを前にして、俺の頭の中に半年前の光景が浮かんでくる。

　半年前の大晦日一二月三一日に、俺はユエと会っている。

　いいや、あれは会っている、なんて生やさしいものじゃなかった。俺はユエに襲われているのだ。おかしな形をした拳けん銃じゆうを突きつけられ、そして──。

「今日は三み柴しば直なお道みちにこれを届けにきたのです」

　ユエが四次元ポケット的に、どこかからとりだしたもの、それは──。

「なんで抱き枕まくらなんだよ！」

　抱き枕だった。

　見み紛まがうことなき抱き枕であった。

　いきなりすぎて、どうしていいのかわからない。

「これはただの抱き枕ではありません」

　ユエはずんずんと俺の前までやってきて、ぐいーっと抱き枕を突きだしてきた。

　そこにはユエの写真がプリントされている。

「お手製キター！」

「表は制服姿のユエです」

　どっちが表でどっちが裏なのかは知らないが、俺に見えている側は、高校の制服姿のユエの写真だった。俺の知っているユエはどっちかと言うと無表情で、動じないこと山のごとしって感じなのだけれど、プリントされている写真のユエはベッドに押し倒された、みたいな格好をして頰ほおを赤らめている。スカートがかすかにめくれていて、下着が見えそうだった。でも、ギリギリで見えない、という絶妙さだ。

　ということは、裏はもっとすごいことに……。

「そして裏は──」

　ユエは、ぺろん、と抱き枕を裏がえす。

「マッチョガイの肉体と三柴直道の顔を合成した写真です」

「気持ち悪いよ！」

　俺は全力で声を荒らげた。

「なんで俺が俺の写真と添い寝しなきゃならないんだよ！」

「それはつまり、三柴直道はユエのエッチな写真と添い寝したかったということでしょうか？」

「あ、いや……」

　ごにょごにょ。

　ユエの持っている抱き枕には小麦色の肌で、むきむきの筋肉をした俺の写真がでかでかとプリントされていた。黒いブーメランパンツを穿はいている。うへぇ……。

「もう、なんなの？　なにがしたいわけ？」

「ひと笑いほしかっただけです」

　ユエはぽいっと抱き枕まくらをほうり投げた。

「それ、頼むから持って帰ってくれ」

　俺はため息を吐きだし、それから声の調子をあらためる。

　ここからはちょっとまじめな話をしたいからだ。

「それよりも、ユエ」

「なんでしょう？」

　姿を消したユエをさがすのは俺にはむずかしい。でも、ユエのほうから俺に接触してきたのだから、このチャンスを逃す手はない。

「ユエは前に言ったよな？　俺の身に起こってることを、ぜんぶ説明できるって」

「できます」

　ユエはこくりと頷うなずいた。蒼あお味みをおびた銀髪とリボンが揺れる。

「なら、このおかしなのも」

　俺は目の前の選択肢を指さした。

　目が覚めてから、それはずっと俺の前にありつづけている。

「なんなのか知ってるんだよな？」

　ユエはまた首を縦にふった。ユエにも選択肢は見えているらしい。つまりはこれも俺の身に起こっている謎なぞの事件の一つってことだ。

「なあ、本当にどうなってるんだ？　おかしな夢でも見てるのか？　あ、いや、もしかしてここって代理世界サイコソーシヤルだか架空領域イマジナリーフイールドだとか、そういうところなのか？」

「いいえ。すべて、ただの現実です。夢でもありません」

「ただの現実……」

「あなたはすべてを経験しているのです」

「わけわからなすぎて頭が変になりそうだ……」

　ユエは一つまばたきをした。それから白い手をさっとあげ、俺に突きつける。

「三み柴しば直なお道みち、あなたには真実を知る権利があります」

　その声はとても淡々としていた。

「同時に、知ることを拒否する権利もあると言っていいでしょう」

「俺の頭でもわかるように説明してくれ」

「あなたに選ばせてあげます」

「選ぶって……」

　俺は目の前の選択肢を見つめた。

　そこで、あっ、と思う。





　今日は細ささめ雪ゆき麻ま乃のとすごす→〔ふりかえれば浴衣美人〕へ

　今日は姫ひめ宮みや人にん魚ぎよとすごす→〔Ｇショック〕へ

　今日は一いち条じようありすとすごす→〔アリス・イン・サマーワールド〕へ

　今日はスズランとすごす→〔白衣の天使が舞いおりて〕へ




　ユエに真相を問いただす→〔おいでませ、けだものの森へ〕へ






　一つ選択肢が増えていた。

　さっきまでは四択だったはずなのに、今は五択になっている。

　五つ目の選択肢は、ほかの四つとちょっと違う雰囲気だ。

　真相を問いただす……。

「すべてはあなた次第。さあ、どれを選びますか、三み柴しば直なお道みち？」

　ユエが平べったい口調で俺に問いかけた。

　俺は──。
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「上映開始時間までちょっと余裕があるな」

「そうですわね」

　映画のチケットは購入したけれど、まだ四〇分ほど待たなければならない。ちょっと中途半端な時間ができてしまった。

「どっか近くをぶらぶらする？」

「ええ、でも、あの……」

　麻ま乃のは申しわけなさそうに顔を伏せた。

「どうかした？」

「本当に嬉うれしいのですけれど、ちょっと今、その……暑くて」

　言われて麻乃の顔を見れば、額にはうっすらと汗が浮かんでいた。巾きん着ちやくからとりだしたハンドタオルでぽんぽんと叩たたくようにして拭ぬぐっている。心なしか頰ほおも上気しているようだ。麻乃は体質的に暑さに弱い。

「そりゃまずいな」

「いえ、だいじょうぶといえばだいじょうぶなのですけれど」

「無理はしないほうがいいだろ」

「でも、『辛つらい』という字と『幸い』という字はとてもよく似ているのですわ」

「うん、なんの話をしている？」

「ちょっと辛いくらいが幸せと言いましょうか」

　はぁはぁ、と浅い呼吸をくりかえしながら麻乃は言った。

「いやいやいや、がまんしすぎて倒れたりしたら台無しじゃないか」

「それは確かにそうですわね、せっかくの直なお道みちさまとの……デート、ですのに」

　ちょっと恥ずかしそうに麻乃はその単語を口にする。

　デート。

　そう、俺たちはデートをしているわけだ。こんなところを麻乃の親衛隊フアンクラブの隊員メンバーに見られでもしたら、俺の命があやういな。

「ああ、でも、せっかくのデートなのに倒れてお預けという展開も悲惨すぎて、それはそれでよい思い出に……」

「よし、どっかで休もう！」

　俺はあたりを見まわした。向かいのとおりにカフェ＆レストランを発見する。

「あそこで冷たいものでも頼んで涼もう」

「……すみません」

「謝るなっての」

　二人で並んで信号をわたり、お店に入る。まだお昼には少し早い時間だったけれど、店内はこみあっているようだった。静かなピアノ曲が流れている。

　二名であることを告げると、禁煙席に案内してもらえた。お水を持ってきてくれたウェイトレスのお姉さんに麻ま乃のはチョコレートパフェを、俺はクリームソーダを注文する。

「お店の中、けっこう涼しいけど、気分はどう？」

「ええ、もう平気です。ご心配をおかけしましたわ」

　麻乃の顔色は雪のような白さに戻っていた。

「そっか、よかった」

　俺は安あん堵どの息をつく。

　ほどなくして注文したものが運ばれてきた。

「そういやさ、夏休みの宿題って手つけてる？」

　クリームソーダのアイスの部分をスプーンですくいながら俺は訊たずねた。

「もう終わりましたわ」

　麻乃も細長いスプーンでチョコレートソースのかかったアイスを口に運ぶ。

「ぱーどぅん？」

　もう一度お願いします。

「終わりましたけど」

「もう終わっているだと？」

　数学のプリントと英語の小論文のテキストはかなりの分量だったと記憶しているし、読書感想文やら古文の問題集、世界史の演習プリントなど目がまわりそうなほどの宿題がだされたというのに、それがもう終わっている？

「夏休み前には終わらせましたわ」

「夏休みの宿題なのに？」

「ええ」

「数学の先生、誰だれだっけ？」

「小こ島じま先生ですわ」

「うちのクラスと一緒だ」

　なら、だされた宿題も同じはずだ。

「頼む、写させてくれ」

　ぺちん、と手をあわせて麻乃を拝む。

「いけませんわ、直なお道みちさま。ズルは、めっ、ですわよ」

　幼い子供に言うみたいに叱しかられた。ぴっと鼻の頭をつつかれる。

「まじめか」

　つつかれた鼻の頭をさすりながら俺は言った。

「でも、直なお道みちさまにわからないところがあるのでしたら、二人きりでお勉強会をいたしましょう。二人きりで、ですわよ。わたくしがいろいろと教えて差しあげますわ。それはもういろいろなことを」

「あー、それ、ほんとに頼むことになるかも」

『二人きり』と『いろいろなこと』を強調したところが若干気がかりだが。

「わかりましたわ、わたくし勝負下着で臨みます」

「いや、そういうのはいいから」

「なるほど。下着など身につけるな、ということですわね。さすがは直道さまですわ」

「どこをどう聞いたらそうなるんだよ」

「いいでしょう、望むところです」

　ぐにっと麻ま乃のはこぶしを握り締めた。でも、すぐにもじもじしだす。

「すべての宿題が終わったあかつきには、わたくしの連立方程式も解かせて差しあげますわね。わたくしのＸに直道さまを代入するのですわ……♡」

「なんかいやらしいよ！　って、まあ、もう、なんでもいいや」

　いちいちつっこんでたら疲れるだけだ。ずびずびとストローでソーダを飲んだ。

　そのとき、ふと俺は気づいた。

　麻乃のくちびるの左上あたりにチョコレートソースがついていることに。

　どうやら麻乃はそのことに気づいていないらしい。

「なあ、麻乃」

　と、呼びかける。

「はい」

「口のとこだけど、チョコついてるぞ」

　女の子だし、こういうのは気にするだろうと思い、俺は自分のくちびるを指さしながら教えてあげた。

「まあ、恥ずかしいですわ。どこですの？」

　麻乃はくちびるの右側に触れた。

「いや、そっちじゃなくて、反対」

　麻乃はちろりとくちびるを舐なめたけれど、それではとれなかった。

「そこじゃなくて、ここ」

　仕方がないので、俺は身を乗りだして、指でそっとチョコレートを拭ぬぐってあげる。

　そうしてから、俺はその場で固まった。

　俺は今なにをした？

　思わず人差し指で拭ってしまったけれど、冷静に考えれば紙ナプキンでとってあげるべきだったのではないか。これでは少女まんがのワンシーンみたいじゃないか。

　俺の指には麻ま乃ののくちびるについていたチョコレートがある。

　これをどうするべきか？

　顔をあげると、麻乃は俺を見つめていた。

　ええっと……。





　舐なめる→〔ありえないってばよ〕へ

　あらためて紙ナプキンを使う→〔かぷっ〕へ








隠し味はラブ






「ああ、それじゃあ、飲み物がほしいかな。実はのどがカラカラなんだ」

　暑い中、自転車を飛ばしてきたのでいっぱい汗をかいた。飲み物があるとありがたいところだ。

「おおっと、気が利かなくて申し訳ない。口移しで飲ませればいいんだなっ」

「とびきりの笑顔でなにを言ってんだよ」

「では、ほかにどうしろと……」

「コップに入れてもらえればそれで」

「それでは普通すぎるではないか。遊び心がたりない」

「そういうのはいらないから」

　人にん魚ぎよは不満そうな顔をしながらも立ちあがって冷蔵庫をあけた。

「レモンの蜂はち蜜みつ漬けがあるからレモネードをつくってあげるよ」

「あ、それうまそうだな」

「少し待っていてくれ。そのあいだにシャワーを浴びてくるといい」

　シャワーという単語に俺はちょっと身構えた。初対面のときのことを思いだしてしまったからだ。ちょっとしたトラウマである。

　俺の不安を察したのか人にん魚ぎよが俺に笑いかけてくる。

「だいじょうぶだよ、覗のぞいたりしないから」

「いまいち信用に欠ける」

「むう」

　人魚は芝居がかった様子で頰ほおを膨らませた。

「覗く必要などないのだ。隠しカメラをすでに仕掛けてあるからな」

「ぜったいに入らない！」

「冗談だよ、冗談」

「……本当だな？」

「モチロンダトモ」

　すいっと人魚は視線をそらした。

「俺の目を見て言えよ！」

「ジョークだってば。隠しカメラはない。覗きもしないよ」

　人魚は笑っているけれど、どうも不安である。っていうか、俺の裸なんか見て、なにが楽しいというのだ。理解不能だ。

　でも、汗をかいたのでシャワーを借りられるならありがたいといえばありがたい。一人暮らしの女の子の部屋でシャワーを借りるというのはちょっと気がひけるところなのだけど。

　うーん。

「本当になにもしないだろうな？」

「王子さまは恥ずかしがり屋さんだなあ。ふふ、そこも萌もえるのだけれど」

　一応、人魚を信じることにしてシャワーを借りた。

　かなり警戒したのだけれど、人魚が強行突入してくることはなかった。

　ホッとしたような、少し寂しかったような……。

　いや、これでいいのだ。うんうん。

　汗を流してから脱衣所に戻ると、タオルと着替えが用意してあった。

　ありがたく使わせてもらう。タオルはふかふかだった。

　着替えのほうは人魚の服のサイズなんてぜったいにあうはずがないと思ったのだけれど、なぜか俺にぴったりのサイズだった。ちょっとかわったデザインのＴシャツだ。ティーカップの取っ手の部分みたいな模様が右側だけにちょこんとある。中途半端な模様だなと思ったけど、まあ、借りている身分なのでどうこう言うまい。

「シャワーありがとう」

　脱衣所をでると、室内に甘い香りが漂っていた。

「うまそうなにおいだな」

「ホットケーキを焼いてたところだ。すぐ焼けるから待っててくれ」

「なんか悪いな」

「お礼だよ、お礼」

「実は小腹もすいてきてたところなんだ」

「それはよかった」

　人にん魚ぎよがホットケーキをひっくりかえしてから、こちらをふりむく。

「あ、そのＴシャツ着てくれたんだね」

「ああ、うん」

「サイズは？」

「ちょうどだった」

「よかったー」

　そこで気づいたのだけれど、人魚も同じＴシャツに着替えていた。

　つまりペアルックというやつになっていたわけだ。

　人魚がてちてちと俺に近づいてくる。そうして俺の手首をつかむと、姿見の前にひっぱっていった。そうしてから、ぴたっと俺の右側に寄り添ってくる。人魚はちょっと背伸びをしていた。

「な、おい。いきなりなにを……」

「王子さま、ちょっとしゃがんで」

「しゃがむ？　なんで？」

「いいから、いいから」

　人魚に急せかされ、軽く膝ひざを折った。

「ほら、見て見て、王子さま！」

　人魚は鏡を指さした。

「あ」

　それを確認して俺ははじめてＴシャツのデザインの意味がわかった。二人のＴシャツをくっつけるとティーカップの取っ手みたいなデザインがあわさって「♡」の形になるのだ。

　なんという恥ずかしい代物だろうか。このままでは外にでられない。

　人魚が俺を見あげて、ちょっとだけ恥ずかしそうに笑う。

「一緒に着てみたかったのだ」

　ぐいっと人魚がからだを寄せてくる。人魚の体温を強く意識させられた。ふにっと柔らかいものが触れているし。

「……ん？」

　なんだ、この柔らかさは？

　あ、あれ？

　この感触、もしかして……。

　俺は思わず、人にん魚ぎよが着ているペアのＴシャツの胸元に目をやってしまった。

　人魚のやつ、ブラをしていないのでは……。

「もう、王子さまったら、どこを見ているんだい？」

　人魚がいたずらめいた視線を向けてくる。

「あ、いや、その……」

　ノーブラですよね、なんて訊きけるはずない。

「ちなみに、家にいるときはノーブラだ」

　やっぱりね！

「ここで豆知識！」

　人魚がいきなり声をあげる。

「女性の胸を揉もむと大きくなるという俗説があるけれどあれは噓うそ、というのは噓である」

「え、どっち？」

　頭が混乱した。二重否定とかわかりにくいな。

「おっぱいは脂肪だからマッサージと一緒で揉みすぎると脂肪が燃焼しやすくなって瘦やせてしまうという説があるんだ。でもそれは揉み方の問題であって、好きなひとに優しく揉んでもらえたら女性ホルモンが分泌されて大きくなるらしい」

「そ、そうなのか」












　って、俺もなにまじめに聞いてんだ。

「うん。だからね」

　人にん魚ぎよは胸の下あたりで腕を交差させ、前のめりの体勢になった。

「王子さまになら揉もませてあげるよ？」

　ぐはっ。

　あやうく吐血し、出血多量で絶命するところだった。

「な、なな、な、なに言ってんだよ。からかうなよ」

「ふふふ、顔が真っ赤だね、王子さま」

「当たり前だ」

「でも、王子さまになら触られても嫌じゃない……よ？」

　人魚が上目づかいにまばたきをする。

　それがあんまりにもかわいくて──……って、いやいやいや、落ちつけ俺。冷静になれ、冷静に。冷静と情熱のあいだを模索しろ。そうだ。こういうときはフィボナッチ数列を数えて心を落ちつけるべし！　いち、いち、にい、さん、ごー、はち、じゅーさん、にじゅーいち、さんじゅーよん、ごじゅーご……落ちつくはずがねえ。

　人魚はまだ俺を見つめている。

　な、なんだこの空気。

　やばい。よくわからないけれど、やばいとしか言いようがない。

　誰だれか助けてくれ！

　という俺の願いが天に届いたのかどうかは知らないが、さっきまで部屋の中はいいにおいが漂っていたのに、そこに焦げくささがまじりはじめた。

　人魚もそれに気づいて叫ぶ。

「うわああ、しまった」

　ホットケーキを火にかけたままだったわけだ。

　人魚は慌ててキッチンのほうへ駆け戻っていった。




　レモネードと三段重ねのふかふかのホットケーキが俺の前に置かれた。三段のうちの一段はちょっと黒いけど、まあ、食べられないことはないだろう。バターとたっぷりのメープルシロップがかけてある。

「うまそうだ」

　まずはレモネードを味わうことにする。グラスに口をつけたとたんに、レモンのほどよい酸味と甘さが口の中に広がる。

「あ、すごいうまい」

「よかった」

　ごくごくと、あっという間に飲みきってしまった。

「もう一杯どうぞ」

　人にん魚ぎよはにっこりと笑い、ピッチャーからグラスに注いでくれた。

「サンキュ」

　つづいてホットケーキにナイフを入れる。

　ぱくり。

「苦くないか？」

　人魚が少し心配そうな顔をしている。

「いや、ぜんぜん。おいしいよ」

　お世辞ではなく、本当においしかった。

「これ、すごいふわふわだな」

　ホットケーキミックスのパッケージにあるみたいに分厚い。子供のころの夢を具現化したようなホットケーキであった。

「生地をまぜすぎないのと、ヨーグルトを入れるのがポイントだね」

「へえ」

「それからちょびっと」

　少しだけあいだを置き、

「大好きなひとのことを考えながらつくる」

「……は、恥ずかしいことを言うやつめ」

「えへへ～」

　俺は照れ隠しに大きく口をあけてめいっぱいホットケーキを頰ほお張ばった。

　人魚はテーブルに肘ひじをつき、頰を手のひらに乗せる。もぐもぐとホットケーキを頰張る俺を笑顔のまま眺めていた。

　実に恥ずかしい。

「……えっと、あれだ、人魚は料理がじょうずなんだな」

　ちょっと焦がしたけど。そういえば前にサンドイッチをごちそうになったこともあった。ホットケーキもサンドイッチもどちらも、誰だれでも簡単にできるものではある。でも、だからこそ料理が得意なひとがつくると一味違うのだ。

「えへへ、嬉うれしいな」

　人魚は笑みを浮かべたままつづける。

「なんだかすごく幸せだ。王子さまに手料理をふるまったり、それを喜んでもらえたり。こんな幸せがずっとつづくといいな」

　彼女は優しい目で俺を見あげていた。

「物語のお姫さまが王子さまと結ばれて、めでたしめでたしって終わるみたいに、ずっと幸せでいられたらいいのに」

「な、なんだよ、それ。大げさだな」

　冗談めかして笑おうとしたのに、どういうわけかうまく笑えなかった。

　人にん魚ぎよが遠慮がちに手を伸ばしてくる。指先が俺の手に触れた。

「あのね、王子さま」

　囁ささやくように俺に呼びかけてくる。

　人魚は一度目を伏せた。薄桃色の毛先が遊ぶ。

「こんなぼくでもね、不安に思うこともあるんだよ？」

　ゆっくりと人魚は顔をあげる。うるんだような瞳ひとみが俺をとらえる。

「王子さまはぼくを選んでくれるだろうかって？」

「……人魚」

「ねえ、王子さま」

　それだけ言って、人魚はまぶたを閉じた。

　まるでキスをねだるみたいに。

　そうと気づいて、

　心臓がどくんと大きくはねあがる。

　小さな貝のような人魚のくちびるから目がはなせなくなる。

　はっきり言って人魚はめちゃくちゃかわいい。楽しいし、料理もこんなにじょうずだ。

　そんな子に好かれているのだから俺は幸運だ。

　けれど、俺は……俺は──。

「……あ、あれ？」

　人魚の顔がぐんにゃりと歪ゆがむ。

　いや、人魚だけじゃない。目に映るすべてのものに焦点が定まらない。

「王子さま？」

「な……なんら？」

　ろれつもまわらない。からだが重たい。

「あ！」

　人魚が突然大声をあげる。

「しまった、くせで睡眠薬を！」

　なにしてくれてんの？

「違う、こんなつもりじゃ──」

　そういや、人魚は常習犯じゃないか。人魚からは食べ物も飲み物も受けとってはいけないんだった……。

「うわーん、王子さま、今いいとこだったのに、寝ちゃダメ！」

　人にん魚ぎよが俺の胸ぐらをつかんでがくがく揺さぶる。

　でも、からだ中の力が抜ける。

「ああ、なんか、もう、ダメぽ」





　〔ここはどこだ？〕へ








ヘッドバット






　俺は急いでありすと二人組のあいだにわりこんだ。

「な、直なお道みち？」

　うしろでありすが困惑した声をあげる。

「ああ、なんだ、おまえ？」

　金髪ロン毛が俺を睨にらみつけながら、ねっとりとした嫌な口調で言う。

「邪魔すんじゃねえよ」

　ボウズ頭も声をあげた。怖がらせるためになのか顔を近づけてくる。生ぬるい息がかかって気持ちが悪い。

　こんな状況だけど、俺は内心、ほっとしていた。

　よかった。なんとか間にあった、と。

　ありすがこのチンピラ二人組にからまれているのを見た瞬間に、俺はある危き惧ぐを抱いたのだ。つまり、ありすがこの二人をボコボコにしてしまうのではないかと心配したわけである。

　夏休み中に暴行事件とか、よろしくない。一いち条じよう家のリアルメイドさんである南みなみ奈な美みさんにもぜったい怒られる。あのひと、お嬢さま命だし。

「いや、すいません、すいません。俺ら向こういくんで」

　こんなのとかかわりあいになりたくない。さっさとこの場をはなれようと思った。

「ざけんな」

「あ」

　ボウズ頭が俺の持っているカレーの容器を乱暴に叩たたき落とした。中身がこぼれて食べられなくなってしまう。もったいない。

「なに勝手に話すすめてんだよ。舐なめてんのか、おら？」

　そいつの荒らげた声で周囲のお客さんもこの異常事態に気づいたらしい。ざわざわしはじめる。誰だれか警備のひとを呼んできてくれないかな。

「なに見てんだ？」

　金髪ロン毛が近くのテーブルを蹴けった。中学生くらいの女の子たちが悲鳴をあげる。俺もびくりとした。

「ちょっとあんたね、やめなさいよ！」

　ありすが肩をいからせ、前にでようとする。俺はありすの手首を強くつかんで、それを許さなかった。

「ほ、ほかのひとにも迷惑になるんで、そういうのやめてもらえませんか」

　油断したら声が震えて、ちゃんとしゃべれなくなりそうだった。

　でも、なんとか耐える。腹に力を入れて俺はその場に立ちつづける。

「迷惑なら俺たちがかけられてるっつーんだよ。この女のせいで、俺らのチームは解散させられたんだからよ」

「……チーム？」

　なんの話だ？

　俺の疑問に答えるようにありすが言う。

「こいつら、哭こつ禍か団だんとかっていう暴走族グループの一員だったの。あぶないし、邪魔だったから一年前くらいに解散させたんだけど、なんか逆恨みしてて」

　暴走族を解散させたって、俺の幼なじみは相変わらず、すごいことをやっている。

「おい、てめえら、ちょっとこいよ」

　さすがにひとの目を集めすぎているからか、二人組はありすと俺をべつの場所に連れていこうとする。もちろん、ついていく気などさらさらない。

「こいっつってんだろ！」

　ボウズ頭がありすの上着をぐいっとひっぱった。

「いやいやいや、暴力はよくないって言うか……」

　俺はそいつの胸を押してありすからひきはなそうとする。

「触んな！」

　ボウズ頭が俺を押しかえした。

　でも、俺も必死でありすとそいつのあいだにわりこむ。

「そっちこそ手をはなしてください」

「てめえ、ざけてんのか」

　ボウズ頭は、ありすから手をはなすかわりに俺の髪の毛をわしづかみにする。

「──いっ」

　強くひっぱられて痛い。

「直なお道みちから手をはなしなさいよ！」

　ありすが怒鳴った。かなり怒ってる声だ。ぶっちゃけ、ありすならこいつらなんて瞬殺なんじゃないかと思う。だけど、それはそれでかなりまずい展開なのだ。

「やめろ、ありす」

　ボウズ頭がぐいと両手で俺の頭を固定した。

　って、おいおい、完全に頭突きヘツドバツトの体勢じゃないか。

「直道！」

　やばいやばいやばい。ピンチだし、俺。

　ふと、俺の脳裏に《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》に襲われたときのことがよぎった。あのときみたいに、あの一時停止能力が発動しないものかと期待する。

　しなかった。

　マジで使えないな、俺はっ！

　次の瞬間、顔面にがつんとした痛みが走って──。





　　　　○　　○






「うおっ!?」

　俺はその場で飛び起きる。

「あ、直道！」

　ありすがぐいっと顔を近づけてくる。蝶ちようの飾りがついた水着に上着を羽織っているだけの格好をしていた。

「目が覚めたんだ。よかった」

　へんなりと眉まゆを垂れさげて安あん堵どの息をついている。

「顔、痛くない？」

「顔……」

　言われてみれば痛い気がする。鼻に触れてみた。ガーゼみたいなのが貼はってある。下は濡ぬれた海パンのままだったけど、一応上着を着せられている。ありすが着せてくれたのだろうか。

「あー、よくわからん。あれからどうなった？」

「直なお道みちは鼻血だしちゃって、それで貧血みたいになって倒れちゃったの。ここ、医務室」

　言われて見まわしてみれば、そこは室内で、俺は簡易ベッドの上に寝かされていた。学校の保健室にちょっと似ている部屋だ。敷いてあるマットはビニールかなにかの素材になっている。濡ぬれてもいいようにということなのだろう。

　部屋の端っこで扇風機が首をふっている。

　部屋にはありすと俺しかいないようだ。

　ありすはベッドの横に置かれたまるい椅い子すに座っている。

「えっと、あいつらは？」

　ありすは一瞬目をそらし、それから笑顔をつくりなおした。

「心を入れかえて、その後は村人たちと仲よく暮らしましたとさ。めでたし、めでたし」

「ボコボコにしたんだな……」

　俺は右手で顔を覆う。鼻に触れてしまって少し痛かった。

「し、してないわよ」

　ありすはわたわたと手で宙をひっかく。

「後遺症とか残してないだろうな」

　ありすは頰ほおを膨らませて、むすっとくちびるをとがらせた。

「……だ、だって、直道に怪け我がさせたのよ？　許せないじゃない」

　ふてくされたみたいにそう言う。

「あれでも生ぬるいわ。もっと、こう、ぎったんぎったんに……」

　ありすは指をわきわきさせた。

　医務室の窓はあいていて、外からセミの合唱とひとびとの笑い声が入ってくる。風が吹いてカーテンが揺れる。

「そっか、サンキュ」

　俺はありすのふわふわの髪にぽんと手を乗せた。

「やっぱ、おまえはすごいよな。さすがは無敵のヒーローありすちゃん」

　ありすに微笑ほほえみかける。

「それにくらべて俺は情けないことこの上ないな。かっこわる」

　頭突きヘツドバツトを食らって鼻血だして気絶とか、使えないにもほどがある。今もガーゼで鼻を覆われているとか、無様極まりないし。

　そこで突然、

「そんなことない！」

　ありすが大声をだした。

　思いのほか強い口調だったので、俺はありすの顔をまじまじと見てしまった。

　自分でも驚いたのか、ありすは俺から目をそらし、自分の膝ひざのあたりをじっと見つめている。

「……あたしを助けようとして直なお道みちが飛びだしてきたとき、あたし、嬉うれしかったし」

　うつむいたままで、ありすはつづけた。

「向こうは二人がかりだったのに、ぜったい怖いはずだったのに、直道、ちゃんとしてて、だから、あたしは直道のこと、その、すごくかっこいいと思った」

　ありすは一度、くちびるをひき結び、それからつけたす。

「あの場で最後まで手をださなかった直道が一番かっこよかった」

　ありすが顔をあげる。その頰ほおに赤みが差していた。大きくて澄んだ目が俺をまっすぐとらえている。

　心臓が、一つ大きくはねた。

　吸血鬼が心臓に杭くいをぶっ刺されるときって、こんななのだろうか？

　なんだこれ。なんか変だぞ。どうかしてる。

　俺はありすから目をそらすことができなくなる。

　ありすも俺をじっと見つめている。

　さっきまで聞こえていたはずのセミの鳴き声とか、ひとびとの笑い声とかも遠くなる。

　ありすが右手の人差し指でちょんとガーゼが貼はられている俺の鼻に触れた。

「なんかね、最近ね、直なお道みちと一緒にいる時間、ちょっとへってるし、だからね、あのね、今日はね……すっごく楽しいよ」

　たどたどしく口にし、ありすはにこっと笑う。

「今日だけ、直道はあたしのもの……なんちゃって。えへへ」

　俺はありすの笑顔に動揺した。まるで心臓に直接、触れられたみたいな感じ。

　口の中がからからに乾いて、昼ごはんも食べてないからめちゃくちゃ空腹で、額から汗がだらだら流れて、でも、そんなのどうでもよくて、俺は──。





　ありすの手をそっと握る→〔キス・ミー・テンダー〕へ

　落ちつけ、まずは深呼吸だ→〔なんて柔らかな……〕へ








はじめてのちゅー






「うに……？　お兄ちゃん、起きたんだね」

　スズランがナースの格好のまま、俺のベッドにもぐりこんで……っていうか俺にしがみついていた。胸が俺の腕に当たっている。控えめだけれど、ちゃんとある。

「いけない、スズも寝ちゃった」

　スズランがごしごしとまぶたをこすった。ふぁああ、とあくびをこぼす。ナースキャップはさすがにはずしたみたいで、いつもの髪形に戻っていた。

「いや、つーか、なんで俺のベッドに？」

　スズランはくにっと首を傾かしげる。三つ編みがぷらーんとブランコみたいに揺れた。

「えっとね、熱あるときはいっぱい汗かいたほうがいいんだよ？　だからスズね、お兄ちゃんに抱きついてたの」

　湯たんぽみたいなものか。

　言ってみればスズたんぽだ。なんかかわいいな、スズたんぽ。

　冬なら確かに抱いて寝たい。

　が、今は夏だから湯たんぽの季節じゃない。なにもしていなくても暑いくらいだ。

　もっとも、今はからだが不調で、すごく熱いのに同時にやたらと寒気もする。

「どう、お兄ちゃん、熱さがった？」

　スズランが両手で俺の頰ほおをつつみこむ。スズランの手は柔らかくて、すごくあったかかった。

「んー、まだちょっと高いかな」

　そのまま、スズランは俺の頰をむにむにする。

　ぎゅむり。

「ブルドッグ」

「やめれ」

　スズランはぴたりと手をとめる。でも、手は俺の頰に添えられたままだったので、見つめあうような形になった。

　スズランは黙って俺を見つめている。

　こうしていると、なんだか照れくさいのだけど。

「……スズ？」

　と。

　いきなりスズランが俺に抱きついてきた。今の俺は絶望的なまでに非力なので、小柄なスズラン相手でも簡単にその場に倒されてしまう。

「お、おいっ、スズっ!?」

　声が裏がえる。スズランは俺の背中に手をまわして、ぎゅううっとホールドする。俺の胸にスズランの頰がくっついてむにゅっとつぶれていた。

「おいってば」

　兄妹きようだいという設定ではあるけれど、俺たちは本当の兄妹なわけではない。

　そして、スズランはとびきりかわいい女の子なのだ。

　こんなにひっつかれてしまうと、あちこちに柔らかいものが触れて……。

　いやいやいや、ダメだっての。しっかりしろよ、俺の理性。

　俺はスズランをはがそうと試みる。

　でも、力がまるで入らなかった。節々に鉛でも仕込まれたみたいにからだが重い。

「スズ、頼む、はなしてくれ」

　スズランは俺の胸に顔を押しつけたまま首を横にふった。

「いや、でも、さすがにこの状況は……」

　そのときだ。

「お兄ちゃん」

　スズランが、そっと顔をあげる。

　そのせいで俺たちの顔は急接近した。

　スズランからは甘い花のような香りがする。

　そう、まるで鈴すず蘭らんの花みたいな……。

　スズランの大きな瞳ひとみが俺をとらえていた。その目はかすかに潤んでいる。スズランの頰ほおが少し赤い。

「お兄ちゃん、苦しい……よね？」

「そ、そりゃ、まあ、風邪ひいてるから」

「……そうだよね」

　スズランは一度目を伏せる。でも、すぐにまた俺を見あげた。

「あのね」

　スズランは遠慮がちに口を開く。

「スズ、悪い子なの」

「……どうした、急に？　スズはいい子だよ」

　俺はスズランに告げる。

「俺のことをすごく心配してくれて、あれこれ世話もしてくれてるじゃないか」

　まあ、今は俺を押し倒したりしてるけど。

「ううん、スズ、悪い子なの」

　スズランは小さく首を横にふる。

「だってね」

　そこまで呟つぶやき、そこでスズランは口をつぐんだ。やがて、ぽつりとこぼす。

「お兄ちゃんが風邪ひいて苦しいのわかってるのに、スズ、今日、お兄ちゃんのこと一人占めできて嬉うれしかったんだもん」

「…………」

「お兄ちゃんがずっとこのままなら、スズがお世話できるのにって、思っちゃったんだもん」

「……スズ」

「いつも、スズだけのお兄ちゃんならいいのに」

　スズランはまた俺の胸に顔をうずめた。

　不意に幸福な気持ちでいっぱいになる。それと同じだけ、なんだかとてもうしろめたいような気持ちにもなる。その感情の正体がなんなのか俺にはよくわからない。

　弱っているせいだろうか、鼻の奥がつんとした。

　どうしていいのかもよくわからなくて、俺はスズランの頭にそっと手を置いた。

　ぽん、ぽん、と軽く撫なでる。

　スズランはまたぎゅううっと俺にしがみついた。まるで俺が逃げていかないように。ちゃんとつなぎとめておこうとするかのように。

　しばらく、俺たちはその状態で静かにしていた。

　窓の外から近所の子供の声がした。家の前を車がとおりすぎる音も聞こえた。どこかで犬が吠ほえている。

　どれくらいそうしていただろう。

「……お兄ちゃん」

　スズランが顔をあげた。

「ん、どうした？」

　そして──。




「お兄ちゃん、スズとちゅーしよう」




　…………。

　……。

「は？」

　突拍子もないセリフに俺は固まる。

　なんだろう。一瞬前まで、わりとよさげな雰囲気だったはずなのに。

「そうだよ、どうして今まで思いつかなかったのか」

　スズランは心底悔しそうな顔をした。

「いや、なにわけわからんこと言ってる」

　スズランが、ぐにっとさっきよりも強い力で俺の頰ほおをつかんだ。

「ちょ、待て待て待てっ」

　俺も必死にスズランを押しとどめる。

「ほら、風邪はうつすと治るっていうし」

「確かに、そのような民間療法を聞いたこともある。でも、あれ、科学的根拠はないらしいし」

「試してみないとわからないよ」

「いや、ちょ、落ちつけ」

「スズと実験だよ！」

「だから待てって！」

　りんごを食べさせてもらったときとはわけがちがう。

「ほら、あれだ。スズが風邪ひいたら、俺、やだし」

「そのときはお兄ちゃんが看病してくれるでしょ？」

「ま、まあ、全力で看病するけども……なんだか論点がズレてきたような」

「だいじょうぶだよ、お兄ちゃん。や、優しくするから……はぁはぁ」

　目が据わっていた。

「こわいよ！」

　ライオンに捕食される前のガゼルの気持ちだよ。

　一転、スズランは眉まゆをくたっと垂れさげる。

「お兄ちゃんはスズのこと嫌いなの？」

　獲物を狙ねらうライオンから庇ひ護ご欲をそそるチワワのうるんだ瞳ひとみにかわった。その目に見つめられるだけで、胸が痛む。うう。頭も痛む。ズキズキ。

「……い、いや、スズのことは好きだけど」

「ほんと？」

「う、うん」

「ほんとのほんと？」

「ああ、もちろんだ」

　スズランはぱあっと表情を輝かせた。

　う。

　その顔は反則だろ。かわいすぎて言葉がでない。

「あのね、スズもね」

　スズランがはにかむ。

「お兄ちゃんのことね……大好き、だよ。えへへ」

　スズランはそこでちょっと顔をひいた。

　俺はスズランの恥ずかしそうな笑顔に気をとられてしまっていて、だから、少しばかり油断していたようだ。

　スズランはすっと自然に顔を寄せてくる。

　押してダメならひいてみろとはよく言ったものだ。

　まんまと術中にはまる俺。ダメダメですな。

　スズランは俺の頰ほおにちゅっとキスをした。

　くちびるの端っこをかするようなキスだった。

「ぁ」

　俺の体温は急上昇していく。心臓の鼓動が一気に加速した。

「うに、今日はこれだけ」

　恥ずかしそうな笑顔が眩まぶしすぎて……。

　ああ、やばい、目眩めまいが──。





　〔ここはどこだ？〕へ








ありえないってばよ






　舐なめる、とか……。

　いやいやいや、ないわ。それはない。ないね。

　そもそも俺のキャラじゃない。そんなことをする俺ならドンびきだ。

　テーブルに備えつけになっている紙ナプキンをとり、それで指を拭ふいた。

　これでよし。俺は正しい行動をした。間違いない。今の俺の行動が評価されて国民栄誉賞を授与されることになっても俺は驚かないね。

　と思っていたら、麻ま乃のがぷるぷると震えていた。テーブルの上のグラスが共振してかたかたと音を立てている。倒れて麻乃の浴衣が濡ぬれたりしたらまずいので、さっと手にとって避難させた。

「どうした、麻乃？　寒いのか？」

　麻乃でも寒いと感じることはあるのだろうか？

　なんて考えていると、べちん、と麻乃がテーブルを叩たたいた。

　けっこう大きな音だったので周囲の客がこちらに注目する。

「直なお道みちさま、ちょっとそこにお座りになってくださいませ」

「いや、すでに座ってるし。って言うか、麻乃、もうちょい抑え気味で」

　みんな見てるから。

　しかし、麻乃は俺の言葉など聞いておらず、しゅぴっとこちらに指を突きつけた。

「今、直道さまはご自分がなにをなさったのか、おわかりでいらっしゃいますか？」

「どうしたんだよ、急に？」

「直道さまこそ、どうかしていますわ」

　麻乃はうっとりタレ目を険しくさせていた。なんか怖い。

「え、なにが？」

　なぜ俺が麻乃に叱しかられているのかさっぱりわからなかった。

「わたくしのくちびるにチョコがついていましたわね」

「あ、うん」

「まあ、わざとなのですけれど」

「おい。ちょっと待て、聞き捨てならないんだけど？」

　また俺を操ろうとしたのか。本当に油断も隙すきもない。

「そんなことはどうでもいいのですわ」

　べちん、とまたテーブルを叩く。

「あの瞬間、直道さまがとるべき行動は二つでしたのに！」

　麻乃がまた俺に指を突きつけてくる。今度は目め潰つぶしでも仕掛けてきたかのように人差し指と中指をぴっと伸ばしていた。

「二つ？」

「一つ目は直接わたくしのくちびるを舐なめる」

「ありえん」

「その行為により火照ったわたくしを直なお道みちさまがお持ち帰り」

「ありえんて」

　どんな展開だよ。映画観みないのかよ。

「二つ目は指で拭ぬぐって、それを舐める」

「それもありえない」

　現にやらなかった。

「その行為により火照ったわたくしを直道さまがお持ち帰り」

「結末は同じなんだな……。いずれにせよ、ありえないから」

「直道さま」

　麻ま乃のが表情を少し緩める。

「諦あきらめたらそこで試合終了ですのよ」

「感動の名言を歪ゆがめて使用するな」

「直道さまは乙女心を理解していませんわ」

「むずかしいな、乙女心。まるで二次関数のようだ」

「とにかくやりなおしです」

「やりなおし？」

　麻乃は指ですくって、さっきと同じところにチョコレートソースをくっつけた。

「選択肢は二つですわ。さあ、直道さま」

　ぐい、と麻乃が乗りだしてくる。

　二つの選択肢というのは、直接舐めとるか、指で拭ってそれを舐めるか。

　俺は──。

　どちらも選ばず、紙ナプキンで麻乃のくちびるを拭ふいた。

「あんまり困らせないでくれ」

「ぶー、ですわ」

　麻乃はぷんと頰ほおを膨らませた。いつになく幼い表情だ。こういう麻乃は新鮮だった。

「変な顔になってるぞ」

「わたくし、怒っていますの」

　俺は麻乃の膨らんでいる頰を指でつっつく。

「かわいい顔が台無しだぞ」

　ぷしゅう、と麻乃のほっぺたはもとに戻った。いや、また少し赤くなっているか。

「ふ、不意打ちは卑ひ怯きようですわ」

　恨めしそうな目をして麻ま乃のは俺を見る。

「ああ、もう、どうしましょう」

　麻乃は頰ほおに手を当てた。

「わたくし、かわいいと言われ慣れていますし、自覚もあるのですが」

「……そうなんだ」

　そうかもな。

「直なお道みちさまに言われると、からだが火照ってしまって……」

　上目づかいに俺を見る。

「お、お持ち帰りしてもよろしいですわよ？」

「いや、映画を観みにいくぞ」





　〔暗闇でドキッとムービー〕へ








キス・ミー・テンダー






　ありすは俺の鼻に貼はってあるガーゼを優しく撫なでてくれていた。

　その手を上からつつみこむ。柔らかくて、とてもあたたかい。

　ありすは俺の手をふり払わない。逆にきゅっと握りかえしてくる。

　扇風機の風だけだから、医務室の中はそんなに涼しくない。

　握りあっていると互いの手が熱くなってくる。

　その熱のせいで溶接されてしまったみたいに、俺たちは手を握りあった。

　手なんか何度も握ってるけど、こんなふうに触れあったことなんてたぶん一度もない。

　なにも言葉がでてこなかった。

　ありすもなにも言わなかった。

　俺たちは無言で見つめあっていた。

　ありすの大きな目がゆっくりとまばたきをする。

　一度、二度、三度。

　ありすは下くちびるをそっと嚙かんだ。

　くちびるが濡ぬれる。

　ほんのちょっとだけ、ありすは視線を下に向け、でも、まばたきをした次の瞬間には、また俺に視線を定めている。その視線は窺うかがうようでもあり、おびえているようでもあり。

　ありすが五センチくらい俺のほうに顔を寄せる。

　俺はごくりとのどを鳴らした。そのことが、なんだかめちゃくちゃ間抜けで、ひどく恥ずかしいもののような気がした。

　今までにない雰囲気が俺たちのあいだに流れている。

　はっきり言って、俺はびびっていた。さっきの二人組の前に飛びだしていったときなんかとは、くらべものにならないくらいびびっている。

　だって、俺たちはずっと、幼なじみだったのだから。

　でも──。

　だけど──。

　俺は一〇センチくらい、ありすのほうに顔を寄せる。

　すると、ありすは少しだけ驚いたような顔をした。

　たぶん、ここまでなら「なんちゃって」で済ませられた。お互い笑って、今までの「幼なじみ」にひきかえせた。でも、もう手遅れかもしれない。

　ありすが俺の手を強く強く握りしめてくる。俺もありすの手を握りかえす。

　それからまた、ありすが一〇センチくらい顔を寄せてきた。俺たちはもうほとんど顔がくっつきそうになっている。

　ありすは顔を真っ赤にしていた。なんでか涙目になっている。

「……な、直なお道みち？」

　少し下から、俺を上目づかいに見る。

　瞬間、俺はあらためて思った。

　一いち条じようありすはかわいすぎる。

　心臓が爆発しちまいそうだ。からだ中を熱い血液が駆け回る。

「ありす」

　もう、どっちが動いてもくちびるが触れあうような距離だった。

　だから俺は──。

「うなっ!?」

　突然、ありすがおかしな声をあげる。

「直道、は、鼻血！　大変、ガーゼが真っ赤！」

「え？」

　なんでこんなときに……。

　俺はガーゼに触れる。血がしみだしていて、べっとりと濡ぬれた。

　なんということだろう。興奮しすぎて傷が開いたのか。

　なぜこのタイミングなのだ！

　っていうか、予想以上にすさまじい血の量だった。

　どくどくと流れてとまらない。

　やば、貧血っぽい。

　俺の意識はふーっと抜けていって……。

「あ、直道！　しっかりして、ねえ、なお、」





　〔極めて平凡な俺の夏休み〕へ戻る。








かぷっ






　舐なめるとかそんな展開はどう考えてもありえない。公衆の面前でそのようなハレンチな行動を起こすなどもってのほかである。なので、ごく自然に紙ナプキンへ手を伸ばした。

　けれど、紙ナプキンをとる前に、麻ま乃のが俺の右手をそっとつかむ。

「え？」

　そのまま麻乃は自分のほうへ俺の手を誘導した。

　そして、かぷっ、と人差し指を口に含む。

「なっ!?」

　麻乃の手はいつもひんやりとしているのだけれど、口の中はびっくりするくらい温かかった。俺の人差し指に麻乃の舌がからみついてくる。

「ちょ、ま、麻乃!?」

　麻乃は俺を見て、妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。

　体温が急上昇する。頭の中が真っ白になり、俺はその場で固まってしまった。

　麻乃はちゅぱちゅぱとキャンディーでも舐めるみたいに俺の指をしゃぶる。

　なんだろう、この背徳的な感じは……。

「ねえ、直なお道みちさま、わたくし、もっといっぱいご奉仕できましてよ」












「え？　は？　えっ？」

「直なお道みちさま、どこを舐なめてほしいですか？」

　うっとりタレ目が俺をとらえてはなさない。

「わたくし、直道さまのためなら、どこでも──」

　ぞくりと鳥肌が立ち、

「ぎゃあああああああっ」

　俺はようやく正気をとり戻した。ついでに自分の右手もとりかえす。あぶねえ、あぶねえ。もう少しで禁断の世界に足を踏み入れるところだった。フランス書院な展開は避けねばならない。

　命拾いしたぜ。

「あら、残念」

　ちろりと麻ま乃のは舌を覗のぞかせる。

　ぶるりと俺は寒気を感じた。

　しかも、どうやら俺の絶叫により注目を浴びてしまったようだ。店内にいるひとびとがこちらを見てひそひそと会話を交わしている。

　俺は慌てて向かいの席に座る麻乃の手をひっぱりレジに向かった。

「あん、直道さまってば強引」

　俺は素早く代金を払い、麻乃を連れて外にでる。とたんに凄すさまじい熱気につつまれた。大勢のひとがいきかっている。

「直道さまの指、もっと味わいたかったですのに」

「もう勘弁してくれよ」

「うふ、直道さまってばお顔が真っ赤。完熟トマトみたい。おいしそう」

「純情な青少年をもてあそぶなっての」

　心臓に悪すぎる。

「あれだろ、麻乃はプロバビリティの犯罪とか、そういうのを企たくらんでるんだろ？」

「なんですの、それ？」

　うっとりタレ目をぱちぱちさせる麻乃。

「ミステリー小説にでてくるやつだよ。死に至る可能性のある状況をつくりだして、特定の人物を抹殺しようとすることで、うまくいけば相手を葬ることができるけど、確実性が低いから事故で処理されるとかなんとか、そういうやつ。麻乃は俺をドキドキさせ、心停止を誘発し、抹殺しようとしているに違いない」

「まあ」

　麻乃は口もとに手を当てた。ちっちゃなえくぼができる。

「では、直道さまはわたくしにドキドキしているのですわね」

　なんでだか好意的に解釈された。

　るん♪るん♪って感じで麻ま乃のは微笑ほほえむ。

「あのなあ……」

「うふふ、嬉うれしいですわ。直なお道みちさまはわたくしを意識していらっしゃる」

「……ポジティブだな」

　勝てる気がしない。

　俺はでっかいため息をついた。

　まあいいか。

　時計を確認したら、そこそこに時間をつぶせていたので、映画館に戻ることにする。





　〔暗闇でドキッとムービー〕へ








ここはどこだ？






「お目覚めください」

　どこからか声がする。

「どうかお目覚めください」

　この声は……。

「さもなければレモン汁を点眼いたします」

「ぬおう」

　身の危険を感じて俺は飛び起きた。

　そこにいたのは──、

「ようやくお目覚めですか」

　南みなみ奈な美みさんであった。一いち条じよう家に仕えるリアルメイドさんである。フレームレスのメガネの向こうから絶対零度の冷たい目で俺をとらえている。

　しかし、なぜ南さんが？

「え、あれ、ここは……」

　俺はその場で周囲を見まわした。そこは一条邸内にある談話室だった。どうやら俺はソファに寝かされていたらしい。装飾は控えめだけれど、テーブルや飾り棚、照明など、どれも年代物でお高そうだ。なんとなく落ちつかない場所である。

　とまあ、そんなことはこの際どうでもいいのであって。

「あ、あの」

　俺は居ずまいを正し、おそるおそる南みなみさんに声をかけた。お嬢さまありす命の南さんはあんまり俺のことを快く思っていないので、ついつい身構えてしまう。

「なんでしょう？」

「俺はどうしてここにいるんでしたっけ？」

　おそろしいことに直前の記憶がぽっかりと抜け落ちていた。

　俺はなにをしていたんだ？

　というか、なんでありすの家にいるのか……。

「覚えていらっしゃらないのですか？」





　まるで覚えていません。→〔中継地点〕へ

　いや、もしかしたら……。（二周目以降推奨）→〔リスタート〕へ








なんて柔らかな……






　自重しろ、俺。雰囲気に流されてはいけない。

　俺は大きく息を吸い、ゆっくりと吐きだした。ぎゅっとくちびるをひき結ぶ。

「……直なお道みち？」

　俺のからだがこわばったことにありすは気づいた。

　その顔が少しだけ悲しそうに歪ゆがむ。

　胸が、痛んだ。

　でも、ありすと俺は今までずっと幼なじみだったのだ。

　しかも、ただの幼なじみじゃない。

　ありすは俺にとってとても大切な存在で、俺のヒーローだ。

　ここでなにかを間違えてしまったら、ありすと俺の関係は壊れてしまうのではないか。

　そして壊れてしまったら、もう、もとのようには戻れないんじゃないか。

　ありすを失いたくない。それはぜったい嫌だった。

　脳裏に無理やり南奈な美みさん（一いち条じよう家のリアルメイドさん。お嬢さま命）のとびきりの笑顔を思い浮かべる。南さんの笑顔はたいてい腹の底で俺への怒りを育てている証拠だ。ありすになにかしたら間違いなくフルボッコにされる。いや、まあ、ここでなにかあっても、なくても、結果的に俺は南みなみさんに怒られそうな感じがするけど。

　ありすのことは好きだ。気があうし、一緒にいて楽しい。かわいいとも思う。

　でも、これが恋愛感情なのか、友人として好きなのか、俺にはよくわからない。こんなのめちゃくちゃ情けないと思う。でも、今の俺ではダメなのだ。

　こんな中途半端な気持ちで、あわよくば彼氏彼女になろうなんて虫がよすぎる。

　そこまで考えて、一瞬、ありすはどう思っているのかひっかかる。

　ありすは俺をどう見ているのだろうか？

　嫌われている気はしない。でも、ありすがどんな気持ちでいるのかわからなかった。ひとの心が読めたらいいのにと思い、いや、そんなん怖すぎるか、と思いなおす。

　とにかく今はダメだ。

　もはや自分でも自分がわからないけど、とにかく今はなし！

　俺は雑念をふり払うべく、勢いよくベッドから立ちあがった。

「うわ!?　直なお道みち？」

　だが、どうも勢いをつけすぎたようだ。

　濡ぬれた床に着地した瞬間、俺は足を滑らせてしまった。

「ぬごっ」

「直道!?」

　とっさになにかにつかまろうとして宙をかく。

「なお、きゃっ」

　最悪なことにありすの胸に触れていた。触れていたというか、つかんでいたというか。そして、なお悪いことに、俺はそのままありすを押し倒してしまう。

「ぎゃおす」

「わ、悪い！」

　俺はよつんばいの姿勢でありすの上にまたがっていた。

　すぐ下に、目をぎゅっとつむったありすの顔がある。

「……だいじょうぶか？」

　ありすは、ぱちっとまぶたをあけた。俺を見あげる。

「な、なな、な」

　ありすはくちびるをぱくぱくさせた。

「な？」

「な、直道、手が……」

　指摘されて、俺はまだ水着越しにありすの胸をわしづかみにしていたことに気づく。ほどよい弾力がかえってくる。いや、ほんといつの間にこんなに成長したのだろうか。

　って、そうじゃないだろ！

　なにを冷静に状況分析しているのだ、俺は。

「うわああああっ、すまん。これはわざとじゃなくて」

　俺はありすの胸から手をはなした。その勢いで立ちあがろうとしたのだけれど、ありすが下からぐいと俺の上着をつかむ。

「え？」

　そのせいで俺は立ちあがれなくなってしまい、むしろ、ありすにひっぱられて顔が再接近する。ありすの長い髪は少し濡ぬれていて、床にちらばっていた。

　プールから香る塩素と、ありすの甘い吐息とを感じる。

　扇風機の音と、セミの鳴き声、遊んでいる子供たちの歓声が俺の耳にまた戻ってきた。

「あり、す？」

　その顔は真っ赤で、瞳ひとみはかすかに潤んでいた。

「なお、みち」

　ありすは俺の名前を呼び、

「天てん誅ちゆう！」

　次いで不穏な言葉を叫ぶ。

「は？」

　次の瞬間、ありすの片方の足が俺の下腹部に当たった。

　同時に俺のからだはふわりと浮く。

「へ？」

　視界からありすの姿が消える。

　あ、これ、巴ともえ投なげだ。

　なるほど、だから俺の上着をつかんだのだな。なんて強引な……。

　気づいたときには、びったーんと背中を床に打ちつけていた。

「ごぶはっ」

　びりびりと衝撃が走る。

　ありすはすぐさま立ちあがったようだ。声が上からふってくる。

「まったく、エロ道はこれだから！　油断も隙すきもない。心配して損したわっ！」

　いや、今のは不可抗力なの、だ。本当だ。決してやましい気持ちからではなく……柔らかかったけど……じゃなくて！　ごほごほと咳せきこむ。あれ、なんか意識がまた遠のいていくような……うう、無念。





　〔シュレディンガーの猫の手も借りたい〕へ








暗くら闇やみでドキッとムービー






　チケットをもぎりのお姉さんにわたしてから、麻ま乃のと俺はエスカレーターをあがり、指定された番号の劇場に足を踏み入れた。

「おお、すごいな、ひと」

「ほんとですわね」

　その映画館の中で一番大きな部屋を割り当てられていたのだが、それでも席はほぼ満席のようだった。俺たちを含め学生が夏休みだからというのもあるだろうし、公開してすぐの話題作ということもある。原作が海外の児童文学で、日本でも翻訳された本が出版されていた。映画は全部で三部作の予定らしい。今回は二作目にあたる。

　半券を確認して、麻乃と俺は自分たちの席についた。

「麻乃は前作観みてる？」

「ええ」

「実は俺、前のやつ観てないんだけど話わかるかな？」

「まあ。言ってくださったら、ほかのものにしましたのに」

「いや、迫力ありそうだし、おもしろそうだし、それはいいんだ。ただ、一応、あらすじだけ教えてくれないか」

　麻乃が的確に教えてくれた物語の筋立てはこうだ。

　魔法学校で唯一魔法を使えない少年がいて、彼のもとにある少女が現れる。

　その女の子は一見とても優秀な学生なのだけれど、実は少年同様に魔法が使えない。

　なぜ魔法学校に魔法の使えない二人がいるのかというと、彼らはそれぞれに願いがあり、その学校にいれば願いを叶かなえるチャンスがあるかららしい。

　第一部である前作では二人の出会いに焦点が当てられつつ、物語の背景にある謎なぞをにおわせながら終わったということだ。

「なるほど」

　おおまかな流れは把握できた。

　と、ちょうどよいタイミングで予告ＣＭが流れはじめる。麻乃も俺もスクリーンのほうへ顔を向けた。お決まりの鑑賞中の注意事項が流れ、「ＮＯ ＭＯＲＥ映画泥棒」のパントマイマーが踊る。段階を経て劇場内の照明は絞られていき、すっかり暗くなったころに本編がはじまった。

　映画はテンポよく展開していく。

　主人公の少年が幽閉されている友人の妹を助けにいく場面に差しかかった。

　と、そのときだ。

　ぶつ、ぶつ、と音声が途切れ、唐突に画面が真っ暗になってしまった。

　最初はこういう演出なのかと思ったのだけれど、それにしては不自然だ。

　劇場内がざわざわしはじめる。

　やがて、場内に明かりが生まれた。非常灯が点灯している。でも、全体は暗いままだった。ドアがあいた気配がある。たぶん、係員のひとが入ってきたのだ。懐中電灯を持っているらしく、足もとを照らしている。

「本日はご来場まことにありがとうございます」

　係員の男のひとが大声で言った。

「ただいま、館内のシステムトラブルのために停電が発生しております。ご迷惑をおかけして申し訳ありません。間もなく復旧すると思われますので、そのままお座りになってお待ちください。ご協力お願いいたします」

　それだけ告げると、係員のひとは場内からでていってしまった。

　あちこちで小さな明かりが生まれている。みんなスマホを覗のぞいているらしい。

「うわー、せっかくいいところだったのに」

　俺はぼやいた。

　以前、ちらりと聞いたことがあるのだけれど、映画館というところは途中でトラブルがあって上映の一部が観みられない事態になっても、もう一度上映しなおしてはくれないものらしい。指定席が決まっている以上、時間になったら外に追いだし、次の客と入れ替えなければならないからだそうだ。劇場側の配慮で再入場を許可してくれることもあるらしいのだが、あんまり期待しないほうがよさそうだ。

「こんなことあるんだな。びっくりだ」

「そうですわね、わたくしもはじめてですわ」

　ざわざわという響きは途絶えない。どこかで子供が泣きはじめてしまった。何人かが劇場からでていった気配がある。

「いったい、どうなるのでしょう？」

「再開してくれるといいんだけどな」

　五分は待っただろうか。まだ明かりはつかない。非常灯の緑色のランプがぽつんと灯ともっているだけだった。

　そのときだ。俺は前列に座っているカップルが、この暗くら闇やみの中でキスをしていることに気づいた。なんだか知らないが、めったにない状況下で盛りあがりでもしたのだろうか。

　リア充どもめ、食中毒になれ！　散々な夏をすごすがいいっ！

　うしろから呪のろいをかけておく。

　……はあ。むなしい。

　なんだかげんなりした。映画とかどうでもよくなってくる。

　もう少し待っても復旧しないようなら、俺たちも諦あきらめて外にでようかと麻ま乃のに告げようとしたところで、右手にひんやりとした感触があった。

「ぁ」

　見れば、肘ひじかけに乗せていた俺の手のすぐ横に麻ま乃のの手があった。

　お互いの小指同士がちょっとだけ触れあっている。

　俺は視線をあげて麻乃の顔を見た。薄うす闇やみの中でも、麻乃は前だけを見ているのがわかった。その頰ほおがかすかに赤い気がする。

　麻乃の左手の小指が様子を窺うかがうようにちょっと動く。

　それから俺の右手の小指にからませてきた。

　ドキリとする。

　麻乃はそれからゆっくりと、ゆっくりと俺の手を握りしめていった。

「ま、麻乃……？」

　心臓がばくばくと高鳴り、空調のおかげでひいたはずの汗がまた戻ってくる。

　麻乃がちらっと横目で俺を見る。すぐにうつむき、でも、少ししてから今度はさっきよりちゃんと俺を見た。

　前の席のカップルはまだキスをしている。

　麻乃は下くちびるを甘く嚙かんだ。

　うっとりタレ目が、ぱちぱちとまばたきをする。

　その瞳ひとみは恥ずかしさと期待とが入り混じったものだった。

　え、あれ、なんかおかしいぞ。

　なんだこの空気……。

　隣にいるのが、なんだか俺の知っている麻乃じゃないみたいだった。

　いつもの麻乃はもっと強引だ。おかしなことばかり言って俺を惑わせる。

　けど、そこで、俺の脳裏に幼い日のことがよぎった。

　それは冷蔵庫の中で泣いていた女の子の記憶だった。

　そうだ、あのとき麻乃は泣いていたのではなかったか。

　誰だれかにいじめられたのかと訊たずねても、泣きながら首をふっていた。

　麻乃は最後まで口をわらなかった。

　だから、麻乃がどうして泣いていたのか、俺はその理由を知らない。

　ふと俺は考えてしまう。

　ひょっとすると、普段の麻乃は演技をしているんじゃないだろうか。

　学校での、つんと澄ました姿はもちろんそうだ。麻乃自身が認めている。

　でもそれだけじゃなくて、いつもの麻乃だって本当は演技なのではないだろうか。

　そういう仮面をかぶっている。

　本当の自分をさらけだすのが怖いから。

　本当の自分を笑われたら立ち直れないかもしれないから。

　だから麻ま乃のは二重三重に自分を偽っている。

　そうだとしたら？

　今、俺の目の前にいるのが、本当の細ささめ雪ゆき麻乃なのかもしれない。

　恥ずかしそうに俺の様子を窺うかがうこの少女が正真正銘の細雪麻乃なのかもしれない。

「なお、みち、さま」

　かすれるような小さな声で麻乃が俺の名前を呼ぶ。

　麻乃のくちびるはかすかに濡ぬれていた。

　以前、麻乃の館やかたで俺たちはキスをしている。

　でも、あのときと今とではまるで状況が違う。

　いつの間にか麻乃の声以外はなにも聞こえなくなった。

「わたくしは、直なお道みちさまのことをお慕いしております」

　胸の鼓動が高まる。口の中が乾いてきた。

　ぶっちゃけ俺は恋愛経験値とかゼロに等しい。

　だからわからない。こんなときは、どうすればいいのだろう。

「直道、さま、あの、わたくしのことお嫌い、ですか？」

「そ、そんなわけない」

　そんなわけがあるはずない。

「でしたら」

　麻乃がそっと目を閉じた。

　だけど、俺はその場で固まってしまってなにもできないままだ。

　こんな中途半端な気持ちで流されてしまっていいのだろうか？

　ここで逃したらもったいないとか、そんなふうに思ってキスなんかしてしまったら、不誠実じゃないだろうか。それとも俺って頭でっかちなのかな……。

　そのとき、つっ、と麻乃の目から涙がひと筋こぼれていった。

「え？」

　麻乃がまぶたをあける。まつ毛が涙で濡れていた。

「……わかりましたわ」

　言って、麻乃は席を立った。

「麻乃、違う、俺は」

　麻乃は俺をふりかえらずに、席のあいだをとおって通路に抜けてしまう。俺も慌てて立ちあがる。そのタイミングで場内アナウンスが流れる。

『大変お待たせいたしました。システムが復旧いたしましたので、ひきつづき映画をご覧くださいませ。このたびは大変ご迷惑をおかけいたしました』

　スクリーンに映画のつづきが映しだされていたけれど、そんなのにかまっている余裕はない。俺は麻ま乃ののあとを追った。映画が再開しているのでほかの観客は迷惑そうだった。

「すみません、とおります。すみません」

　頭をさげながら必死に麻乃を追う。

　劇場内の扉をあけはなつと、麻乃が廊下を駆けているところだった。浴衣のせいで速く走れないようだ。

「麻乃、待ってくれ」

　俺の呼びかけは聞こえているはずだけれど、麻乃はとまってくれなかった。

「麻乃！」

　俺の声に映画を観みるのを諦あきらめて外にでてきていたらしい客たちが好奇の目を向けてきた。

　麻乃だけはふりかえらずにエスカレーターを駆けおりていく。

　俺も二段飛ばしでエスカレーターをおりる。

　麻乃の歩幅は制限されているので俺たちの距離はずいぶん縮んでいた。

　もう少しで追いつく──というそのとき。

　麻乃が足をつまずかせた。

「きゃっ」

　麻乃のからだが前に傾く。

「麻乃!!」

　俺はとっさに手を伸ばした。麻乃の細い手首を間一髪で握りしめる。そのままぐいとこちらにひき寄せた。麻乃の顔が俺の胸におさまる形となる。

「……あっぶね。今のはかなりやばかったな」

　そのまま下の階に到着した。

　麻乃の手をひっぱり端っこに移動する。

「だいじょうぶだったか？　どっか怪け我がしてないか？」

　思わず乱暴に手首をつかんでしまったけど痛かったんじゃないだろうか。

　麻乃はうつむき気味で肩を揺らしている。

「……麻乃？」

「く……う、うふ、あははは、あー楽しかったですわ」

　麻乃は笑っていた。

「……はあ？」

　俺は呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「逃げたら追いかけてきてくれると思ったのですけれど予想以上でしたわ」

「え、じゃあ、さっきのは……」

　涙は？

「乙女の戦略ですわ」

　乙女恐るべし。

　結局、俺はまたしても麻ま乃のにいいように操られていただけらしい。

「……エスカレーターで転びそうになったのは？」

「あれは本当に転びそうになりました」

「おまえなあ」

　なんだか疲れがどっと俺の両肩にのしかかってくる。

「でも、直なお道みちさまが助けてくださいましたので、なんともありません」

「……手首は？　強く握っちゃっただろ？　痛くなかったか？」

「ちょうど痛気持ちいいですわ」

　ホッとしていいのか微妙なところだけど、まあ、とりあえずなんともなくてよかった。

「俺は今、けっこうマジで怒っている」

「わたくし、直道さまにでしたら本気で怒られたいです」

　麻乃の目はきらきらしていた。

　なにを言ってもむだなのか。

「いったいどうすればいいのか……」

「あら、こうすればよいのですわ」

　麻乃はちょっと背伸びをするように、俺にぎゅっとしがみついた。

「お、おい」

「直道さまの心臓がとくとく音を立てているのが聞こえますわ」

「な、なにを……」

「うふふ」

　麻乃がにっこりと微笑ほほえむ。

「大好きのぎゅうっ、ですわ」

　その笑顔は極上だった。あと浴衣越しに麻乃の胸も当たっていた。やばい。理性が決壊してしまいそうな──。





　〔ここはどこだ？〕へ








中継地点






「す、すみません。ぜんぜん覚えてないです」

「いえ、それなら結構です。スタンガンの電圧をあげておいたので記憶に混乱が生じたのでしょう」

　今なんかすごいことを聞いたような……。

「あ、あの、スタンガンって？」

「あなたを拉ら致ち……いえ、ここへお連れする際に騒がれても面倒なので気絶させただけです。どうぞお気になさらず」

　よし、深く考えると怖いから気にしないことにしよう。

「えーっと、でも、なんで俺を？」

　すると、南みなみさんはいつになく弱々しい表情を浮かべた。

「……お嬢さまが臥ふせっておいでなのです」

「ありすが!?」

　驚いて立ちあがる。

「なにかあったんですか？」

「落ちついてください。ご病気というわけではありません。ただ……」

　南さんは目を伏せ、一度だけ悔しげにくちびるを嚙かみしめた。

「うわ言であなたのお名前を呼んでいらっしゃるのです」

「ありすが……俺を」

「ですからお嬢さまのために仕方なくあなたを拉致……お連れしたのです」

　南さんはぎくしゃくとした動きで俺に頭をさげる。

「実にまことにたいへん不本意極まりないのですが、お嬢さまはあなたをご指名です。どうか、お嬢さまを元気づけてあげてください」

　そう言ってから、ものすごく嫌そうにくちびるを曲げる南さんだった。





　　　　○　　○






　一応、ありすの部屋に入る前にドアをノックしてみたのだけれど返事はなかった。

「……ありす、俺だけど」

　少し待ってみたけど、やはり反応はない。

「入るぞ？」

　仕方がないので、ひと言断ってからドアをあけた。

　よくよく考えてみると、ありすの部屋に入るのは中学生ぶりくらいかもしれない。ここ数年はなんとなく足が遠のいていた。南みなみさんもあの調子だし。

　ありすの部屋はキレイに整せい頓とんされている。小説とまんがが半分ずつくらいの割合でしまわれている本棚、勉強机の上にデスクトップパソコンが一台、白い壁には海外のロックバンドのポスターが飾られている。

　窓際のベッドがこんもりと盛りあがっていた。

　カーテンがひかれているのだけれど、ベッドのまわりをひらひらと炎の蝶ちようが舞っているので暗くはない。あの蝶はありすの魔力で生みだされたものだ。

　火事にならないといいんだけど。

「ありす、だいじょうぶか？」

　近くまでいって声をかけてみた。

　もぞもぞとベッドの中が動いている。

「うぅ……苦しいよぅ、頭痛いよぅ……」

　南さんは病気ではないと言っていたけど、なんだか風邪でもひいているみたいだった。

「ありす、平気か？」

　ちょっとばかり悪い気もしたけれど覗のぞきこんでみる。

　顔が赤い。半開きの口から浅い息が漏れている。目は閉じているから、さっきのはどうも寝言だったらしい。

「ううぅ……辛つらいよぅ……ナオくん」

　ありすがむかしの呼び方で俺を呼ぶ。

　なんだか照れくさいな。

「俺はここにいるぞ」

　ベッドのわきに腰かけ、そっとありすのおでこに手を置いた。

　いくらか熱があるようだ。

　そこでふと気づく。

　ベッドの中のありすはぬいぐるみを抱きかかえているのだ。

　それはやけにぼろぼろのぬいぐるみで……。

「んん……」

　ありすがまぶたを開いた。しぱしぱと重たげにまばたきをする。

「あれ？　直なお道みちの幽霊がいる」

「生きてるっての」

　ありすは手を伸ばしてきて、俺の顔の形を確かめるようにべたべたと触る。その手もやっぱり熱かった。と、いきなり俺の頰ほおをつまんでぐにぐにとひっぱりだす。

「なにすんだよ」

「……んむぅ」

　寝ぼけているのか、ありすはまぶたをこすりながら、もっそりとからだを起こす。

　すると、ちょこんと寝ぐせが飛びはねた。

「なんで直なお道みちが……」

　むにゃむにゃとなにやら呟つぶやいている。

　ありすはやけに大きなＴシャツを着ていた。大きすぎて左肩がむきだしになっている。下は短パンだ。Ｔシャツが大きいせいで穿はいてない的な感じになってしまっていた。

　多少、目のやり場に困りまする。

「──って直道!?」

　そこで正気をとり戻したらしい。ありすは大声をあげたあと、ざばああっ、とふとんをかぶりなおした。

「なんでなんでなんで！　どうして直道があたしの部屋にいるのよ!?」

「落ちつけって。熱あがるぞ」

「……うぅ。どうして直道がいるのよ？」

「なんかさ、おまえが臥ふせってるからって、南みなみさんが……連れて（拉ら致ちして）きてくれたんだよ。だいじょうぶなのか？」

　ありすは口もとまでふとんをひっぱりあげた。

　顔はさっきよりも赤くなっている。

「……べつに大したことない」

　顔半分をふとんで隠したまま、ぼそぼそとありすは答えた。

「あ、あんまり見ないでよ」

「風邪じゃないのか？」

「年に一度くらい魔力が高まっちゃってうまく制御できないときがあるの。抑えがきかなくてあふれちゃう感じ。からだもだるいし、頭も痛くて」

「それで蝶ちようが舞ってるわけか」

「うん。一日寝てればよくなると思うんだけど」

　炎の蝶が心配そうにありすのまわりを飛んでいる。

　いやほんと、火事にならんのか、これ？

「魔術師も大変なんだな」

「あたしが《千年魔女》としてもっと成長すれば、ちゃんとコントロールできるはずなんだけど……」

　ありすは悔しそうに眉まゆを寄せる。

「まあ、無理すんなって。せっかくだしゆっくり休めばいいじゃんか」

「こんなときに直道が狙ねらわれたら大変なのに……」

「なんとかなるだろ」

　とりあえずのところ、病気ではないようなので安心した。

「ところでさ」

　俺にはさっきから気になっていたことがあった。

「なに？」

「ちょっと訊ききたいんだけど」

「うん」

「おまえ、高校二年生にもなって、ぬいぐるみ抱いて寝てるのか？」

「はうっ」

　ありすはふとんから飛びでていたぬいぐるみをふとんの中にひっぱりこんで隠す。

「今さら隠さんでも……」

「うぅ、だって」

「にしても、その猫、まだ持ってたんだな」




　小学六年生くらいのときだったか。ありすは一度だけ家出をしたことがあった。

　夕食時にいきなり俺の家にやってきたと思ったら、ふてくされた顔をして言ったのだ。

「今日泊めて」

　まったく驚いたね。

　その腕にはたんぽぽの綿毛みたいにふわふわな白い猫を抱えていた。

　まだ大人になりきっていないちっこい猫だった。そいつはありすの細っこい腕の中でもさもさと動いていた。だから、猫アレルギーのありすは「今日泊めて」のあとに「ぺぷしっ」と盛大なくしゃみをしたのだった。

　ひとまず家の中にありすと猫を入れてから俺は事情を訊たずねた。

　ありすはとても憤慨していた。そして、くしゃみもくりかえした。

　おかげでなにをしゃべっているのかよくわからなかったのだけれど、断片をつなぎあわせればこういうことだった。

　ありすが迷子になっているらしい子猫を連れて帰ったら南みなみさんに飼うことはできないと言われてしまった。どんなにお願いしても聞き入れてもらえなかったものだから思わず飛びだしてきた。だからひと晩泊めてほしい。

　うん、だいたい、そんな感じだ。

　べつに南さんはいじわるで子猫を飼えないと言ったわけではないと思う。むしろ、ありすが喜ぶのなら一〇匹でも二〇匹でも許可したことだろう。

　ただ、ありすは猫アレルギーだったから南さんでも許可できなかった。断腸の思い（どうでもいいけどこの慣用句ってすごい表現だと思う）だったに違いない。

「ありすちゃんはアレルギーがあるから猫は飼えないと思うよ」

　俺は控えめに言ってみた。

「ぺぷしっ。なに、ナオくんも奈な美みちゃんの味方なの？　ぺぷしっ」

「ぼくはありすちゃんの味方だけど、でも……」

「この子、きっと母猫とはぐれたのよ。こんなにちびっちゃいのに、外にほうりだしたら死んじゃうかもしれないじゃない。ぺぷしっ」

　ありすはくしゃみをしながら、子猫の肉きゅうをくにくにと触っていた。

　子猫はかわいらしかった。

　ありすの言うとおり外にほうりだしたら死んでしまうかもしれない。

　当時はそう思った。でも、そんなのはある種の驕おごりみたいなもので、ひとの手なんか借りずとも子猫はたくましく大人になり、ふてぶてしいノラ猫になっていたかもしれないと今なら思う。案外、そんなものだろう。

「あ、じゃあさ、うちで飼うってのはどう？」

　俺は思わず提案していた。

「え、ほんと？」

　ありすがにゅっと顔を俺に寄せてきて訊たずねた。

「う、うん」

「ほんとにほんと？」

「お母さんに聞いてみないとわかんないけど、たぶん、平気だと思う」

　三み柴しば家はむかしから、そのへんが緩かった。夫婦ともに大学の研究所に勤めていて俺をほったらかしにしていたから負い目みたいなものもあったのだろう。あとで電話をしたら即ＯＫがでた。

「さすがナオくん！」

　ありすは子猫に頰ほおずりをして、それからまたくしゃみをした。

　子猫は迷惑そうに「なー」と鳴いた。

　ありすが拾ってきた子猫は確かにかわいかった。外にほうりだすのはかわいそうだと思った。噓うそじゃない。

　でも、俺はただありすに喜んでもらいたかっただけだ。

　ありすが喜んでるところを見たら俺も嬉うれしくなる。そっちが本音だった。

　結局、その日ありすはうちに泊まっていかなかった。南みなみさんがやってきて連れ帰ったからだ。だから家出といっても日帰りだったわけだ。家出未遂。

　それからありすは毎日のように俺の家にやってきた。

　子猫は白くてふわふわだったのでありすがはんぺんと名づけた。

　はんぺんはあまり外にでたがらない猫だったし、家具をひっかいたりもしなかったので育てやすかった。

　そのまま平和な毎日がつづくかと思った。でも、そうはならなかった。

　ある日、ありすがはんぺんを転がして遊んでいたら家のインターフォンが鳴り響いた。

　南みなみさんがありすを迎えにきたのだろうと思ってドアをあけたら、知らない男のひとが立っていた。男のひとのうしろで俺たちよりも、もっと小さな女の子が恥ずかしそうに隠れていた。なんだか嫌な予感がした。男のひとは優しい声で言った。

「突然ごめんね。お父さんかお母さんはいる？」

　俺は首を横にふった。

「今はいません」

「そう。あのね、実はうちの猫がいなくなってしまって、それでさがしているんだ。この子猫なんだけど知らないかな？　この近くで見たってひとがいるんだ」

　男のひとは写真を見せてくれた。

「……ぁ」

　白くてふわふわの子猫。それはどう見てもはんぺんだった。

　俺は男のひとを見あげて、それからうしろにいる女の子に目をやった。

「どうかしたの？」

　家の中ではんぺんとじゃれていたありすが顔を覗のぞかせた。その腕にははんぺんが抱えられていた。

「チュチュ！」

　女の子が声をあげた。すると、はんぺんはパッと顔をあげ、ありすの腕から飛びおりた。そのまま女の子のほうに駆けていって……。

　つまり、そういうこと。はんぺんは本当はチュチュって名前でこのひとたちの家で飼われていた。たまたま外へでてしまって迷子になってたところをありすに拾われたのだ。

　男のひとと女の子はたくさん感謝の言葉を述べて帰っていった。

　ありすはニコニコしながら二人とはんぺんを見送った。

「ちゃんと飼い主が見つかってよかったね。これではんぺんも安泰だ。よかった、よかった」

　ありすは笑ってた。はんぺんと飼い主の女の子が会えたことを本当に喜んでるみたいだった。でも、その笑顔を見た俺はもやもやした。

　だから俺は──。




「も、持ってるに決まってるじゃない。直なお道みちがお小遣いで買ってくれたぬいぐるみだし」

　ありすは怒ったみたいな声で言う。

　あれからざっと四、五年だ。

　俺が贈った猫のぬいぐるみはずいぶんと毛羽立っていたし、色もちょっとくすんでしまっていた。あんまり見栄えのいいものじゃない。

「それ、さすがに古いだろ。なんなら新しいの買ってやるって」

　ぷいっとありすはそっぽを向く。それからぽつりと言った。

「……これがいいの」

　ぎゅうっとぬいぐるみを抱きしめる。

「抱いてるとよく眠れるし」

「まあ、大事にされてて嫌な気はしないけどさ」

　俺はそっぽを向いたままのありすの頭をぽんぽんと撫なでた。キャラメル色の髪はふわふわしていて気持ちいい。

「ん、それ気持ちいい、かも。……も、もっと撫でて」

　ありすはこちらを見ないままで言う。

「なんだよ、子供みたいなこと言いだして。弱ってるから幼児退行か？」

「い、いいじゃないっ」

「まあ、いいけど」

　ありすは俺に撫でられているあいだ、からだをまるめて猫みたいになっていた。

「……直なお道みちの手っておっきいね」

「まあ、小学生のころよりはな」

「……あったかいし」

　斜め上から見ると、ありすのほっぺたは赤かった。なんだか俺まで恥ずかしくなってくる。ありすはなにも言わない。俺もなにか話そうとしたんだけどなんにも話が思いつかなかった。気まずい……というほどでもなくて、俺は黙ってありすの頭を撫でつづけ、ありすは静かに頭を撫でられつづけた。

　しばらくすると、ありすはごろりとこちらに向きなおった。そして、手を伸ばして俺の頰ほおに触れる。そのまま、じっと俺を見つめてきた。

「……どうしたよ？」

　ありすは瞳ひとみを細める。

「そろそろ役目を果たさないとね」

　なんだか雰囲気がかわった……？

「役目って？」

「ここは円環の中継地点なの」

「なんの話だ？」

　ありすは答えずにベッドからおりた。俺を真っ正面から見据える。

「起きあがって平気なのか？」

「今から直道を『もとの位置』に戻すわ。それが『あたし』の役目」

「もとの位置って？」

「あたしにもよくわかってないから説明できない。ただ、頼まれたの」

「誰だれに？」

「三み柴しばユエ」

「え!?」

　ユエがなにかを企たくらんでいる……のか？　ありすはそれに協力している？　いつの間に？　なんの利害があって？　どっちかと言うと二人は反目しあっていたはずじゃ……。

「お願い。あたしを……ううん、あんたの『一いち条じようありす』を信じて」

　俺はありすの宝石みたいな目を見つめる。ありすも黙って俺を見つめかえす。目の前にいるのは間違いなく一条ありすだ。だけど、なにかが違う。それはわかった。

　で、それがなんだって言うんだ？

「わかんないことのほうが多いけど一つだけ言えることがある。一条ありすを信じることにかけて俺の右にでる者はいないと自負している」

　ユエの企み？　いいさ、乗ってやるよ。

「ありがと」

　ありすはくすりと笑い、魔術札ワイズヴアーミリオンを用意した。

　そこに、ふっと息を吹きかける。

「《蝶々発止Iron Butterfly》──抜刀Slash」

　すると、それは巨大な剣へと姿をかえた。ふりあげると天井に届きそうになる。ありすは剣をふりおろし、虚空に亀き裂れつを生じさせた。今さら大げさに驚きはしないけど、それでも不思議な光景であることにかわりはない。俺は間抜けな顔でそれを眺めていた。

「直なお道みち、この中を見て」

　ありすが亀裂を指さす。

「あ、ああ」

　俺は背をかがめて、ぽっかりとできた亀裂の奥を覗のぞきこんだ。中は真っ白だった。

　すると。

「ごめんね」

　ありすの声がして、俺は背中をぐいと押される。

「うわっ」

　バランスが崩れた俺は──。

「そっちのありすによろしくね」





　〔シュレディンガーの猫の手も借りたい〕へ








おいでませ、けだものの森へ






「わかりました、お話しいたしましょう」

　ユエはこくりと頷うなずいた。

　俺はごくりと唾つばを飲みこむ。

　けれど──。

「下で待っています。着替えてきてください」

「え？　着替え？」

「ええ。少し外にでましょう」

「外に？　あのさ、ほかのみんなにはなんて言うんだ？」

　ありすたちはユエのことを警戒している。こんなふうにいきなり現れたら、またもめるんじゃないかと思った。

「問題ありません」

　ユエは制服のスカートをひるがえして俺の部屋からでていく。

「あ、おい」

　とり残された俺は仕方がないので急いで着替えを済ませて階段をおりた。

　ユエはリビングで俺を待っていた。くつろぐでもなく、背筋をぴんと伸ばしてソファに座っている。

　わが家に居候中のスズランや麻ま乃のの姿はなかった。ありすも人にん魚ぎよもいない。

「着替えたけど……」

　俺が声をかけるとユエは音もなく立ちあがった。

「では、ユエについてきてください」

　家から一歩外にでると、洗いたてのような青空が広がっていた。真夏の太陽がじりじりと照りつけてくる。じーわ、じーわとセミが鳴いていた。

「どこにいくんだ？」

「ある場所へ三み柴しば直なお道みちを連れていきます」

　ある場所──。

　ユエは最初、魔術師協会の『冥葬会ルナリア』から派遣された魔術人形なのだと言った。アンドロイドのようなものだと。

　でも、本当は『冥葬会ルナリア』なんて関係なかった。もともと『冥葬会ルナリア』には俺を保護するというような話があったから、それに便乗して、俺を連れ去るつもりだったのだ。

　未来の『俺』に会わせるために。

　なら、ユエが今連れていこうとしているのは……。




　ユエに言われるままに電車に乗りこみ、それから俺たちが向かった先は──、

「……動物園？」

　なぜか動物園だった。正確には自然公園にある動物園エリアだ。小学生のときに遠足できたことがある。

　ユエはとことこと先を歩き、窓口でチケットを二枚購入した。とりあえず俺は自分のチケット代金をユエにわたす。

「なあ、ユエ、なんで動物園なんだ？　ここに、その、未来の『俺』がいるのか？」

　俺の質問にユエは目をしぱしぱさせる。それからいつもの淡々とした口調で言った。

「ついてきてください」

　ユエは駅の改札にも似たゲートをくぐっていく。俺は慌ててそのあとにつづいた。

　順路に沿ってユエと俺は進んだ。最初はアフリカの動物たちが出迎えてくれる。ペリカンやサイ、オカピがいた。

　どうにも落ちつかず、俺は周囲を見まわしてみる。夏の炎天下をちびっこたちが走りまわっていた。家族連れが多い。この中に未来の『俺』が紛れていたりするのだろうか？　でも怪しげな人物は見当たらない。

　ユエのほうへ視線をやる。

　ユエは柵さくの前で立ちどまり、赤い瞳ひとみでじっとオカピを見つめていた。

　柵にはオカピの説明が書いてある。足がシマウマみたいだし、体形も馬っぽいけれど、キリンの仲間らしい。長い舌で鼻の頭らへんをぺろぺろと舐なめている。

　ユエは揺らがない目でその光景を眺めていた。やがてぽつりと呟つぶやく。

「次にいきましょう」

「あ、ああ」

　その後もユエは律儀にすべての柵の前で立ちどまっては、静かに動物たちを観察しつづけた。そのことになんの意味があるのか。ユエは表情がほとんどかわらないので、彼女がなにを考えているのか俺にはわからなかった。

　と、不意にユエが立ちどまる。

「どうした？」

　俺はユエの視線の先を追いかけた。

　そこに未来の『俺』が──。

　いなかった。

「……ふれあい広場？」

　看板にファンシーな字体でそう書いてある。小さな子供たちが集まっていた。

「非常に興味深いとユエは思います。いってみましょう」

「え、おい」

　ユエがずんずんと先にいくので俺もついていく。

　低い柵さくの中にウサギが集められていた。中に入って触っていいらしい。

「こ、これは!?」

　ユエが口を開く。その声はいつもより動揺している。

「どうかしたか？」

　ウサギのふれあい広場になにかあるのか？

　そう、たとえば未来の『俺』からのメッセージとか。

「なんてことでしょう！」

　ユエはしゃがんで白いウサギを抱きかかえた。目はユエと同じように赤い。短い前足をひょいひょいと動かしている。

「なんというもさもさのかたまり。温かい。柔らかい」

「ま、まあ、ウサギだからな」

「ほー」

　ユエは心なしか眼帯をしていないほうの赤い瞳ひとみをきらきらさせている。

　もしかしてだけど、ウサギが好きなのだろうか。

「ユエは決めました。これからは大好物を羊からウサギに変更します」

「食べないであげてくれ」

　いや、生きていくために動物を食べるわけだし、ウサギだって食べることもあるかもしれんけど、この場ではやめてほしい。ちらりと俺たちの会話を聞いていたらしいお子さまがウサギを食してしまうのかと怯おびえているではないか。

「はあ、かわいすぎます。なんですか、ウサギって、ウサギって、はう」

　ぎゅむっと抱っこして、むにむにと頰ほおずりをはじめるユエ。

　若干のキャラ崩壊である。

「もふもふで、やわやわで……ぺろぺろ」

　ここにきて、俺はようやく一つの疑問を抱きつつあった。

　ユエは単に動物園に遊びにきただけなのではないか、と。

　えっと真相の件はどうしちゃったんすかね？

「な、なあ、ユエ」

「なんですか、三み柴しば直なお道みち？」

　かぶりつかんばかりにウサギを愛めでているユエが俺を見あげる。

「あー、いや」

　なんだかつっこみづらい。せっかくのお楽しみを奪うのも悪いと言うか……。

　ふと見ると、ちびっこたちがウサギにスティック状のエサを食べさせているのが目に入った。カウンターで販売中らしい。

「えっと、なんかさ、ウサギのエサ売ってるみたいだけど、やる？」

「そんなことが許されるのですか!?　ワシントン条約に抵触しませんか!?」

　勢いよくユエが俺につめ寄ってくる。ユエの腕の中でウサギはひげをぴくぴくさせていた。

「いや、それはないと思う……けど」

「買います。買い占めます！」

「ちびっこたちのためにも買い占めは遠慮してやってくれ」

　そんなにお金ないし。

　とりあえず一回分の代金を払いエサを受けとった。ユエと俺は端っこでウサギにエサを食べさせる。ウサギはもすもすと小さな口でエサをかじっていった。ときどきぷるぷると震えている。

　確かにこれはかわいい。

「もっとお食べ」

　もすもすもす。

　……いや。

　ウサギはウサギでもちろんかわいいが、いつになくほっぺたを緩めているユエも負けず劣らずかわいらしい。こうしているとまるで普通の女の子のようだ。

　でもそこで、ユエはウサギを地面におろした。

　ウサギは長い耳をひくひくさせてからぴょこたん、ぴょこたんと移動をはじめる。

　ユエはウサギのまんまるなお尻しりをしばらく目で追ってから、俺に視線を定めた。

　その瞳ひとみはつい一瞬前までのユエとは違っていて。

「……ユエ？」

　気づけばウサギはどこにもいなくなっていた。ちびっこたちも、保護者も、係のひとも。

　誰だれもいない。みんな消えてしまった。動物たちも。突然の静寂。

　あるいは。

　消えたのは俺たちのほうなのか。

　俺は立ちあがる。

　ユエもゆっくりと立ちあがった。

「これはどういうことなんだ？」

「あまり驚かないのですね、三み柴しば直なお道みち」

「いちいち騒がなくなっただけで、めちゃくちゃ驚いてるよ。でも、まあ、ちょっとは慣れたけど」

　ユエがそっと手を伸ばして俺の顔に触れる。

　その手からはやはり体温が感じられない。

「ユエも──」

「……？」

　ユエは表情一つかえずに言葉をつむぐ。

「ユエも彼女たちと同じように、三み柴しば直なお道みちと二人きりですごしてみたかったのです」

「え？」

　ユエはかすかに微笑ほほえんだ。

　俺にはそう見えた。

「そう言ったら、少しはドキドキしてくれますか？」

「……ユエ」

「冗談です」

　ユエはもとの無表情に戻り、左目につけている眼帯を緩めた。解かれるのと同時にその眼球に刻印が浮かびあがる。翼の生えた杖つえに二匹のヘビがからみついているというヘルメスの杖ケーリユケイオンの刻印だ。それは左目の小さな魔法陣の中心に浮かんでいる。

　ユエの白い指から眼帯が滑り落ちた。

　蒼あお味みがかった銀色の髪がかすかに揺れた。

　ユエはまっすぐ俺を見ている。

　俺もまっすぐにユエを見つめかえした。

　ここから先はシリアス展開らしい。俺はごくりとのどを鳴らす。

「……きみは未来からきた俺の娘だと言った。でも──」

　くちびるを一度湿らせてから俺はつづける。

「きみはやっぱり人間じゃない」

　ユエは無表情のまま俺を黙って見ている。

「教えてくれ。きみは何者なんだ？　半年前の大おお晦日みそか、俺の前に現れているな？　俺、少しだけ記憶が戻ってきてるんだ。俺はきみと会っている。俺の身のまわりで起こっているおかしなことはすべて、きみがひき起こしたんじゃないのか？　なあ、なんのためにそんなことをしたんだ？」

　ユエは答えない。

「なあ、なんとか言ってくれよ」

　彼女はすべてを説明できると言っていた。でも、説明を聞きたければ未来の『俺』に会えとも言っていた。お互いが顔をあわせるのはそれなりにリスクのあることらしいが、それでもユエは俺と未来の『俺』をひきあわせようとしていた。

　あのときは正直なところ覚悟ができていなかった。

　でも今は違う。必要なら会う覚悟はある。

　本当にユエが未来からきたのなら俺は『俺』にだって会ってやる。

　ユエはゆっくりとまばたきをする。

　そして──。

「三み柴しば直なお道みち、あなたには真実を知る権利があります」

　いつだか聞いたセリフだ。

「同時に、知ることを拒否する権利もあります」

　相変わらずののっぺりとした口調だった。

「このまま生ぬるい日常を生きていくことも、あるいは一つの選択です」

「……どういうことだ？」

「すべては三柴直道次第なのです。あるいは、あなたが選んだものが真実になるとも言えるでしょう。過去も、そして未来も」

　瞬間、左目がズキンと痛む。

「──っ」

　俺は左目を押さえた。

「あなたになにが起こったのか、本当に知りたいですか？」

　強く目をつむっているのに、左目の奥に選択肢が浮かんでいる。

　本当にわけがわからない。俺はどこにでもいる平凡な高校生なのだ。

　いやそのはずだった。

　なのに、ずいぶんとおかしなことに巻きこまれてしまった。

　今や平凡な日々は遠い。アンドロメダ星雲くらい遠い。

　なにが起こっているか知りたいかって？

　そんなの決まってる。

　俺は──。





　ＹＥＳ→〔true lies〕へ
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　ＹＥＳ→〔true lies〕へ








リスタート






　ゲームでいえば俺はバッドエンドを迎えたようなものか。

　よくわからないけど、たぶん、そんなだ。

　ってことはどうすりゃいい？

　選択肢がでてるところまで戻ればいいのか？

　セーブポイントに戻る的な。

　けど、どうやって？

　うーん……かくなる上は。

「南みなみさん！」

「はい？」

「変なお願いなんですけど、気絶するくらい思いきり俺を殴ってくれませんか？」

　突然、おかしなことを言いだした俺に南さんはにっこりと極上のスマイルを向ける。

「もちろん喜んで」

　え、あ、いや、もうちょっと逡しゆん巡じゆんしてくれても、げぶらっ──。
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あとがき




　二に階かい堂どうは雨男です。イベント事に参加すると高確率で雨がふります。

　小学五年生の学校行事のキャンプが雨。中学二年生の修学旅行も雨。

　高校一年生の体育祭は途中までおこなわれたものの、ぼくが出場するはずだった競技の直前に雨で中止。高校二年生の修学旅行では日程期間中は無事だったのに最終日がまさかの嵐あらし。飛行機が飛ばず、旅行が一日延長。これはちょっとラッキーな話。

　大学の入学式も雨。スーツの足もとがびしゃびしゃ。

　第四回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の授賞式の日も雨。

　夏フェスもほとんど毎年のように雨。レインコートが必需品。

　パッと思いだせるだけでもこれだけの雨。

　そういう異能力者かなにかなのかなと思うことにしています。

　いや、雨男の話はどうでもいいわけですが。




　あらためましてこんにちは、二階堂紘ひろ嗣しです。

　すでにお読みいただいた方にはおわかりかと思いますが、『俺おれ話ばな（使ってみた）』三巻はいつもよりちょっとだけ変則的な構成になっています。

　いわゆる「ゲームブック」の一種です。おおざっぱに説明すると、読者が選択肢を選んで物語を進めていくというやつです。ノベルゲームを紙でやるようなものですね。ぼくは幼少期に児童書で遊びました。一人で遊べるから友達のいない二階堂にも安心安全！

　が、完成を目前にしてある問題が発覚しました。

　担当編集者さんと館たて川かわまこ先生は、本書をですね、選択肢を選ばずに読んだというのです。つまり普通に前から順に読んだそうな。そのときのやりとりがこんな。




　二階堂　「え、マジすか？」

　担当さん「そう読むひと、けっこう多いんじゃないかな」

　二階堂　「そんなバカな……。ぼくが小さいころに読んだときは、ちゃんと指示されたページに飛んでましたよ？」

　担当さん「進んだ先に『バカが見る』とか書いてなかった？」

　二階堂　「児童書なのに!?　（迂う闊かつにも想定していなかった事態に動揺して）いやいや、でも、それだと話が飛び飛びになって前衛作品みたいになるというか、それはそれで実験的な感じがしておもしろいかもですけど、えっと、あの、構成とか苦労して考えたんですが……」

　担当さん「それじゃあ読者アンケートで訊きいてみますか」




　というわけで、読んだ順番をアンケートすることになりました。ちょちょいとスマホやケータイで二次元コードを読みとって、そっと教えてくれるとありがたいです。（アンケートはこちら　http://medimo.tv/enq/m/?id=MjQ2OQ==）

　もちろん感想も随時募集中です。そちらもよろしくです。

　あ、そういえば、前の二冊とは違って、今回、バトルシーンがありませんでした。

　かわりに女の子とのイチャラブ度が増している……はずなのでご容赦を。




　最後に謝辞をば。

　本書の出版に携わってくれた皆さまに感謝します。

　組版さまが作成してくれた素晴らしい分岐チャートをお見せできないのが残念すぎる。

　館たて川かわまこ先生、素敵なイラストをありがとうございました。最近、気づいたのですが館川先生のイラストは指がかわいい。柔らかそうなほっぺとか脚とか二の腕とか、女の子の曲線が最高なのですが、中でも指がかわいい！

　そして最大の感謝は読者さまへ。ありがとうございました！

　ではでは。


二に階かい堂どう紘ひろ嗣し


















　著者

　二階堂紘嗣（にかいどう・ひろし）

　　第４回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞「佳作」受賞、『ナインの契約書』でデビュー。

　　他著作に『D-breaker』『あまとう！』『偽悪の王』。

　　最近の二階堂的ブームはとうがらし梅茶です。うまうま




　イラストレーター

　館川まこ（たてかわ・まこ）
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